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次   第  

 

１  会長及び副会長の選出 

 

２  諮問 

⑴  平成２４年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点

検及び評価について 

⑵ 第２期市川市教育振興基本計画について 

 

３  調査審議 

平成２４年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価について 

 

４  平成２５年度市川市教育振興審議会年間予定について 

 

５  その他 
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１．点検・評価の概要 

 

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規定に基づき、平成

２４年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（以下「点

検・評価」といいます。）を行い、その結果をまとめたものです。 

 

 

１ 目 的 

点検・評価等は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条の規定に基づき、

効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たし、教育の一層の

振興を図ることを目的として行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象 

点検・評価は、市川市教育振興基本計画が示す 47 の施策を対象としました。 

 

 

３ 方法 

点検・評価は、市川市教育振興基本計画実施計画編（後期）（以下「後期実施計画」と

いいます。）が示す平成２４年度の実施事業及び施策の評価に用いる指標を基に、教育委

員会が点検・評価を実施しました。 

⑴ 実施事業の点検 

後期実施計画が示す平成２４年度の実施事業について、実績（活動及び効果）及び

進捗状況を点検しました。 

本報告書では、「１．実施事業の点検結果」の「実績」欄に活動内容とその効果を文

章で表わし、「進捗」欄にその進捗状況を下記の記号で表わしています。 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抄） 
 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 27 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 3 項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。 

進捗の評価  A：計画どおり進められた。 

B：一部は計画どおりに進められなかった。 

C：計画どおりに進められなかった。 
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⑵ 施策の評価 

市川市教育振興基本計画が示す４７の施策について、実施事業の点検結果及び後期

実施計画が示す施策の評価に用いる指標の平成２４年度の現状を基に、施策の達成状

況を評価しました。 

本報告書では、「２．施策の成果」の「指標」の「平成２４年度の現状」欄に施策の

評価に用いる指標の平成２４年度の現状値等を記載するとともに、「現状分析」欄に当

該現状等の分析結果を記載した上、施策の評価結果を「３．施策の評価」に記載して

います。 

なお、施策の評価は、施策の達成状況を「施策の実現は十分に図られてきている」

と「施策の実現は十分に図られてきているとはいえない」の 2 観点で評価し、さらに、

「十分に図られてきている」場合にあっては推進や改善を図った方が良い点を、「十分

に図られてきているとはいえない」場合にあっては課題と考えられる点や改善を図ら

なければならない点を、以下の４つの観点に沿って評価し、その詳細を「意見」に記

載しています。 

 

 

 

 

 

⑶ 経過 

年 月 日 概   要 

平成２５年３・４月 実施事業担当課による実施事業の点検を実施 

平成２５年５月９日 

「市川市教育振興基本計画推進会議」（教育次長並びに教

育委員会事務局各部の部長、次長及び筆頭課長で組織）に

おいて、実施事業の点検及び施策の評価を実施 

平成２５年６月６日 
市川市教育振興基本計画推進会議の点検・評価の結果を基

に、教育委員が点検・評価を実施 

 

改善点の観点  ・ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。

        ・ 実施事業の進め方について改善を図る。 

・ 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

・ その他 
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２ 評価結果一覧 

 

施策の達成状況 今後、改善を要する内容 

頁 施策 ○:図られてきている

▲:図られてきている

とはいえない 

改 善 点 は

無く、現計

画で推進 

実 施 事 業

の進め方 

市長部局、

学校・地域

との連携 

その他 

７ 1-1-1 
人と関わる力を身に付ける

活動の充実 
○ ■    

１１ 1-1-2 命を大切にする教育の推進 ▲    ■ 

1４ 1-1-3 
道徳心を養う取り組みの推

進 
▲    ■ 

1７ 1-1-4 体験活動の推進 ○ ■    

２０ 1-1-5 読書教育の推進 ○ ■    

２３ 1-2-1 
基礎的・基本的な学習の充

実 
○ ■    

２６ 1-2-2 
活用する力を育成する取り

組みの推進 
○ ■    

２９ 1-3-1 
望ましい生活習慣を身に付

ける取り組みの推進 
○ ■    

３２ 1-3-2 食育の推進 ○ ■    

３５ 1-3-3 体力向上の取り組みの推進 ○    ■ 

３８ 1-3-4 性に関する教育の充実 ○ ■    

４１ 1-4-1 環境学習の充実 ○ ■    

４４ 1-4-2 情報教育の推進 ○ ■    

４７ 1-4-3 キャリア教育の推進 ○ ■    

４９ 1-5-1 
歴史や文化に関する教育の

推進 
○ ■    

５３ 1-5-2 
外国語教育・国際理解教育

の推進 
○ ■    

５８ 2-1-1 
家庭教育の充実に向けた取

り組みの推進 
○ ■    

６１ 2-1-2 
子育てに関する学習機会や

相談機会の提供 
○ ■    

６４ 2-2-1 教職員の指導力の向上 ○ ■    

６８ 2-2-2 学校間の連携の推進 ○ ■    

７１ 2-2-3 
学校評価の推進とその結果

に基づく学校運営の改善 
○ ■    

７４ 2-2-4 
教職員が子どもと向き合う

時間の拡大 
○    ■ 

７７ 2-2-5 
特色ある学校運営を支援す

る環境整備の充実 
○ ■    
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施策の達成状況 今後、改善を要する内容 

頁 施策 ○:図られてきている

▲:図られてきている

とはいえない 

改 善 点 は

無く、現計

画で推進 

実 施 事 業

の進め方 

市長部局、

学校・地域

との連携 

その他 

８０ 2-3-1 地域を支える人材の育成 ○ ■    

８２ 2-3-2 
地域活動を支援する環境整

備の推進 
○ ■    

８５ 2-4-1 
家庭・学校・地域の連携を

図る取り組みの推進 
○ ■    

８８ 2-4-2 
家庭・地域と連携した学校

の活性化 
○ ■    

９２ 2-4-3 
関係機関との連携による家

庭・学校・地域への支援 
○  ■   

９６ 3-1-1 
生きる力の基礎を育む教育

の推進 
○ ■    

９９ 3-1-2 
幼稚園・保育園・小学校の

連携の推進 
○ ■    

102 3-1-3 子育て支援の充実 ○ ■    

106 3-2-1 特別支援教育の推進 ○ ■    

110 3-2-2 
不登校の子どもや保護者の

支援 
○    ■ 

113 3-2-3 
子どもや保護者を支援する

相談体制の充実 
○ ■    

117 3-2-4 
海外からの子どもたちへの

支援 
○ ■    

119 3-2-5 教育機会均等の確保 ○ ■    

121 3-3-1 危険回避能力などの育成 ○ ■    

123 3-3-2 
子どもの安全・安心を確保する家

庭・学校・地域の取り組みの推進
○ ■    

126 3-3-3 
放課後の子どもの居場所づ

くりの推進 
○ ■    

128 3-3-4 学校の危機管理体制の充実 ○ ■    

130 3-3-5 
いじめ、暴力行為などへの

対応の強化 
▲    ■ 

133 3-3-6 
安全で質の高い教育環境の

整備 
○ ■    

135 3-4-1 生涯学習機会の充実 ○  ■   

138 3-4-2 
図書館・博物館などの活用

を通した学習活動の推進 
○ ■    

143 3-4-3 
公民館を活用した地域の学

習拠点づくり 
○ ■    

146 3-4-4 文化財の保護と活用 ○ ■    

149 3-5-1 
教育委員会機能の充実に向

けた取り組み 
○  ■   
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３ 点検及び評価の結果 
 

 

 

 

 

基本的方向 1 子どもの姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来へ向かって成長し、未来を担う子どもたちに、これからの社会をよりよく生き

ていく力を育むことは、とても重要なことです。 

将来の予測が明確にならない現在の社会にあっては、自らの生涯を切り拓く力強さ

と、他人と協同してよりよい社会を築こうとする頼もしさが必要です。このため、強

い意志をもって主体的に考え行動する力と、他と協調しつつともに社会を支える力を

育み、社会の中でたくましく生きていくことのできる子どもを育てます。 

 

 

 

自分や他人を大切にし、社会の中でたくましく

生きていくことのできる子どもを育てる 

目 標 
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《施策一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-1 自分を大切にし、他人を思いやる気持ちを養い、豊かな心を育む 

1-1-1 人と関わる力を身に付ける活動の充実 

1-1-2 命を大切にする教育の推進 

1-1-3 道徳心を養う取り組みの推進 

1-1-4 体験活動の推進 

1-1-5 読書教育の推進 

1-2 基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図り、活用する力を育成する 

1-2-1 基礎的・基本的な学習の充実 

1-2-2 活用する力を育成する取り組みの推進 

1-3 健康に関する意識を高め、健やかな体を育成する 

1-3-1 望ましい生活習慣を身に付ける取り組みの推進 

1-3-2 食育の推進 

1-3-3 体力向上の取り組みの推進 

1-3-4 性に関する教育の充実 

1-4 社会的な問題に関する認識を深め、意欲と実践力を育む 

1-4-1 環境学習の充実 

1-4-2 情報教育の推進 

1-4-3 キャリア教育の推進 

1-5 日本や郷土市川の歴史や文化を学び、国際社会の中で生きる力を育む 

1-5-1 歴史や文化に関する教育の推進 

1-5-2 外国語教育・国際理解教育の推進 

P. 7

P.11

P.14

P.17

P.20

P. 7-22

P.29

P.23

P.26

P.32

P.35

P.38

P.41

P.44

P.47

P.49

P.53

P.23-28

P.29-40

P.41-48

P.49-55
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1-1-1 人と関わる力を身に付ける活動の充実 

人と関わる力を身に付け、望ましい人間関係をつくるために、幼い頃から自分の思

いを自分の言葉で表現し、たがいの価値観を認め合う力を育成します。また、部活動

を含む学校生活や地域活動などを通して、異年齢をはじめとする子ども同士の交流を

進めます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 人との関わり

を重視した教

育活動を進め

ます 

創意と活力のある

学校づくり事業（学

校３カ年計画の推

進） 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を生かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

各学校とも児童会、生

徒会を中心としたあ

いさつ運動や、異年齢

集団による体験活動

など、人とのかかわり

を重視した教育活動

を進めており、人と積

極的に関わる児童・生

徒が育ってきている。

Ａ

家庭教育学級運営

事業 

（学習内容の重点

化） 

 

【生涯学習振興課】 

各家庭教育学級の年間講座

の一部として位置づけるこ

とで家庭教育学級の充実を

図る。 

各家庭教育

学級の重点

講座として

位置づけ、

講座数拡大

を目指す 

「家庭教育学級説明

会」等において、各学

級に重点講座の実施

を周知したことによ

り、各学級の実態に応

じた積極的な講座の

開催が見られ、家庭教

育学級の内容の充実

を図ることができた。

Ａ2 子 ど も が コ

ミ ュ ニ ケ ー

ションをとる

力を高めるた

めの、保護者・

教職員の研修

を進めます 

教職員研修事業 

（専門性を高める

取り組み） 

 

【教育センター】 

教職員の職務や経験、専門

性、課題などに応じて研修会

を実施して、指導力の向上を

目指す。 

教職経験年

数に応じた

層別研修、

職 務 別 研

修、希望研

修の企画・

運営を進め

る 

若年層教員の指導力

向上、中堅層教員のミ

ドルリーダー育成な

どを中心に７５講座、

延べ３,９４４名の参

加者があり、研修会後

のアンケートでは肯

定的な意見が９８％

であった。 

Ａ

３ 地域活動に参

加するきっか

けづくりを進

めます 

コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ポート事業 

（情報交換） 

 

【地域教育課】 

各小中特別支援学校におい

て、家庭・学校・地域の代表

が集まる会議を開催し、情報

の共有を図るとともに、共通

する課題について話し合い、

連携を深める。 

コ ミ ュ ニ

ティサポー

ト委員会で

の情報交換

を 活 発 に

し、地域活

動の情報を

学校に提供

する 

コミュニティサポー

ト委員会で得た地域

の情報が、コミュニ

ティサポートだより

や学校だよりを通し

て児童生徒・保護者・

地域住民に伝えるこ

とができた。 

Ａ
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２．施策の成果 
 

（１）施策の成果を見るポイント 

コミュニケーションをとる力の育成状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学校で挨拶をする児童生徒の割合 ９４％ ９６％ ９５% 

目標設定理由 

望ましい人間関係をつくるために、挨拶は欠かせないもので

あり、100％の目標設定が理想である。前期計画の調査では、

行動に表わすことのできない児童生徒が予想以上に多いこと

から、数値の見直しを行った。 

そこで、平成 25 年度には 100％に出来るだけ近づけるこ

とを目指すが、実情を考慮し、２％増／年度を見込んで目標値

を設定した。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

多くの中学校ブロックで、あいさつを共通課題として取り組み、地

域も巻き込んだ 9 年間（幼稚園を含めると 11 年間）の取り組みとし

て、成果を上げている。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

家庭で挨拶をする児童生徒の割合 ８７％ ９１％ ８８% 

目標設定理由 

望ましい人間関係をつくるために、挨拶は欠かせないもので

あり、100％の目標設定が理想である。前期計画の調査では、

行動に表わすことのできない児童生徒が予想以上に多いこと

から、数値の見直しを行った。 

そこで、平成 25 年度には 100％に出来るだけ近づけるこ

とを目指すが、実情を考慮し、４％増／年度を見込んで目標値

を設定した。 

2 

現状分析 

【指導課】 

児童生徒への投げかけだけでは、目標達成が難しい。家庭状況の違

いも踏まえ、これまで以上に家庭への啓発を行わって行く必要があ

る。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

地域で関係のある人に挨拶をする

児童生徒の割合 
８３％ ８７％ ８４% 

目標設定理由 

望ましい人間関係をつくるために、挨拶は欠かせないものであり、

100％の目標設定が理想である。前期計画の調査では、行動に表わす

ことのできない児童生徒が予想以上に多いことから、数値の見直しを

行った。 

そこで、平成 25 年度には 100％に出来るだけ近づけることを目

指すが、実情を考慮し、４％増／年度を見込んで目標値を設定した。

3 

現状分析 

【指導課】 

あいさつロードを設定するなど、保護者・地域の協力を得た取り組

みを行っている学校が増えている。地域の方の授業への協力や地域の

方と接する機会を増やし、互いの名前を覚えるような関係性を作って

いくように助言している。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

人の話や考えをよく聞くことのできる

児童生徒の割合 
８９％ ９０％ ９０% 

目標設定理由 

コミュニケーションをとる力を育成するためには、まず人の話をよ

く聞くことができることが大切である。 

アンケートは、自分で判断し、主観が入るため１００％達成は難し

いと予想される。 

しかしながら、少しずつでも向上することを期待し、１％増／年度

を見込んで目標値を設定した。 

４ 

現状分析 

【指導課】 

生徒指導の機能を生かした授業実践に取り組む学校が徐々に増え

てきている。共感的な関係は聞くところから始まる。今後も、向上を

図っていきたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

自分の考えや思いを伝えることのでき

る児童生徒の割合 
７４％ ７７％ ７６% 

目標設定理由 

自分の考えや思いを言葉で伝えることは、比較的高度なコミュニ

ケーション活動であると捉えている。また、性格等による個人差も大

きいことが予想される。 

１００％達成は難しいと予想されるため、２５年度目標値を８０

パーセントとし、３％増／年度を見込んで目標値を設定した。 

５ 

現状分析 

【指導課】 

国語等で、表現力の向上に取り組む学校が多いが、他の教科や総合

的な学習の時間などの活性化を図り、考えや思いを伝える機会を増や

していくことが重要である。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

異年齢交流をしている児童生徒の割合 ６８％ ７９％ ７０% 

目標設定理由 

小学校においては、特別活動等、教育課程の一環として他学年児童

と関わるような場面づくりを設定している学校が多い。また、中学校

では、部活動や委員会活動で学年を超えて一緒に活動を行っている。

平成２３年度の現状を見ると予想より数値的に低い。 

つなぐをキーワードに子ども同士の交流の更なる活性化を図って

いけば、高い数値を見込むことができると考え、最終目標値を９０％

とし、１１％増／年度を見込んで目標値を設定した。 

６ 

現状分析 

【指導課】 

小学校では、ほぼすべての学校で異年齢交流を行っている。現在、

創意と活力のある学校づくり事業では、中学校ブロック内での異校種

間連携が少しずつ行われ始めている状況である。７０％という値は実

情より低く、質問の仕方等の改善が必要だと思われる。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-1-2 命を大切にする教育の推進 

自分の命はもちろんのこと、他人の命も大切にする意識を育むために、体験を通し

て命の尊さについて学び、考える機会を充実します。また、自分をかけがえのない存

在と認めることのできる教育を進めます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 命を大切にす

る意識を育む

ための教育活

動を進めます 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

各学校とも、道徳や特

別活動等の授業や命

を大切にするキャン

ペーン等の活動を通

し、命を大切にする教

育を推進している。 

Ａ

2 薬物使用の防

止を進めます 

薬物乱用防止の取

り組み 

（健康教育） 

 

【保健体育課】 

薬物乱用を防止するために、

薬物の恐ろしさを正しく理

解し、薬物に関する正しい知

識を身に付けることができ

るよう、乱用防止教室などの

充実を図る。 

薬物乱用防

止教室を実

施する 

（各学校） 

専門的な見識を持つ

講師を招き講演会を

実施した。また、学校

薬剤師と教師が連携

した薬品に関する授

業等を実施した学校

もあった。実施率も大

きく向上した。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

教育活動の中で、命の大切さを自覚する取り組みの実施状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「自分には良いところがある」と回

答する児童生徒の割合 
６８％ ７１％ ６６% 

目標設定理由 

 現状は、全国調査による全国平均と概ね同じくらいの数値で、自己

肯定感が低い子どもが（特に中学において）多いことがわかる。 

 学校で生徒指導の機能を重視した授業を展開したり、家庭や地域で

も「きみが必要なんだ」と感じることができるような働きかけを推進

することで、向上が見込まれる。 

 思春期にある生徒の心情等を考慮し、３％増／年度を見込んで目標

値を設定した。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

各学校で生徒指導の機能を重視した授業展開の推進の他、家庭や地

域でも、自己有用感を高めることができるような働きかけを推進して

きている。 

今後とも学校訪問等の機会を活用して、家庭、学校で協力して子ど

もの自尊心を高めることについて各学校に指導助言を図っていきた

い。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

友だちや動植物を大切にする気持

ちをもっている児童生徒の割合 
９５％ ９６％ ９６% 

目標設定理由 

 命を大切にする気持ちの育成は、ますます重要性が高くなっており

100％の目標設定が理想である。 

 平成 25 年度には 100％に出来るだけ近づけることを目指すが、

更なる数値の向上には個別の対応が必要な部分もあり、実情を考慮

し、１～２％増／年度を見込んで目標値を設定した。 
2 

現状分析 

【指導課】 

２２・２３年度は９５パーセントで横ばいの数値であったが、２４

年度になり９６パーセントとやや数値が上昇した。各学校では道徳の

授業や学級活動・栽培・飼育活動・自然体験活動等、様々な取り組み

で、友達の大切さ、いのちの大切さを学んでおり、今後もこの学びを

深めていきたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

 施策の実現は十分に図られてきている。 

○ 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

○ その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

取組みは進めているが、施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

今後は、さらに道徳の授業や学級活動・栽培・飼育活動・自然体験活動等の様々な

取り組みを実施するとともに、年間を通した命を大切にするキャンペーンの充実、家

庭や地域との連携の強化等を図ることで、友達の大切さ、いのちの大切さについての

学びを深めていきたい。 
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1-1-3 道徳心を養う取り組みの推進 

豊かな情操、規範意識、公共の精神を育むために、道徳の時間をはじめとして、学

校教育活動全体で子どもの発達段階に応じた道徳教育の充実を図ります。また、人権

意識を高め、いじめを許さない心を育てる取り組みを推進します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 
平成２４年度 

取り組み 
事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 学校での道徳

教育の充実を

進めます 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

道徳教育推進教師を

中心に、県作成の映像

教材の周知や教材研

究への取組が推進さ

れ、若年層の授業研究

や公開授業が積極的

に進められた。 

Ａ

2 規範意識、公共

の精神、人権意

識を育むこと

の大切さを啓

発する取り組

みを進めます 

家庭教育学級運営

事業 

（学習内容の重点

化） 

《１－１－１再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

各家庭教育学級の年間講座

の一部として位置づけるこ

とで家庭教育学級の充実を

図る。 

各家庭教育

学級の重点

講座として

位置づけ、

講座数拡大

を目指す 

「家庭教育学級説明

会」等において、各学

級に重点講座の実施

を周知したことによ

り、各学級の実態に応

じた積極的な講座の

開催が見られ、家庭教

育学級の内容の充実

を図ることができた。

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

道徳授業の公開や地域人材の活用など、家庭・地域と協力した道徳教育の実施状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

家庭・地域と協力して道徳教育を進

めた学校の割合 

授業公開 58％ 

人材活用 94％ 

授業公開 80％ 

人材活用 9８％ 

授業公開６８％ 

人材活用７９％ 

目標設定理由 

 変化の激しい社会の中で、豊かな心を身につけた児童生徒を育成す

るためには、教師と児童生徒との人間関係を深めることはもとより、

児童生徒同士や家庭・地域社会との連携を図って道徳教育を推進して

いくことが望ましい。 

 ２１世紀を担う人間の人格完成のためには、２５年度の目標値を

１００%に近づけることが望ましいと考え、現状を踏まえながら目標

値を設定した。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

 市内の学校では、道徳教育推進教師や各学年の道徳担当の教師を中

心に、道徳の授業に対する研修会の実施や道徳の授業を保護者会に公

開しようとする動きが高まりつつある。人材活用についても、総合的

な学習の時間等に重なる部分があり、公開・活用の方向は確実に定着

しつつある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

家庭教育学級で人権教育を扱った

講座数 
１０件 ２０件以上 １１件 

目標設定理由 

 東日本大震災の影響で防災に関する講座が増え、２３年度の人権教

育を扱う講座数は減少したが、家庭や地域が連携して道徳性の育成を

図ることは、人権への理解を高めるためにも重要であることから、

２０件以上を目標として目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

目標を達成することはできなかった。家庭教育学級長会議におい

て、作家松崎運之助氏による教育講演会を開催したので、各学級から

の講師依頼が増え、来年度の講座数は増加すると思われる。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

学校におけるいじめの認知件数 
４７９件 

（２２年度の現状） 
４３０件 ５８７件 

目標設定理由 

 いじめの認知件数及びいじめの発生件数を減少させることは、重要

な教育課題であり、いじめゼロを目指して取り組まなければならな

い。 

 しかし、いじめの認知件数は、増加傾向にある。 

 このことから、後期計画の期間が終了する平成 25 年度には３８０

件以下に減少させることを目指し、１割減／年度を見込んで目標値を

設定した。 

3 

現状分析 

【指導課】 

 今年度は、文部科学省の緊急調査もあり、小学校では３８５件、中

学校では２０２件が認知された。各学校が、よりいじめをきめ細かく

把握しようと努めたこともあり、認知件数は増加傾向にある。 

 いじめについては、早期発見、早期対応が重要であるが、いじめが

起きにくい学校、学級づくりへの取組みも各学校に啓発していきた

い。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

 施策の実現は十分に図られてきている。 

○ 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

○ その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

取組みは進めているが、施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

昨年度は各学校がよりいじめをきめ細かく把握しようと努めたこともあり、認知件

数は増加傾向にあった。今後は、いっそう道徳の授業の充実を図るとともに、いじめ

防止についての教職員研修の実施や中学校ブロックのいじめ撲滅キャンペーンの拡

大等について各学校に働きかけることで、いじめの件数の減少を図りたい。 
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1-1-4 体験活動の推進 

豊かな人間性を育むために、子どもの興味・関心や発達の段階に応じて、ボランティ

アなどの社会活動、自然・文化に関わる体験活動などを、市川市の地域資源を活用し

て実施します。 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 体験活動を重

視した教育活

動を進めます 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を把

握し、計画の

推進に関わる

指導助言を行

う 

各学校とも自校の計

画に従って、異年齢交

流活動をはじめ自然

体験活動、集団宿泊活

動、職場体験活動、奉

仕体験活動などの体

験活動が計画的に実

施されている。 

Ａ

コミュニティクラ

ブ事業 

 

【地域教育課】 

子どもたちの地域活動を充

実させるために、地域が主体

となって実施するスポーツ

や遊び、文化活動を支援す

る。 

学 生 ボ ラ ン

ティアを積極

的に募集する 

推進会議で創

意工夫などの

情報交換を活

発にする 

学生ボランティアを

積極的に募集し、ボラ

ンティア証明書の発

行枚数が、平成２３年

度４２５枚から平成

２４年度５２７枚と

１０２枚（１２４％）

の増加となった。 

推進会議の情報交換

から、複数ブロックの

行 事 の 開 催 や 他 ブ

ロックからの講師の

紹介等の連携が行わ

れるようになっている。

Ａ

体験学習事業 

（農業体験） 

 

【地域教育課】 

市内にある親子ふれあい農

園を活用して、稲作体験や畑

作体験の機会を提供する。 

参加者相互の

交流を深め、

リピーターが

初めての家族

をサポートで

きるようにす

る 

参加者に「名前シー

ル」を配布し、胸に付

けることで相互間の

交流が図られ、リピー

ターが初めての方に

作業方法を教える姿

が多く見られた。 

Ａ

野外活動 

 

【地域教育課 

（少年自然の家）】 

少年自然の家を利用する団

体が行う野外活動を支援す

るとともに、野外活動を含む

行事を主催して、野外体験活

動を推進する。 

野外活動の見

直しのため、

市民ニーズに

沿って手引書

を修正し、活

用する 

野外活動内容を精選

し、「利用のてびき」

を修正した結果、利用

者 総 数 が 前 年 度 比

5.6%の増加が見ら

れた。 

Ａ

2 体験活動の機

会を提供する

取り組みを進

めます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関から

の情報収集に

努め、発信の

場 と し て の

ネットワーク

システムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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3 地域活動に参

加するきっか

けづくりを進

めます 

コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ポート事業 

（情報交換） 

《１－１－１再掲》 

 

【地域教育課】 

各小中特別支援学校におい

て、家庭・学校・地域の代表

が集まる会議を開催し、情報

の共有を図るとともに、共通

する課題について話し合い、

連携を深める。 

コミュニティ

サポート委員

会での情報交

換 を 活 発 に

し、地域活動

の情報を学校

に提供する 

コミュニティサポー

ト委員会で得た地域

の情報が、コミュニ

ティサポートだより

や学校だよりを通し

て児童生徒・保護者・

地域住民に伝えるこ

とができた。 

Ａ

4 地域団体の活

動を総合的に

発信できる体

制の整備を進

めます 

青少年団体の活動

を広報する体制の

充実 

 

【青少年育成課】 

市川市子ども会育成会連絡

協議会や市川市青少年相談

員連絡協議会などの広報活

動を活性化することを目的

として、各団体と連携し広報

する体制を整備し、充実を図

る。 

市川市子ども

会育成会連絡

協議会及び市

川市青少年相

談員連絡協議

会の共同によ

る広報活動を

支援する 

市子育連や市青少年

相談員の広報紙発行、

ホームページの整備

の手伝いをしている。

また、様々な機会を捉

えて、子ども会入会の

お誘いを支援した。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

体験活動の機会と家庭・学校・地域を支援する企業・NPO・大学などとのネットワー
クづくりの進捗状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

企業・NPO・大学などとのネット

ワークづくりの進捗状況 

生 涯 学 習 情 報 を

ホームページで検

索できるようにし

た 

関係機関からの情

報収集に努め、発

信 の 場 と し て の

ネットワークシス

テムを改善する 

関係機関との連携

は進んでいるが、

システムの改善に

は至らなかった。

目標設定理由 

 誰もが生涯を通して学び続けることができる学習環境を実現する

には、多様な学習ニーズに応えるサービスの充実を一層進めていく必

要があるため、ネットワークシステムの改善・充実を目標とした。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

市民アカデミー講座、家庭教育学級、還暦式、成人式において企業・

ＮＰＯ・大学等と連携することができた。発信の場としてのシステム

の改善・充実については引き続きの検討を要する。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【地域教育課】 

地域が主体となって提供した体験

活動の満足度 

（コミュニティクラブでの体験活

動の満足度） 

８９％ 

（１２月現在） 
１００％ ９８.８％ 

目標設定理由 

 コミュニティクラブでの体験活動は、「遊び」をキーワードに実施

しており、また、参加者は自主的に参加していることからすれば、満

足度は１００％となることが理想である。 

 そこで、そのようになることを目指して目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【地域教育課】 

各地域の特性を生かした継続的活動・イベント・自由遊びを取組ん

だ結果、参加した子どもたちの満足度が高まったと考えられる。 

今後も、他団体との人的連携や共同開催などを子どもたちの興味・

関心を高める活動が実施できるように取り組んでいく。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-1-5 読書教育の推進 

豊かな心を育むために、多様な読書活動や学習活動での読書の活用など、幼児期か

らの読書教育を推進します。また、図書館の役割が重要であることから、図書館資料

の整備・充実、学校図書館相互や公共図書館とのネットワークの積極的な活用など、

図書館機能の充実を図ります。さらに、学校を核とした地域の読書コミュニティを推

進します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 幼児期からの

読書活動を進

めます 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

各幼稚園、各校の実態

に応じた読書活動が

なされている。国語を

中心に各教科・領域で

市内の図書を活用し

た取組が行われるよ

う、今後とも支援を継

続していく。 

Ａ

学校図書館支援セ

ンター事業 

（学校図書館と公

共図書館とのネッ

トワークの活用） 

 

【教育センター】 

学 校図書 館を 支援す るス

タッフを学校に派遣すると

ともに、学校図書館及び公共

図書館の図書資料を共有し

て利用する情報・物流ネット

ワークを運営し、学校図書館

機能の充実を図る。 

支援スタッ

フを派遣す

る ネ ッ ト

ワーク会議

の開催や研

修会を実施

する 

支援スタッフの派遣

やネットワーク会議、

各種研修会の開催、物

流ネットワークの活

用等により、図書館機

能の充実を図ること

ができた。 

Ａ2 学校図書館を

支援する取り

組みを進めま

す 

学校図書館員配置

事業 

 

【指導課】 

学校司書が配置されていな

い学校に学校図書館員を配

置し、学校図書館の充実と、

図書館を活用した教育の推

進を図る。 

学校図書館

員の研修を

充実する 

学校図書館の運営に

ついての研修や、大学

教授を招いての講演

会、市内の学校図書館

での実技研修など、年

間９回にわたり充実

した研修会を行った。

Ａ

3 学校を核とし

て、家庭・学

校・地域が一体

となって読書

活動に関わる

仕組みづくり

を進めます 

読書コミュニティ

の推進 

 

【教育センター】 

家庭・学校・地域が連携し、

読書活動を核としたさまざ

まな活動を通して、児童生徒

の健全育成を図ることがで

きるよう、ネットワーク構築

の支援を行う。 

読書コミュ

ニティ活動

を通した異

校種間交流

を図る 

中学校ブロックを単

位として、各学校、保

護者、地域のボラン

ティアが連携して形

成する読書コミュニ

ティーが、組織的に活

動できるよう支援を

行った。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

本が好きで、本を積極的に活用する子どもの育成の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「読書が好き」と回答する児童生徒

の割合 
８１％ ８６％ ８０% 

目標設定理由 

 本市が重点的に取り組んできた読書教育については、学校・家庭・

地域が一体となって推進してきた。 

 また、２２年度に始まった「優良図書館」認定事業についても、

２３年７月には、市内の小中学校全ての認定が完了した。 

 しかし、図書以外にも数々の情報収集等の手段が生活の中に浸透し

たことで、活字離れの現状が大きな問題となっている。 

 選書力や豊かな想像力等を育成するためにも、前期計画に引き続

き、２５年度には９０％を目指し、目標値を設定した。 
１ 

現状分析 

【指導課】 

 本市ではこれまでも学校と地域が連携して読書教育を推進してき

た。学校では司書教諭や学校の図書館を担当する教員を中心に、図書

館の活用計画が立てられ、各学校に配置されている専任の職員と協力

して、読み聞かせをしたり、本の紹介等をしたりして、児童・生徒の

読書に対する意識を高めてきた。各学校における貸し出し数も昨年と

ほぼ同じであり、来年度も今年度の活動を継承し、さらに、地域の方々

による読書活動への参加や、図書館の環境づくり等への参加協力を仰

ぎ、読書好きな児童・生徒を育みたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育センター】

学習活動などで、学校図書館を利用

した授業時間数 

２６,７７５時間 

（１０月現在） 
３５,０００時間 ４０,９６５時間 

目標設定理由 
 すでに多くの学校で、学校図書館を活用した授業が行われている

が、それらが全ての学級で行われることを目指し、目標値を設定した。
2 

現状分析 

【教育センター】 

 小学校・中学校の合計が、今年度の目標値を達成したことで、全て

の学級おいて図書館が積極的に活用されていることが確認できた。今

後は、授業における有効な活用方法について更に指導、助言を行って

いく必要がある。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 
 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-2-1 基礎的・基本的な学習の充実 

基礎的・基本的な知識及び技能の習得や、思考力・判断力・表現力の育成のために、

学力や生活習慣の実態に応じた指導方法の工夫・改善などを図るとともに、学習内容

に即した教材やソフトの導入を進め、各教科の学習指導の充実を図ります。また、「わ

かる喜び」や「学ぶ楽しさ」を体感できる学習を進め、自主的に学ぶ意欲の向上を図

ります。 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

各学校では児童生徒

の実態をふまえ、新学

習指導要領のねらい

に即した取組を行っ

ている。指導課として

は、問題解決型の学習

や生徒指導の機能を

生かした授業づくり

を推進した。 

Ａ1 学力や学習習

慣の実態を調

査・分析し、実

態に応じた指

導方法の工夫

改善などを進

めます 

市川市の学力を把

握する取り組み 

 

【指導課】 

学力や学習習慣の改善に向

け、調査方法を検討し、子ど

もたちの学力の実態の調査、

把握を行う。 

市 川 市 学

力・学習状

況調査を実

施し、分析

を行う 

７月２日（月）に全小

中 学 校 に お い て 学

力・学習状況調査を実

施した。分析結果をま

とめ、「調査の概要」

及び「指導の改善とア

イディア」を作成し

た。 

Ａ

少人数学習等担当

補助教員事業 

 

【義務教育課】 

小中学校に補助教員を派遣

し、少人数指導やティーム

ティーチングなど、わかりや

すい授業やきめ細やかな指

導を充実する。 

全校各１名

を配置する 

３７人規模

学級を抱え

る学校への

複数配置を

拡大する 

年度当初から全校各

1 名の補助教員を配

置するとともに、学校

からの要望に応じて

数校には複数配置を

した。 

Ａ

教職員研修事業 

（少人数指導推進） 

 

【指導課】 

効果的な少人数指導が行わ

れるよう、指導主事が支援を

行う。 

少人数担当

者の実践研

修を実施す

る 

４月に研修の時間を

つくることができた。

今後、さらに実践的な

研修を行う必要があ

る。 

Ａ

学校図書館支援セ

ンター事業 

（文部科学省委託

による学校図書館

の活性化推進総合

事業） 

【教育センター】 

学校図書館の機能の高度化

を図り、学校図書館を活用し

た学習活動の効果的な指導

に関する研究を進める。 

学校図書館

の有効な活

用方法につ

いて調査研

究を行う 

各協力校の研究・実践

を市内各校に広めた

こ と に よ り 、 約

３,０００単元で学校

図書館を活用した授

業実践が行われた。 

Ａ

2 学習環境の整

備を進めます 

学校環境整備事業

（新しい教材やソ

フトウエアの導入） 

 

【就学支援課】 

新しい学校教材などの導入

を図り、学校の環境整備を関

係所管課と協力して進める。

環境整備に

必要な予算

の確保に努

める 

小・中学校の教材備品

の整備を進め、学校教

育の充実を図った。ま

た、平成２４年度は、

大畑基金を活用し、グ

ランドピアノ、和楽器

を計画的に購入した。

Ａ
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学校ＩＣＴ環境整

備事業 

（新しい教材やソ

フトウエアの導入） 

 

【教育センター】 

学校ＩＣＴ環境で利用でき

るコンテンツなどを導入し、

児童生徒の学習の充実を図

る。 

システムと

機器更新を

して、書画

カメラ等の

周辺機器を

充実する 

学習支援システムを

導入し、書画カメラ等

のＩＣＴ機器を整備

した。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

自主的に学ぶ意欲の育成状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学習意欲の高い児童生徒の割合 

（「学校の勉強が楽しい」と回答す

る児童生徒の割合） 

７０％ ７４％ ７２% 

目標設定理由 

 新学習指導要領で示されたように、確かな学力を育成するために

は、知識・技能の習熟と思考力・判断力・表現力等を育成するととも

に、学習意欲を向上させ、主体的に学習に取り組む態度を養い、学習

習慣を確立する必要がある。 

 学習意欲の向上が不可欠であることから、前期計画どおり、平成

25 年度に 80％まで高めることを目指し、目標値を設定した。 
１ 

現状分析 

【指導課】 

 確かな学力の育成のためには、児童生徒一人一人の学習意欲を高め

ていくことが必要である。今年度は、「生徒指導の機能を生かした授

業づくり」を推進し、学習意欲や自己肯定感を高めていけるよう努め

てきた。 

 目標値には、届かなかったものの７０％から７２％に向上してい

る。さらに各学校での取り組みが充実するよう指導・助言をしていき

たい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-2-2 活用する力を育成する取り組みの推進 

基礎的・基本的な知識及び技能などを総合的に働かせて活用する力を育成するため

に、教科などの枠を超えた横断的な学習を進めます。また、観察、実験、発表などを

取り入れた学習や、人や社会と関わり合うなどの体験的な学習を推進し、自ら課題を

見つけ、自ら考え、よりよく問題を解決する力を育成します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 知識・技能など

を活用する力

を育成する教

育活動を進め

ます 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

問題解決的な学習活

動と活用力を伸ばす

学習活動を重視する

よう、指導課として重

点的に指導している。

教職員の意識も向上

している。 

Ａ

各種作品展事業 

（児童生徒科学展、

こども作品展、新聞

展） 

【指導課】 

児童生徒が学習の成果を発

表できる機会を作品展など

として設け、表現力や感性の

育成を図る。 

各種作品展

を計画し、

実施する 

短期間の開催でも各

種作品展の見学者数

が増加、市民の関心が

高まり児童生徒の意

欲にもつながった。 

Ａ2 発表の機会づ

くりを進めま

す 

音楽会活動事業 

（児童生徒音楽会、

地区別音楽会、音楽

フェスティバル） 

 

【指導課】 

児童生徒が学習の成果を発

表できる機会を音楽会とし

て設け、表現力や感性の育成

を図る。 

各種音楽会

を計画し、

実施する 

各音楽会とも、すべて

開催することができ

た。地区別音楽会で

は、小・中学校の連携

を図るとともに、市内

音楽会やフェスティ

バルでは、技術の向上

を図ることができた。

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

問題解決的な学習を重視した授業の実施状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

問題解決的な学習を重視した授業

を進めている学校の割合 
９５％ ９７％ ９７% 

目標設定理由 

 24 年度からは、中学校でも新学習指導要領が完全実施となるため、

活用力を高めるための取り組みは、さらに進むと考えられる。 

 よって、2％増／年度を見込んで目標値を設定した。 
１ 

現状分析 

【指導課】 

 学校訪問や要請訪問での指導・助言を続けてきた結果、問題解決的

な学習を取り入れた実践が行われている。日常の取り組みとさらなる

充実を目指したい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

問題解決的な学習を重視して、年間

を通して、言語活動や体験活動を意

図的に授業に取り入れている教職

員の割合 

８２％ ８７％ ８３% 

目標設定理由 

 学習指導要領の改訂により、先生方の意識が高まり、校内の授業研

究会や研修会が増えている。 

 各教科等において、活用力を育成するための指導法の工夫改善が進

むと想定されるので、５％増／年度を見込んで目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【指導課】 

新学習指導要領で重視された言語活動や体験活動を校内研究で意

図的、計画的に取り組む学校が多くなっている。良い実践例などを各

学校にも紹介、指導・助言をして、さらに広めていくように努めたい。

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

学校訪問で「問題解決的な学習を重

視して、言語活動や体験活動を意図

的に授業に取り入れている」と指導

主事が評価をする学校の割合 

９０％ 

（１１月現在） 
９１％ ９３% 

目標設定理由 

 学校訪問において、五つの評価項目を立てて授業考察を総括し、概

ね満足できる授業の基準を５ポイントとして評価したところ、平均し

て５ポイント以上の学校の割合が平成２３年度は１１月末において

９０％であった。 

 更なる向上を目指し，１％増を見込んで目標値を設定した。 

3 

現状分析 

【指導課】 

学校訪問における指導案の作成から授業展開まで指導主事等の係

わりにより指標としている授業の取り組みがなされるようになって

きた。その成果として評価が 93%まで向上している。今後も教員の

研修等を通し更なる向上をめざしていく。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 
 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-3-1 望ましい生活習慣を身に付ける取り組みの推進 

 健全な生活習慣を身に付けるために、検診や調査に基づき、一人ひとりの実態に応

じた指導・支援を行います。また、家庭・学校が一体となって、「早寝・早起き・朝ご

はん」などの生活習慣を身に付ける取り組みを推進します。 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

ヘルシースクール

推進事業 

（ライフスタイル

調査） 

 

【保健体育課】 

子どもたちが健康について

自ら考え行動し、望ましいラ

イフスタイルの確立を図る

ため「体力つくり」望ましい

生活リズムの確立」「食に関

する指導の充実」について調

査を行い、市全体の傾向や学

校、個人の生活改善に役立て

る。 

ライフスタ

イル調査を

実施し、子

どもたちの

生活改善に

活用する 

ライフスタイル調査

を実施し、それを集

計・分析することで日

常生活の市内全体や

学校の傾向、個人のラ

イ フ ス タ イ ル が わ

かった。さらに２回目

の調査を２６校が実

施し、検証することが

できた。 

Ａ

小児生活習慣病予

防検診 

 

【保健体育課】 

児童生徒一人ひとりに対応

した健康指導の充実を図る

ために、科学的・医学的分析

に基づく小児生活予防検診

を行うことにより、生活習慣

病の初期段階での予防に取

り組む。 

小５の希望

者 及 び 小

６・中１・

中２の有所

見の希望者

を対象に検

診を実施す

る 

小 ５ の 受 診 率 が ８

０％を超え、子ども達

や保護者の小児生活

習慣病予防に関する

意識も高まってきて

いる。正常値の子ども

の割合は、７9.５％で

あった。 

Ａ

1 生活習慣の実

態を調査・分析

し、結果をもと

に改善を図る

取り組みを進

めます 

すこやか口腔検診 

 

【保健体育課】 

児童生徒の口の中をさまざ

まな角度から調べる検診を

通して、健康になるための

「鍵」をつかみ、口腔機能の

維持・増進を図る。 

市内６校で

実施する 

当初６５０人を予定

していたが、５校で予

定人数に達したため、

５校での実施となっ

た。検診後の学校歯科

医の指導により、子ど

も達の口腔衛生に関

する意識化も図れた。

Ａ

ヘルシースクール

推進事業 

（ライフスタイル

調査〔家庭への啓

発〕） 

 

【保健体育課】 

子どもたちが健康について

自ら考え行動し、望ましいラ

イフスタイルの確立を図る

ため「体力つくり」望ましい

生活リズムの確立」「食に関

する指導の充実」について調

査を行い、市全体の傾向や学

校、個人の生活改善に役立て

る。 

各学校での

ヘルシース

クールの取

り組みの周

知のため、

ライフスタ

イル調査の

実施やたよ

り等を発行

する 

ライフスタイル調査

の結果を、各家庭に

フィードバックし、規

則正しい生活習慣の

確立を啓発した。年間

12 号発行したヘル

シースクール便りを

通して、健康教育の普

及推進を図った。 

Ａ2 規則正しい生

活習慣の習得

など、家庭教育

の大切さを啓

発する取り組

みを進めます 

家庭教育学級運営

事業 

（学習内容の重点

化） 

《１－１－１再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

各家庭教育学級の年間講座

の一部として位置づけるこ

とで家庭教育学級の充実を

図る。 

各家庭教育

学級の重点

講座として

位置づけ、

講座数拡大

を目指す 

「家庭教育学級説明

会」等において、各学

級に重点講座の実施

を周知したことによ

り、各学級の実態に応

じた積極的な講座の

開催が見られ、家庭教

育学級の内容の充実

を図ることができた。

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

早寝・早起き・朝ごはんの定着と小児生活習慣病予防検診の結果の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

早く寝る子どもの割合 

（夜１０時までに寝る小学生の割

合） 

７７％ ８０％ ７６% 

目標設定理由 

 子どもたちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和の

とれた食事、十分な休養・睡眠が大切である。 

 平成２１年度から平成２３年度は、２％向上した。 

 そこで、平成２４年度は、８０％になることを目標とし、平成２５

年度は、８３％と設定した。 

１ 

⑴ 

現状分析 

【保健体育課】 

８０％を目標値として設定したが、現状は、７６％であった。１年

生は９４％であるのに対し、６年生は５１％であり、学年があがるに

つれて減少している。低学年での早寝の習慣を、学年があがっても維

持できるように働きかけていく必要がある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

早く寝る子どもの割合 

（夜１１時までに寝る中学生の割

合） 

６１％ ６５％ ６１% 

目標設定理由 

 子どもたちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和の

とれた食事、十分な休養・睡眠が大切である。 

 平成２１年度から平成２３年度は、４％向上した。 

 そこで、平成２４年度は、前年度より向上することを目標に６５％

台になることを目標とし、平成２５年度は、６８％と設定した。 

１ 

⑵ 

現状分析 

【保健体育課】 

年々、少しずつ上昇傾向にあったが、本年度は、横ばいの状況であっ

た。「早寝、早起き、朝ごはん」運動が定着してきた結果であると考

えられる。中学１年生は、７７％に対し、中学３年生は、４１％と大

きな開きがある。夜遅くまでの学習や携帯電話の所有状況や利用など

が影響していると考えられる。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

早起きする子どもの割合 

（6 時半までに起きる子どもの割

合） 

４９％ ５０％ ４８% 

目標設定理由 

 子どもたちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和の

とれた食事、十分な休養・睡眠が大切である。 

 平成２１年度から平成２３年度は、９％向上した。 

 そこで、平成２４年度は、５０％台になることを目標とし、平成

２５年度は、５５％と設定した。 

２ 

現状分析 

【保健体育課】 

年々、少しずつ上昇傾向にあったが、本年度は、ほぼ横ばいの状況

であった。「早寝、早起き、朝ごはん」運動が定着してきた結果であ

ると考えられる。小学生が４３％に対し、中学生は６０％であり、部

活動の朝練習に参加する生徒が多いことも結果に出ていると思われ

る。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

毎日朝食をとっている子どもの割

合 
９１％ ９３％ ９３% 

目標設定理由 

 子どもたちが健やかに成長していくためには、適切な運動、調和の

とれた食事、十分な休養・睡眠が大切である。 

 平成２１年度から平成２３年度は、１％低下した。 

 そこで、平成２４年度は、平成２１年度の９３％になることを目標

とし、平成２５年度は、９５％と設定した。 

３ 

現状分析 

【保健体育課】 

目標設定の９３％に到達することができた。各学校で行われている

食育の推進が、子ども達や保護者の意識を高めていると考えられる。

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

小児生活習慣病予防検診の児童生

徒の有所見率 

２０％ 

（１２月現在） 
１７％ ２０% 

目標設定理由 

 子どもたちの有所見の割合は、年々低下していることより、平成２

４年度は、１７％になることを目標とし、平成２５年度は、１６％と

設定した。 
４ 

現状分析 

【保健体育課】 

有所見の子どもの割合は、平成２２年度よりほぼ横ばいの状況であ

る。子ども、保護者ともに小児生活習慣病への意識の定着は、図られ

てきていると思われる。 

 

 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-3-2 食育の推進 

栽培活動や調理実習などの体験的な活動を通して、食と健康に関する興味・関心を

高めます。また、食品の安全性などの知識を習得し、食に関する自己管理能力の育成

を推進します。さらに、給食の時間をはじめ、授業などに栄養教諭や栄養職員が積極

的に参加し、学校教育活動全体で食と健康に関する指導に取り組むとともに、家庭と

連携して望ましい食習慣を身に付ける取り組みを進めます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

ヘルシースクール

推進事業 

（ヘルシースクー

ルプラン・食育） 

 

【保健体育課】 

子どもたちが健康について

自ら考え行動し、望ましいラ

イフスタイルの確立を図る

中、各学校が自校の実態に応

じた食に関する指導の充実

に家庭・地域との連携を図り

ながら取り組む。 

ヘルシース

クールプラ

ンの作成・

活 用 ・ 実

践・評価・

改善を行う 

教科・領域で、食育を

推進するために、栄養

や食事など専門的な

立場で栄養職員が T．

T で授業に入った。給

食の残菜を減らす取

り組みについても成

果をあげてきている。

Ａ

ヘルシースクール

推進事業 

（食事調査） 

 

【保健体育課】 

毎年、市内小学５年生を対象

に食生活の実態調査を行う。

調査結果を分析し、課題など

を各学校に伝え、学校給食の

献立作成や食育指導に活か

す。 

また、結果を各家庭に返し、

個別指導の資料にする。 

食事調査を

実施・活用

する 

食事調査の結果を各

家庭に知らせること

により、家庭・児童が

食事について見直す

機会となった。また、

すこやか検診の結果

とともに、小児生活習

慣病予防のための相

談や栄養指導に活用

を図った。 

Ａ

1 多くの教育活

動を通して、

食と健康に関

する指導を充

実する取り組

みを進めます 

教職員研修事業 

（栄養職員研修会） 

 

【保健体育課】 

学校において、食と健康に関

する指導の中心的役割を担

う給食主任及び栄養職員の

合同研修会を開催し、給食主

任及び栄養職員を中心とし

た校内の研修体制の充実を

図る。 

栄養教諭・

学校栄養職

員研修会の

内容・方法

の多様化を

図る 

新たに県で進める地

域における食育推進

事業により食育推進

校が授業公開を行っ

た。 

合同研修会では、２つ

の実践発表で各学校

への啓発ができた。 

Ａ

2 食育を推進す

るための環境

整備を進めま

す 

家庭教育学級運営

事業 

（学習内容の重点

化） 

《１－１－１再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

各家庭教育学級の年間講座

の一部として位置づけるこ

とで家庭教育学級の充実を

図る。 

各家庭教育

学級の重点

講座として

位置づけ、

講座数拡大

を目指す 

「家庭教育学級説明

会」等において、各学

級に重点講座の実施

を周知したことによ

り、各学級の実態に応

じた積極的な講座の

開催が見られ、家庭教

育学級の内容の充実

を図ることができた。

Ａ
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学校給食運営事業 

 

【保健体育課】 

食に関する指導と学校給食

の管理をより一体的なもの

にしていくために、給食の食

器具や施設設備の充実を図

る。また、市川市立学校給食

検討委員会などにおいて、広

く意見聴取することで、食育

や学校給食運営の改善を図

る。 

強化磁器食

器の補充や

調理場の施

設設備の修

繕を行う 

市川市立学

校給食検討

委員会を開

催する 

各学校の状況を把握

しながら計画的に施

設・食器等を補充して

きた。 

市川市立学校給食検

討委員会を年間２回

開催し、市民委員をふ

くめ広く意見を聴取

できた。 

Ａ

 
 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

望ましい食習慣を身に付けた子どもを育成する取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

食に関する指導状況 

（栄養職員が食に関する指導に関

わった回数〔1 校の年間平均回

数〕） 

１０回 １０回 １６回 

目標設定理由 

栄養職員が食に関する指導に関わって授業を実施した回数は、栄養

教諭が増えるとともに年々向上している。後期計画最終年度の平成

２５年度には１校あたりの平均が１８回になることを目指して目標

値を設定した。 

１ 

現状分析 

【保健体育課】 

栄養教諭の配置と共に授業にかかわる回数も伸びてきた。栄養職員

が「食に関する指導計画」に沿いながら、積極的に授業にかかわるよ

うになってきており、全体としての平均回数も増加してきている。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「給食を楽しんで食べている」と回答

する児童生徒の割合 
９１％ ９３％ ９２% 

目標設定理由 

 給食関係職員と学級担任の連携のもと、給食時間中における指導の

充実を図り、１００％に近づけていく事を目指して目標値を設定し

た。 
2 

現状分析 

【保健体育課】 

給食時間中に栄養職員が教室訪問することにより、児童生徒の喫食

状況を把握すると共に、食材や給食の栄養について言い添えるように

努めている。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「主食、主菜、副菜がそろった食事

をしている」と回答する児童生徒の

割合 

８６％ ８８％ ８８% 

目標設定理由 

 家庭の協力が欠かせない内容であり、100%は困難であるが、子ど

もたちへの指導や、家庭への啓発活動等により、まずは 90%を目指

して目標値を設定した。 

3 

現状分析 

【保健体育課】 

毎月の「給食献立表」および「給食だより」を発行することにより、

食事の内容についての啓発を図ってきている。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

給食の作り手（生産者、栄養士、調

理師など）の思いを伝えている教職

員の割合 

７９％ ８５％ ８０% 

目標設定理由 

 各学校における食育全体計画の中に、給食の作り手の思いについて

考える学習を位置づけ、それを実践することにより、達成度 90%を

目指して目標値を設定した。 
４ 

現状分析 

【保健体育課】 

各学校での「食に関する指導の全体計画」の作成にあたり、各教科・

領域でかかわる時間を位置づけが明確になってきた。日常の給食指導

においても、学級担任が作り手の「思い」を伝えるように努めてきて

いる。 

 

 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-3-3 体力向上の取り組みの推進 

 子どもの体力向上を図るため、学校での休み時間に十分な外遊びができる環境づく

りを進めます。また、運動部活動の充実を図るとともに、地域のスポーツ団体や総合

型地域スポーツクラブなどと連携し、子どもが積極的に運動やスポーツに親しむ環境

づくりを推進します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 体力を調査・分

析し、その結果

をもとに改善

を図る取り組

みを進めます 

ヘルシースクール

推進事業 

（新体力テスト） 

 

【保健体育課】 

子どもたちが健康について

自ら考え行動し、望ましいラ

イフスタイルの確立を図る

ことができるようにする中、

新体力テストの結果を分析

することにより、各学校が子

どもたちの体力の現状を把

握するとともに、体力つくり

に向けた取り組み結果の検

証に役立てる。 

新体力テス

ト を 実 施

し、分析・

活用する 

ライフスタイル調査

と新体力テストを実

施することで、経年の

データやそれぞれの

結果の相関関係が確

認 で き 大 変 有 効 で

あった。新体力テスト

の種目で半数が前年

度の記録を上回った。

Ａ

ヘルシースクール

推進事業 

（ヘルシースクー

ルプラン・体力つく

り） 

 

【保健体育課】 

子どもたちが健康について

自ら考え行動し、望ましいラ

イフスタイルの確立を図る

中、「体力つくり」に関わる

内容として、場所と時間の確

保や具体的な取り組み内容

を計画するとともに、数値目

標を掲げることで運動やス

ポーツに親しむ機会の充実

に取り組む。 

ヘルシース

クールプラ

ンを作成・

活用する 

ヘルシースクールプラン

を作成し、活用すること

で、子どもが運動や外遊

びに親しむ機会を計画的

に設定することができ

た。各学校・園の年度末

評価でＡ評価（目標達成）

２３％、Ｂ評価（目標に

近い）７５％、Ｃ評価（目

標に遠い）２％であった。

Ａ

体力向上推進事業 

 

【保健体育課】 

児童生徒の体力向上を目指

し、運動生活を豊かにするこ

とを基本とした健康・体力つ

くりを推進する。また、市川

市運動能力章（証）を交付し、

体力向上への意欲の向上を

図る。 

新体力テス

トの成績優

良者に市川

市運動能力

証を交付す

る 

市川市の基準に到達

した児童生徒に市川

市運動能力証を交付

した。実績は小学校で

は、２２９１人、中学

校では２５８３人に

交付した。 

Ａ

部活動等地域指導

者協力事業 

 

【保健体育課】 

児童生徒がスポーツの楽し

さや喜びを味わい、活動欲求

に応え、生涯にわたって充実

したスポーツライフを実現

するために、地域の指導者の

参画を求め、部活動や部活動

に準じるクラブの振興を図

る。 

各学校から

の指導者派

遣の要請に

応える 

研修会を２回（事業説

明及び講演・トレーニ

ング方法についての

実技研修）実施し、地

域指導者として指導

力向上が図られた。 

Ａ

2 運動やスポー

ツに親しむ機

会の充実に向

けた取り組み

を進めます 

 

幼小中学校営繕事

業 

（幼小中学校の遊

具の整備） 

 

【教育施設課】 

安全・安心な環境確保のため

施設整備を行う。 

安全に使用

できるよう

点 検 を 行

い、結果を

もとに施設

整備を行う 

信篤幼稚園・二俣小学

校 に 遊 具 の 設 置 を

行った。現存の危険な

遊具を撤去し新設す

ることで安全性の向

上を図った。 

Ａ
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２．施策の成果 

（１）施策の成果を見るポイント 

運動やスポーツに親しむ子どもの育成状況 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

運動が好きな子どもの割合 ７３％ ７６％ ７４% 

目標設定理由 

 ２３年度は東日本大震災の影響から外遊びを控える傾向が見られ

たため、割合が伸びなかったことが考えられる。 

 後期は、目標を修正し、２５年度に７７％となるよう目標値を設定

した。 １ 

現状分析 

【保健体育課】 

 運動の好きな児童生徒の割合を見ると、小学校低学年で８０％、高

学年で７３％、中学校では６９％となっており、中学校の落ち込みが

見られる。今後、目標設定に近づけるには、小学校低学年の割合を維

持していく必要がある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

休み時間や昼休みに外遊びをする

子どもの割合 
５４％ ６３％ ６１% 

目標設定理由 

 ２３年度は東日本大震災の影響から外遊びを控える傾向が見られ

たため、割合が伸びなかったことが考えられる。 

 今後も影響は少なからずあることから、目標を修正し、２５年度に

６４％となるよう目標値を設定した。 
2 

現状分析 

【保健体育課】 

 小学校１年生から中学校３年生までの全体で見ると６１％ともう

少しで目標値に届くところであった。子どもの発達段階別にみると、

小学校低学年が８２％、中学年が７２％、高学年が６１％となってお

り学年が上がるにつれ、割合が低くなる傾向がある。また中学生にな

ると３２％に落ち込み、外遊びをする子どもが急激に減っていること

がわかる。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

小学生の新体力テストの得点平均 
男子４８.８点 

女子４９.７点 

男子 ５０点 

女子 ５０点 

男子 ４８点 

女子 ４８.２点 

目標設定理由 

 本市小学生のＴスコア（全国平均値を５０とした標準偏差値）は、

２４年度現在、男女ともに全国平均を下回っている。 

 そこで、２５年度には全国平均を上回るよう目標値を設定した。 

3 

⑴ 

現状分析 

【保健体育課】 

 小学校低学年から少しずつ全国平均５０に近づいていく傾向が見

られる。しかし男子４８点、女子４８.２点と全国平均を下回っている。

特に走力・跳力・投力が低い傾向にある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

中学生の新体力テストの得点平均 
男子５１.１点 

女子５０.７点 

男子 ５１.２点 

女子 ５０.８点 

男子 ５１.３点 

女子 ５２点 

目標設定理由 

 本市中学生のＴスコア（全国平均値を５０とした標準偏差値）は、

２４年度現在、男女ともに全国平均を上回っている。そこで、２５年

度にはさらにスコアを伸ばしていけるよう目標値を設定した。 

３ 

⑵ 

現状分析 

【保健体育課】 

 男子５１.３点、女子５２点と男女とも目標値を超している。学年が

上がるにつれ、半数以上の種目で全国平均を上回っている。小学校同

様、走力・跳力・投力が課題である。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

○ その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、小学校新体力テストにおける５０メートル走、立ち幅跳び、ソフトボール

投げなど、走力・跳力・投力の運動遊びの内容と質を高めるとともに、体育授業の更

なる充実を図る中で、全国平均値を５０とした標準偏差値を上回るよう取り組んでい

きたい。 



●基本的方向１ 子どもの姿● 

- 38 - 

1-3-4 性に関する教育の充実 

たがいの性を認め合うとともに、エイズや性感染症などの性に関する健康問題につ

いて、そのリスクを正しく理解し、適切に行動するために、発達段階に即した性教育

を推進します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

家庭教育学級運営

事業 

（学習内容の重点

化） 

《１－１－１再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

各家庭教育学級の年間講座

の一部として位置づけるこ

とで家庭教育学級の充実を

図る。 

各家庭教育

学級の重点

講座として

位置づけ、

講座数拡大

を目指す 

「家庭教育学級説明

会」等において、各学

級に重点講座の実施

を周知したことによ

り、各学級の実態に応

じた積極的な講座の

開催が見られ、家庭教

育学級の内容の充実

を図ることができた。

Ａ1 思春期の子を

もつ親を対象

とした学習機

会を充実しま

す 

エイズ講演会の支

援 

 

【保健体育課（学校

保健会と連携）】 

エイズを予防する能力や態

度を育て、エイズに対する偏

見や差別を払拭し、人間尊

重、男女平等の精神に基づく

性教育、エイズ教育の充実を

図る。 

中学校８校

で講演会を

実施する 

中学校９校でエイズ

や性感染症予防の講

演会を実施し理解を

深めることができた。

保護者も参加し、充実

が図れた。 

Ａ

2 学校の性教育

を支援する関

係機関や NPO

などの情報提

供を進めます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

家庭への啓発活動の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

家庭教育学級で性に関する教育を

扱った講座数 
７件 ２０件以上 １２件 

目標設定理由 

 東日本大震災の影響で防災に関する講座が増え、２３年度の性に関

する教育を扱った講座数は減少したが、性に関する正しい知識や意識

を啓発することは重要であることから、２０件以上を目標として設定

した。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

目標は達成できなかったが、２３年度の家庭教育振興大会において

助産士による講演を開催したことで開催数は増えている。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学校において、積極的に保護者に公

開した性に関する講演会や授業の

数 

７３件 ８０件 ７２件 

目標設定理由 

 エイズ教育（性教育）は健康安全教育の一環として学校教育全体を

通して行うことはもちろんであるが，家庭・地域社会との連携も大切

である。 

 家庭や地域との連携を図る授業公開や講演会等の啓発活動を行う

ことにより，より効果的なエイズ教育（性教育）の普及を図りたい。

 そこで、平成２４年度は、各校１回以上とし、８０件を目標に、平

成２５年度は、各校２回とし、１００件を目標として設定した。 

2 

現状分析 

【保健体育課】 

 実施の状況は、昨年度と同様な結果となった。講演会等の保護者へ

の啓発活動を行っているが、各学校では、緊急の学校課題解決のため、

安全教育、防災教育、薬物乱用防止教室等の講演会を優先して実施し

ている現状がある。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。今後は、現在の計画

に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-4-1 環境学習の充実 

環境についての理解を深め、自らの生活の中で環境を大切にする姿勢が身に付くよ

う、体験的な環境学習の充実を図ります。また、学校、企業、ＮＰＯ、関係機関など

と連携を図り、環境について幅広く学ぶ機会を充実します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 環境学習を充

実する取り組

みを進めます 

学校版環境ＩＳＯ

認定事業 

 

【指導課】 

毎年、学校の環境保全、省エ

ネ省資源活動を推進する学

校を数校指定して、各学校が

「特色ある実行プログラム」

を設定し、主体的に活動に取

り組めるよう支援する。 

新規認定校

５ 校 を 加

え、50 校を

認定する 

新規に指定した５校

は積極的な活動を実

施し、継続校の活動報

告においてはブロッ

ク合同の発表を初め

て行い認定式も無事

終了することができ

た。 

Ａ

2 環境学習を支

援する企業・

NPO・関係機

関 の ネ ッ ト

ワークづくり

を進めます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

環境を大切にする姿勢を身に付け、生活の中で実践できる子どもを育成する取り組み
の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

環境を意識した体験的な取り組み

を進めている学校の割合 
６３％ ６８％ ６５% 

目標設定理由 

 東日本大震災により環境に対する意識は確実に上がってきており、

特に節電活動などにはほとんどの学校が取り組んでいる。 

 ２３年度は急激な上昇が見られたが、この後安定していくと考えて

５％増／年度を目標値として設定した。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

震災後の 23 年度は計画停電が実施されたこともあり 10％の増加

があり 63％であった。今年度 2％の増加で 65％という結果は特別

な状況後の年としては評価できる。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

環境に関する実践を積極的に行っ

ている児童生徒の割合 

（「ごみの分別やリサイクル、節電

など、環境のことを考えた行動を

している」と回答する児童生徒の

割合） 

８０％ ８３％ ７９% 

目標設定理由 

 23 年度は、全校で節電の取組みを推進しているため、一人ひとり

の意識は高まっている。 

 このまま、ISO 認定校の増加分を考え、さらに年３％の増加を見込

んで目標とした。 

2 

現状分析 

【指導課】 

23 年度は７％の増加があり 80％を達成している。その達成率は

東日本大震災直後の特別な年であったためでありその反動で今年度

は 79％とほぼ現状維持となったものと思われるが、環境意識、実践

態度は今後も高めていきたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-4-2 情報教育の推進 

多様な情報手段の特性を理解し、情報を適切に活用できる能力を育成するために、

発達段階に即した情報教育を推進します。また、パソコンや携帯電話を介した有害情

報や、いじめなどの社会問題に対応するために、情報発信に伴う責任や情報を判断す

る力などの情報モラルを身に付けるための教育を推進します。 
 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

機器の更新に伴い、取

組に児童生徒がこれ

までに作成した情報

（データ）を生かす必

要が出てきたため、

「情報をつなぐ」とい

う観点からの支援を

強化している。 

Ａ1 情報機器の操

作活用能力の

育成を進めま

す 

学校情報化研究事

業 

（情報教育に関わ

る研修の充実） 

【教育センター】 

教職員を対象に、情報機器の

操作活用能力を高めるため、

研修会を実施する。 

学習支援・

校務支援シ

ステムを中

心に研修会

を実施する 

各学校から１名が参

加し、学習支援システ

ムは２回、校務支援シ

ステムは４回の研修

を行った。 

Ａ

学校情報化研究事

業 

（情報モラルに関

わる研修の充実） 

 

【教育センター】 

教職員を対象に、児童生徒が

情報や情報手段を適切に活

用できるよう、情報モラル教

育を推進する。 

情報モラル

教育に関わ

る研修会を

開催する 

実践事例集

を作成する 

情報モラル教育研修

会を開催し、７１名が

参加した。実践事例の

報告も行った。 

Ａ

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ

2 情報モラルに

関わる学習機

会の充実を支

援します 

学びを支える人間

ネットワーク 

 

【教育センター】 

専門知識や技能・経験などを

有する方をボランティアに

登録するとともに、Web

ページに最新情報を掲載し、

幼稚園・保育園・学校・地域

団体が講師依頼など人材の

活用を図りやすい環境を整

える。 

サポーター

バンク資料

集 を 作 成

し、及び配

付する 

登録者の募

集及び更新

を行う 

159（個人・団体）

の登録があり、17 校

延べ143件の活用が

あった。公民館からの

依頼もあり、本事業が

浸透しつつあると思

われる。 

Ａ

3 情報機器の環

境整備を進め

ます 

コンピュータの整

備 

 

【教育センター】 

インターネットの利用など、

さまざまな学習場面でコン

ピュータの利用が図られる

よ う、小 中学 校への コン

ピュータの整備を進める。 

機器の更新

を行う 

機器の更新が終了し、

３月１日より全校で

安定的に稼動してい

る。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

情報モラルを身に付ける取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育センター】

情報モラルの指導についての教職

員の状況 

（情報モラル教育を指導する力の

高い教職員の割合） 

６９％ 

（２２年度の現状） 
８０％ 

７６% 

(２３年度の現状)

目標設定理由 

 文部科学省による【教員の ICT 活用指導力等の実態】調査において、

市川市の教員の情報モラルなどを指導する能力は、千葉県や国の平均

値を下回っている。 

 しかし、情報モラル教育については、学習指導要領の総則にも明記

されていることから、すべての教職員がその指導力をつけるべきと考

え、１００％を目標に段階的に目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【教育センター】 

情報モラル教育研修会の開催や実践事例集の発行、各種研修会での

周知により、23 年度の文部科学省による【教員の ICT 活用指導力等

の実態】調査において、市川市の教員の情報モラルなどを指導する能

力は、千葉県の数値を上回り、国の数値ともほぼ同じになった。今後

も同様の取り組みをしていく必要がある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

家庭教育学級で情報モラル教育を

扱った講座数 
５件 ２０件以上 ５件 

目標設定理由 

 東日本大震災の影響で防災に関する講座が増え、２３年度の情報モ

ラル教育を扱った講座数は減少したが、社会的な問題として捉えられ

ることの多い情報モラルについての学習は重要であることから、２０

件以上を目標値として設定した。 

2 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

目標は達成できなかった。情報通信企業の社会貢献活動として情報

モラル講座は無料で開催してもらえるので家庭教育学級説明会等で

積極的な講座の開催を呼びかけていきたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「パソコンや携帯電話などの安全

な使い方がわかり、自分を守り、他

人に迷惑を掛けないように気を付

けている」と回答する児童生徒の割

合 

９４％ １００％ ９５% 

目標設定理由 

 インターネットやメールの利用に関わる事故を未然に防ぐために

は、全ての児童生徒が、パソコンや携帯電話などの正しい利用方法を

身につけなければならないことから、100％となることを目標値とし

て設定した。 

３ 

現状分析 

【教育センター】 

目標の 100％を達成することはできなかったが、95％という高い

数値になった。パソコンや携帯電話の安全な使い方について、より一

層の周知と指導を呼びかけていく必要がある。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 
 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-4-3 キャリア教育の推進 

子ども一人ひとりの夢を大切にしながら、社会人・職業人として自立していくこと

ができるよう、勤労観や職業観を育みます。また、職場体験を含め、幼稚園、小学校、

中学校で一貫したプログラムを開発するなど、発達段階に即したキャリア教育を推進

するとともに、地元の商店街や企業などの協力を得て、活動の場づくりを広げます。 
 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 幼小中特別支

援学校を通し

て 連 携 し た

キャリア教育

を進めます 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

それぞれの教科・領域

等、また発達段階に応

じた、人間関係形成

力、課題適応力などの

育てる力を明らかに

して、キャリア教育を

進めるようになって

きた。また、各中学校

ブロックで情報交換

をしながら、キャリア

教育が進められるよ

うになってきている。

Ａ

2 キャリア教育

を支援する企

業・NPO など

のネットワー

クづくりを進

めます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

キャリア教育による勤労観や職業観の育成の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

自分の将来像（なりたいもの等）の

イメージがある児童生徒の割合 
８１％ ８３％ ８０% 

目標設定理由 

 社会情勢の不安定さから自分の将来像を描けない児童生徒もいる。

 そこで、教育課程に勤労観・職業観を育成するためのキャリア教育

を位置づける小・中学校が増加することを見込み、２％増／年度を目

標値として設定した。 
１ 

現状分析 

【指導課】 

職業体験・見学を設定するだけでは、目標の達成は難しい。道徳・

特別活動を中心に全ての教科領域を通して、人間関係を築くことの喜

びや「働く」ことの素晴らしさにふれる機会をつくることを助言して

いきたい。 

 

 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-5-1 歴史や文化に関する教育の推進 

郷土を愛する心と豊かな情緒を培うために、学校、博物館、地域団体などと連携し

て、日本や郷土市川の歴史や文化を深く理解する機会を充実します。また、自らの意

見をしっかりもって表現する力を高めるために、日本語の教育を充実します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

教育研究・研修事業 

（市川に関する副

読本の作成・指導） 

 

【教育センター】 

教員による郷土に関わる研

究会議を開催し、学習指導の

あり方を研究する。 

学習指導要

領に準拠し

た副読本の

編集及び作

成を行う 

１２名の郷土学習情

報化研究員が年間９

回の会議を開催して

平成２５年度版副読

本のデータ更新、改訂

作業を行った。完成し

た副読本は３月末に

各小学校へ配付した。

Ａ

部活動等地域指導

者協力事業 

 

【指導課】 

児童生徒の活動欲求に応え

るために、地域の指導者の参

画を求め、部活動の振興を図

る。 

専門家によ

る協力で文

化活動の支

援を行う 

今年度は１２名の協

力が得られた。専門家

の協力を得ることで、

児童生徒の技術面の

向上とともに、活動の

充実を図ることがで

きた。 

Ａ

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ

1 市川市の文化

や伝統を学ぶ

機会を充実す

る取り組みを

進めます 

教育普及事業 

（教職員研修） 

 

【考古・歴史・自然

博物館（教育セン

ターと連携）】 

郷土の歴史や民俗・文化に対

する認識を深めるため、教育

センターと連携して、教職員

向けの研修会を実施する。 

小中特別支援学校の初任者

研修（体験活動）などへ協力

する。 

教職員対象

の研修会を

実施する 

8 月に考古、自然博物

館で各 2 回計 4 回実

施。考古博物館では希

望者研修で、14 名。

採用 2 年目対象の悉

皆研修で、65 名。自

然博物館では、希望者

研修で 4 名、採用 3

年目対象の悉皆研修

で、63 名が参加し

た。 

また、自然博物館で

は、学校の要望を受け

て、自然観察体験、出

前授業など学校支援

活動として 70 件の

講師派遣を行った。 

Ａ
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創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

各学校では、挨拶運動

など、日常生活におけ

る言葉遣いとともに、

各教科での言語活動

でも、適切に日本語を

使うことができるよ

う取り組んでいる。 

Ａ2 「美しい日本

語」の使い手を

育てる取り組

みを進めます 

教職員研修事業 

（「美しい日本語の

使い手を育てる」研

修） 

 

【教育センター】 

教職員を対象に特別研修会

を実施し、子どもを取り巻く

言語環境の重要性を意識づ

け、言語感覚を磨くきっかけ

をつくる。 

教職員を対

象に研修会

を実施する 

方言と共通語の関係、

時代や地域による言

葉の変遷など、言葉の

すばらしさや面白さ

を再確認することが

できた。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

市川市の歴史や文化を学び関心をもつための、さまざまな施設や活動を有効活用でき
る環境整備の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「市川市の歴史や文化に関心を

もっている」と回答する児童生徒の

割合 

４３％ ４５％ ４３％ 

目標設定理由 

 児童生徒の市川市の歴史や文化に対する興味・関心を高めるには、

学校、教育委員会、各施設が連携し、体験学習などのさまざまな機会

を捉え、充実させることによって可能であると思われ、暫定５０％を

見据え、年２％増を目指して目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

市内小中学校向けの体験学習、出張展示・講座などの回数は２３年

度より増加し、参加校のアンケート調査も好評であったことから、博

物館を利用していない小中学校の連携を強化したい。 

自然博物館では、小学校 4 年生の少年自然の家での宿泊研修に際

し、自然観察園での自然観察体験を行えるよう支援しており、対象学

校の 2/3 が実際に自然観察体験を行っている。また、学校へのアウ

トリーチに取り組むことで、自然への関心が高い児童生徒が増えてい

る。学校以外でも家族との自然体験やケーブルテレビなどによる情報

に触れることで、ほぼ目標を達成できている。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

市川市の歴史や文化に関する意識

を高めるための環境整備が整って

いると感じている教職員の割合 

５９％ ６０％ ６２％ 

目標設定理由 

 教職員の市川市の歴史や文化に関する意識を高めることは、児童生

徒のこうした意識を高めることに効果があると思われる。 

 このことは、教職員に対して、市内諸文化施設及びそこでの活用事

例の紹介、研修会などの実施によって可能であり、初期成果の維持を

前提に、年 1％増を目指して目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

２３年度から教職員の研修のあり方を変え、教育センターと共催で

悉皆研修を取り入れた結果、博物館に対する認知度が向上したものと

考えられる。研修制度の改善が成果につながった。 

自然博物館では、学校支援活動として、教育センターとの連携によ

る 3 年目および希望者の教員研修を実施するとともに、自然観察園で

の自然観察体験活動を実施する学校の教員とは、必ず打合せ、下見な

どを行い、各学校の現状と希望にあった教員支援を行っており、他市

に無い事例として環境が整備されていると感じてもらえている。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育センター】

【考古・歴史博物館】

※ 教セとりまとめ 

教職員対象の研修会の参加人数 ６４７人 ６５０人 ５４８人 

目標設定理由 

 郷土の歴史や文化を学ぶ機会として、2・３年目教員に博物館の活

用方法を学ぶ研修を、豊かな情緒を培うために「美しい日本語でひび

き合う心」研修会を実施しているが、これらについては、高い参加人

数を得ている。 

 そこで、２３年度の現状を維持することを目標に、目標値を設定し

た。 

3 

現状分析 

【教育センター】 

研修会の悉皆対象者を変更したことによるに参加人数減。人数減で

あるが、「美しい日本語でひびき合う心」研修会は教育センター研修

事業の中で最も参加人数の多いものである。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【考古・歴史博物館】

博物館が、出前授業・体験活動を含

めて、学校等に教育普及活動をした

回数 

１５９回 １６５回 １９８回 

目標設定理由 

 博物館活動が学校教育に関わることは、身近な地域の歴史や自然か

ら、学習の興味を引き出し、情操の育成に貢献できる。そのため、市

立の小学校（小学部）４０校が３博物館を各 1 回、中学校（中学部）

17 校が 3 博物館のいずれかを利用した数を目標値として設定した。

４ 

現状分析 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

24 年度の増加については、従来より数が多い自然博物館に加え、

考古・歴史博物館での体験学習、出張展示・授業の増加が原因となっ

ている。博物館での体験学習は、遠隔となる南部地域の小学校の利用

率が低く、今後利用率増加を考えていきたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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1-5-2 外国語教育・国際理解教育の推進 

外国語への興味・関心を高め、外国語を活用したコミュニケーション能力の育成の

ために、小学校では英語活動などを推進し、中学校では英語の能力の向上を目指しま

す。また、小学校・中学校で連続した指導が行われるよう、連携を強化し、指導内容

の充実と体系化を図ります。さらに、異なる文化をもつ人々と理解し合い、協調して

いく力を育成するために、外国の歴史・文化・生活習慣を学ぶ機会を充実します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 小中学校を通

して、連続性、

系統性のある

指導を進めま

す 

小学校外国語活動

推進事業 

（小学校外国語活

動指導員の派遣） 

 

【指導課】 

小学校へ英語能力を有する

外国語活動指導員の派遣を

し、外国語活動の推進を図

る。 

外国語活動

指導員を小

学校に派遣

する 

小・中学校の教員を集

め 4 回の研修会と 2

回の協議会を実施し

た、その中で外国語活

動指導員と担任によ

るＴＴの授業を公開

し研修を行なった。 

Ａ

2 外国の文化や

伝統を学ぶ機

会を充実する

取り組みを進

めます 

中学生海外派遣事

業（派遣・受入事業） 

 

【指導課】 

市立中学校の生徒をドイツ

のパートナーシティ・ローゼ

ンハイム市へ派遣するとと

もに、ドイツからも生徒を受

け入れ、国際感覚豊かな青少

年を育成する。 

市立中学校

の生徒各校

1 名をドイ

ツ へ 派 遣

し、ドイツ

からも受け

入れる 

７月下旬に１６名の

中学生をドイツに派

遣し、１０月下旬にド

イツ生徒１６名を受

入して国際交流を行

い、両市の青少年の国

際理解教育の向上を

図った。 

Ａ
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２．施策の成果 

（１）施策の成果を見るポイント 

外国語に関する興味・関心や英語能力の育成の状況 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

外国語に興味・関心がある児童の割

合 

（「外国語活動の授業が楽しい」と

回答する児童〔小学校 5・6 年生〕

の割合） 

９０％ ９１％ ９０% 

目標設定理由 

 外国語活動の授業では、授業の中で英語を使って楽しく活動するこ

とから興味関心を高めていくことが大切である。 

 ９０％の児童が楽しいと答えている現状にはおおむね満足である

が、さらに高めていけるように１％増／年度を目標値として設定し

た。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

英語を学習することが、将来自分のためになると答えた児童は

９０％を超えている。このことから英語に対する関心が高く、指導方

法の工夫改善を図ることで、児童の興味関心を高めることができると

考える。そのためにも教員への研修による指導力の向上を図る必要が

ある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

英語に興味・関心がある生徒の割合 

（「英語の授業が楽しい」と回答す

る生徒〔中学校１・２年生〕の割

合） 

９６％ ９７％ ９２% 

目標設定理由 

 「楽しい」「まあまあ楽しい」と回答した生徒が９６％であり、満

足できる現状である。 

 楽しいと感じることが興味関心を持って学習に取り組む第一歩で

あることから、さらに高めていけるように１％増／年度を目標値とし

て設定した。 

2 

現状分析 

【指導課】 

昨年度に比べ 4％ほど下がる結果となってしまった。小学校での

ゲーム中心の活動から中学校では「書く」活動等が入り、興味関心を

なくしている生徒がいるものと考えられる。今後、小中学校の連携を

図るとともに、自分の考えを表現させる活動を授業の中に多く入れる

など、工夫していかなければならない。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

英検（実用英語技能検定）3 級ない

しは英検 3 級と同等の力を有する

生徒の割合 

２７％ 

（９月現在） 
３８％ ４４% 

目標設定理由 

 平成２０年１月に実施された市川市の数値は、３８％で、全国の数

値を約５％程度上回っている。 

 そこで、平成２５年度には、市川市として中学校３年生の４０％が

英検３級程度の力を備えていることを目指し目標値を設定した。 
3 

現状分析 

【指導課】 

平成 24 年 1 月の調査では、昨年度と比較して英検 3 級程度の力

を備えている生徒は昨年度とあまり変わらないが、実際に英語検定受

験者では、合格率が５９％と高い数値を出している。 

英検 3 級合格者と 3 級程度の力をもった生徒数を合わせると、全

体の４４％に達している。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 
 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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基本的方向 2 家庭・学校・地域の姿 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

教育は家庭・学校・地域の相互の取り組みによって担われるものであり、子どもは

社会全体で育まれます。 

市川市の進める教育を確かなものにするとともに、社会の中でたくましく生きてい

く子どもを育てるためには、より多くの人の教育への参画が必要です。このため、家

庭や学校、地域が自らの役割と責任を果たし、十分に連携・協力をして、幅広い教育

機能の活性化を図ります。 

 

 

 

 

自らの役割と責任を担いながら、たがいに連携

して教育の向上に取り組む家庭・学校・地域を 

実現する 

目 標 



●基本的方向 2 家庭・学校・地域の姿● 

- 57 - 

《施策一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1 家族の心のつながりを大切にし、心身の成長を育む家庭の教育力の充実を目指す

2-1-1 家庭教育の充実に向けた取り組みの推進 

2-1-2 子育てに関する学習機会や相談機会の提供 

2-2 子どもと教職員とのつながりを大切にし、子ども一人ひとりの夢を育む学校の

教育力の向上を目指す 

2-2-1 教職員の指導力の向上 

2-2-2 学校間の連携の推進 

2-2-3 学校評価の推進とその結果に基づく学校運営の改善 

2-2-4 教職員が子どもと向き合う時間の拡大 

2-2-5 特色ある学校運営を支援する環境整備の充実 

2-3 人とのつながりを大切にし、子どもの成長を支える地域の教育力の向上を目指す

2-3-1 地域を支える人材の育成 

2-3-2 地域活動を支援する環境整備の推進 

2-4 家庭・学校・地域のつながりを大切にし、市川の教育力の向上を目指す 

2-4-1 家庭・学校・地域の連携を図る取り組みの推進 

2-4-2 家庭・地域と連携した学校の活性化 

2-4-3 関係機関との連携による家庭・学校・地域への支援 

P.71

P.68

P.64

P.74

P.77

P.80

P.82

P.85

P.88

P.92

P.61

P.58

P.58-63

P.64-79

P.80-84

P.85-93
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2-1-1 家庭教育の充実に向けた取り組みの推進 

学校、ＰＴＡなどとの連携を強化し、子どものしつけや、基本的な生活習慣を家庭

で身に付ける重要性の啓発に取り組みます。また、家庭学習の習慣化を図るため、学

校と連携した取り組みを進めます。さらに、家族の関わりを深めるための取り組みを

支援します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

家庭教育学級運営

事業 

（学習内容の重点

化） 

《１－１－１再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

各家庭教育学級の年間講座

の一部として位置づけるこ

とで家庭教育学級の充実を

図る。 

各家庭教育

学級の重点

講座として

位置づけ、

講座数拡大

を目指す 

「家庭教育学級説明

会」等において、各学

級に重点講座の実施

を周知したことによ

り、各学級の実態に応

じた積極的な講座の

開催が見られ、家庭教

育学級の内容の充実

を図ることができた。

Ａ1 家庭学習を含

む家庭教育の

大切さを啓発

します 

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

新学習指導要領に対

応するために、取組が

各校似てきている。各

学校とも若年層教員

が増えてきているの

で、指導課としての支

援を強化している。 

Ａ

青少年団体の活動

を広報する体制の

充実 

《１－１－４再掲》 

 

【青少年育成課】 

市川市子ども会育成会連絡

協議会や市川市青少年相談

員連絡協議会などの広報活

動を活性化することを目的

として、各団体と連携し広報

する体制を整備し、充実を図

る。 

市川市子ど

も会育成会

連絡協議会

及び市川市

青少年相談

員連絡協議

会の共同に

よる広報活

動を支援す

る 

市子育連や市青少年

相談員の広報紙発行、

ホームページの整備

の手伝いをしている。

また、様々な機会を捉

えて、子ども会入会の

お誘いを支援した。 

Ａ２ 地域団体と連

携して、親子が

一緒に活動す

る機会の提供

を進めます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

家庭教育の重要性を啓発する活動の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

家庭教育学級を開催した回数と参

加した人数 

講座数 ２５７回 

参加人数 

８,９８９人

（１１月現在） 

講座数 ４３０回 

参加人数 

１４,５００人 

講座数 ４２９回

参加人数 

１３,４０５人

目標設定理由 

平成２２年度より、一校あたりの配当予算が減り、学級の開催数は

減少している。 

平成２３年度の実績は、平均６.４回となっており、現状と照らし合

わせて２４年度、２５年度の講座数及び参加人数の目標値を設定し

た。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

６６学級に年間５回以上の講座開催を呼びかけていることを考え

ると年間４２９回の開催状況から積極的な開催状況が伺われる。保護

者の参加人数は目標数に達していないので学校との共催等、保護者が

参加しやすい家庭教育学級の運営を呼びかけたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

家庭教育学級に参加して「家庭教育

の大切さを学ぶ良い機会となった」

と回答する参加者の割合 

１００％ １００％ ９９.５％ 

目標設定理由 

現状を見ると、家庭教育学級の内容に満足している参加者の割合

は、１００％であることから、これを維持することを目指し、目標値

を指標とした。 

2 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

「あまりならなかった」と回答した方が５名いたため、目標達成と

はならなかったが、家庭教育学級に参加したほぼ全員が満足している

という結果となっている。 

 

 



●基本的方向 2 家庭・学校・地域の姿● 

- 60 - 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-1-2 子育てに関する学習機会や相談機会の提供 

家庭教育学級などの子育てに関する学習機会の充実と改善を図ります。また、保護

者同士が相談や協力し合う環境を整え、子育てなどに悩みを抱えている保護者への支

援を充実します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 子育てに関す

る学習の機会

を充実します 

家庭教育学級運営

事業 

 

【生涯学習振興課】 

保護者が１年間計画的に学

習し、家庭の役割とその重要

性について学習する機会を

提供する。 

各 学 級 で

テーマを設

け、年間を

通して講座

を実施する 

各学級に年間５回以

上の開催を呼びかけ

ているが、６６学級中

５１学級が年間６回

以上の講座を開催し

ている。参加者の満足

度 も 高 く 、 延 べ １

３,405 名の保護者

に家庭の役割とその

重要性を学習する機

会を提供することが

できた。 

Ａ

2 就学前の親子

が安心して就

学できる環境

整備を進めま

す 

小学校入学前の親

子支援事業 

 

【生涯学習振興課】 

就学前保護者及び未就学児

を対象に入学前の不安を解

消し、安心して学校生活が送

れることを目的とした親子

支援活動を行う。 

就学前保護

者に役立つ

情報をまと

めたリーフ

レットを作

成し、小学

校入学前の

子を持つ保

護者へ配布

する 

リーフレットは、県作

成の資料を活用し、新

たに公民館センター

との共催による子育

て支援講座を開催し

た。保護者の子育てに

対する不安解消の一

助となった。 

Ａ
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２．施策の評価 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

子育てに関して学習できる環境整備の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

小学校入学前の親子支援事業の進

捗状況 

小学校の先進的な

親子支援実践事例

を調査し、それを各

学校に提供した 

就学前保護者に役

立つ情報をまとめ

たリーフレットを

作成し、小学校入

学前の子を持つ保

護者へ配布する 

県 作 成 の リ ー フ

レットを活用する

とともに、子育て

の不安を解消とす

ることを目的とし

た講演会を公民館

センターと共催で

開催した。 

目標設定理由 

実績をみる指標であることから、引き続き事業の計画を指標の目標

として設定した。 

各学校の実態に即した親子支援の取り組みの拡大を図りつつ、小学

校入学前の子を持つ保護者に有益なリーフレットを作成し、配布する

ことを目指して、目標を設定した。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

就学時健康診断や入学説明会で小学校から多様な資料が配布され

ていることを踏まえ、菅野公民館、柏井公民館との共催による子育て

支援講座を開催した。地域に行う講演会ということで講座終了後に連

絡先を交換しあう参加者の姿もあり、保護者の子育てに対する不安を

解消の一助となった。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

関係機関と連携した新たな子育て

に関する学習機会の事例数 
年間３回 年間４回以上 年間７回 

目標設定理由 

平成 2３年度は、子育て支援課との共催事業や NPO・子育て団体

との子育てイベントを年間 3 回行った。 

このことから、平成 2４・2５年度は、これまでの共同開催に加え、

さらに新規の学習機会を模索し、事例数拡大を目指して、目標値を設

定した。 

2 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

目標を上回る成果を達成することができた。これまでの子育て支援

課、子育てＮＰＯに加え、男女共同参画課や公民館センターと連携し

た講座を開催することができた。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-2-1 教職員の指導力の向上 
 

教科などの実践的な指導力を備えた教職員の育成のために、教職員一人ひとりが主

体的に研修を受けるプログラムづくりを推進します。また、大量退職を控え、職能別

や若年層・中堅層の教職員を対象とした研修、経験豊かな教職員のもつ知識及び技能

を共有する取り組みを推進します。さらに、教職員が保護者や地域住民と関わる機会

が増えていることから、子どもと向き合うだけではなく、人と幅広く関わることがで

きる力を育成します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

幼稚園教諭の研修

の充実 

（公私立幼稚園合

同研修会） 

 

【教育政策課】 

公私立幼稚園教諭が相互の

特質をふまえ、共通理解・認

識を深めるとともに、幼児教

育や保育の質の向上を図る。

公私立幼稚

園の合同研

修会を開催

する 

幼稚園教諭の共通の

課題となる「保護者と

のコミュニケーショ

ン力を高める」「子育

て支援・親支援」等の

研修を通し、共通理解

が深まるとともに、公

私立幼稚園における

幼児教育や保育の質

の向上が図られた。 

Ａ

教職員研修事業 

 

【指導課】 

主任研修会などを実施し、各

専門分野における資質の向

上を目指す。 

研修の実施

と訪問指導

で助言を行

う 

主任会や要請訪問を

実施し、研修の機会を

設けた。テーマを設定

し、協議したり、実践

の効果を検討したり

する中で研鑽をつみ、

日々の指導を大切に

しようとするなど意

識の向上が見られた。

Ａ

教職員研修事業 

（保健担当、体育担

当、給食担当） 

 

【保健体育課】 

各種研修会を通して、主任な

どの資質の向上を図るとと

もに、教科や運営に関する

いっそうの充実を図る。 

職務別研修

の企画・運

営を行う 

各研修を通して、教職

員の職務能力の向上、

本市児童生徒の健康

課題へ対応した研修

を実施することがで

きた。 

Ａ

教職員研修事業 

（専門性を高める

取り組み） 

《１－１－１再掲》 

 

【教育センター】 

教職員の職務や経験、専門

性、課題などに応じて研修会

を実施して、指導力の向上を

目指す。 

教職経験年

数に応じた

層別研修、

職 務 別 研

修、希望研

修の企画・

運営を進め

る 

若年層教員の指導力

向上、中堅層教員のミ

ドルリーダー育成な

どを中心に７５講座、

延べ３,９４４名の参

加者があり、研修会後

のアンケートでは肯

定的な意見が９８％

であった。 

Ａ

1 教職員研修の

改善と充実を

図ります 

学校情報化研究事

業 

（情報教育に関わ

る研修の充実） 

【教育センター】 

教職員を対象に、情報機器の

操作活用能力を高めるため、

研修会を実施する。 

ワープロ・

表計算ソフ

トなどを中

心に研修会

を実施する 

６講座を開催し、延べ

２７８名が参加し、研

修会後のアンケート

では肯定的な意見が

９９％であった。 

Ａ
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  出前研修 

 

【教育センター】 

幼小中特別支援学校の要請

に応じて、主に教育委員会職

員が直接幼稚園・学校に出向

き、講話・演習・校内各種部

会への参加などの実践的な

講座を実施することで、現実

的な諸問題の課題解決のた

めの一助とするとともに、教

職員の資質の向上を目指す。

要請訪問な

どとの違い

を 明 確 に

し、内容の

整理・検討

を行う 

研修内容を学校教育

部内で精選し、教育セ

ンター事業に対応し

たものにした。 

Ａ

2 教職員の優れ

た教育活動を

表彰する取り

組みを進めま

す 

教育実践記録の募

集と発行 

 

【教育センター】 

教職員の優れた教育活動の

記録を募集し、優秀な取り組

みを表彰する。これにより、

実践意欲の向上を図り、ま

た、実践記録集を教職員へ配

付することにより指導力の

向上を図る。 

教育実践記

録論文の募

集、審査、

表彰と教育

実践記録集

の編集及び

発行を行う 

教育実践記録論文を

広く募集し、審査会を

経て表彰式と教育実

践 論 文 集 の 発 行 を

行ったことにより、教

職員の資質向上を図

ることができた。 

Ａ

3 教育情報の発

信を進めます 

教育広報活動事業 

（近隣市を含めた

研究ネットワーク） 

 

【教育センター】 

各種研究会及び公開講座な

どの情報を収集し、市内幼小

中特別支援学校に提供する。

各種研究会

及び公開講

座などの情

報収集を行

う 

研究会など

を取材し、

情報誌を発

行する 

各幼・小・中学校より

積極的な情報提供が

あった（149 件）。6

月号より 9 回幼・小・

中学校に配付した。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

教職員研修の見直しと改善を進め、指導力の向上を図る取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

教職員の満足度 

（「市教育委員会が行う研修の内容

や時期、場所などがニーズに応え

たものである」と回答する教職員

の割合） 

７４％ ７７％ ７６％ 

目標設定理由 

研修は、教職員の指導力向上にとって不可欠であり、研修を受ける

側の教職員の満足度が高まれば、その効果も高まることが期待され

る。 

前期計画においては、基本計画の期間が終了する平成 25 年度まで

に 80％となることを目指して、段階的に目標を設定し、平成２３年

度においてその目標を達成している。 

これを踏まえ、前期計画と同様に、平成 25 年度までに 80％とな

ることを目指して、段階的に目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【教育政策課】 

平成２４年度の現状は７６％と前年度に比べ２％増となったが、

２４年度の目標値である７７％には到達していない。 

この前年度比２％増は、「研修内容」及び「研修の開催時期や場所」

に対する回答で最も高い評価である「大変満足している」と回答する

割合において増加したものであり、教職員の研修に対するニーズが多

様化するなかにおいては、一定の評価をしてよいものと考える。 

今後も教職員の意見を取り入れ、更なる改善を図りたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「授業がわかる」と回答する児童生

徒の割合 
８２％ ８４％ ８２% 

目標設定理由 

全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙において、国語・算数数

学の授業の内容はよくわかるかという問いに対し、「わかる・どちら

かといえばわかる」の回答が小中あわせて約７５％である（平成２２

年度結果）。 

市川市は８２％の現状であり，教師の指導力の向上が図られている

ことがわかる。 

良い状況を維持しながらもさらなる向上を目指し、２％増を見込ん

で目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【指導課】 

 「授業がわかる」ということについては、２３年度と同値にとどまっ

た。各学校で、低学力層の児童生徒に対しての放課後や長期休業中に

補充的な指導を行う取り組みに広がりが見られている。また、家庭学

習の取り組みが充実している。授業実践と相互に生かせるように指

導・助言に努めたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-2-2 学校間の連携の推進 

子どもの学びや育ちの連続性を強化するために、幼稚園、保育園、小学校、中学校、

高等学校、特別支援学校など、地域での学校間の連携を推進します。また、教職員や子

どもの相互交流、授業公開などにより、指導の方法や子どもに関わるさまざまな情報の

共有化を図るとともに、人事交流を推進します。  

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

幼小連携推進モデ

ル園・校設置及び研

究の推進 

 

【指導課】 

幼稚園などが小学校との連

携推進を図るためのモデル

的試行として、「幼小連携推

進モデル園・校」による実践

研究を進める。 

2 幼稚園 2

小学校を連

携 モ デ ル

園・校に指

定し、連携

を支援する 

指定を受けた二俣、百

合台の幼稚園･小学校

では、園児･児童の交

流の取組を進めると

ともに、教職員の交流

を図り、それぞれのね

らいを明確にした活

動計画が大事である

ことが確認された。 

Ａ1 幼小中特別支

援学校連携の

あり方に関す

る研究を進め

ます 

新しい学校に関わ

る研究 

 

【義務教育課】 

学校整備の見通しをふまえ

て、コミュニティ・スクール

（学校運営協議会制度）や一

貫教育校など、新しい公立学

校運営の仕組みを研究する。

塩浜小・中

学校を指定

し、小中連

携のあり方

の研究を行

う 

先進校の事例研究と

ともに、庁内の作業部

会で一貫校としての

課題と方向性を確認

した。市川市立塩浜

小・中学校の連携に関

する合同研修会に参

加し、両校の連携の状

況を共通理解した。 

Ａ

2 地域内の教職

員が情報を共

有する機会を

充実します 

中学校区幼小中特

別支援学校の連携

推進 

 

【指導課】 

中学校区にある幼小中特別

支援学校の交流を進め、授業

づくりなどの情報を共有し、

指導の改善や連携を図ると

ともに、分野別のセンター化

を進める。 

連携した内

容への助言

と他地域へ

の情報提供

を行う 

相互の授業公開やあ

いさつ運動いじめ撲

滅運動、校区パトロー

ル等は定着し、防災教

育を連携して行うな

ど中学校区毎の特色

ある取り組みが見ら

れるようになってき

た。 

Ａ

3 子どもの学び

や育ちの連続

性を強化する

ための人事交

流を進めます 

交流人事の推進 

 

【義務教育課】 

教職員の資質向上と指導の

連続性を図る上で、可能な限

り計画的かつ積極的に小中

特別支援学校の人事交流を

進める。 

人事交流に

より、学校

の活性化、

指導の連続

性と教職員

の人材育成

を行う 

葛南教育事務所管内

の交流人事について

は、昨年度より少な

かったが、学校のニー

ズに合った交流がで

きた。また、管外から

は優秀な人材を確保

できた。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校間での教育内容の連携や、児童生徒に関する情
報交換の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

幼小中特別支援学校連携として行

われた授業や学校行事の実施数 

（８幼稚園・５６学校） 

年間を通して継続

して実施した数 

２６回 

単発で実施した数 

３３６回 

年間を通して継続

して実施した数 

３０回 

単発で実施した数 

３７０回 

年間を通して継続

して実施した数 

３５回 

単発で実施した数

３３４回 

目標設定理由 

中学校区単位で幼小中の連携を取り入れ、学びや育ちの連続性を重

視し、学習指導や生徒指導等で協議を進めている学校が増加してい

る。 

しかしながら、異校種間の組織体制の違いや、授業時数との関係な

ど課題も多く、大幅な増加は難しいので、１割/年度増を目指して目

標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

年間計画に位置付け、連携を目的とした授業、学校行事を行った回

数は大幅に増加している。意図的、計画的に進める学校が増加したこ

とは連携に目を向け、前年度の計画を見直した上で実施している学校

が増えていると考えられる。内容も中学校区や連携内容によって特色

のあるものが多く見られる。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

連携推進を図るための人や組織が

校務分掌上に位置づけられている

学校の数 

４７／６４校・園 ５６／６４校・園 ５２／６４校・園

目標設定理由 

幼小中の連携推進を図るために、人や組織を校務分掌上に位置づけ

ている学校が増加してきている。 

学区の実態や異校種間の組織体制の違いはあるものの、学びや育ち

の連続性を重視しはじめた学校等が増加している。 

市川教育のキーワードである「つなぐ」を考えると、２５年度まで

には校務分掌上の位置づけが１００％となることを目指して目標値

を設定した。 

2 

現状分析 

【指導課】 

人や組織が校務分掌上に位置づけられている学校は増加している。

学びや育ちの連続性に目を向けているのはもちろん、それぞれの中学

校区の特色を生かした連携が多く見られる。しかしながら、計画的に

連携を進めるためには分掌に位置づけ、成果と課題を学校・園ごとに

明らかにする必要がある。また、より効果的に連携を進めるための情

報提供が必要である。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-2-3 学校評価の推進とその結果に基づく学校運営の改善 

幼稚園・学校が主体的に運営を改善し、子ども、家庭、地域からの信頼を高めるた

めに、幼稚園・学校の自己評価や保護者・地域住民などによる外部からの評価を行う

とともに、その結果の適切な活用と公開を推進します。また、教育委員会は評価結果

を基に学校へのきめ細かな支援を行います。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

学校評価 

（学校評価制度の

広報及び内容の検

討、学校評価に関わ

る情報の提供、学校

評価結果の集計） 

 

【義務教育課】 

学校は信頼される学校づく

りを推進するため、自己評価

や学校関係者評価を積極的

に実施し、その結果を公表す

るとともに、次年度の学校運

営改善に活用する。また、教

育委員会は評価結果をもと

に学校へのきめ細かな支援

を行う。 

保護者アン

ケート共通

項目につい

て、調査・

研究を行う 

学校診断に

よる評価を

推進する 

保護者への共通項目

アンケートを実施し、

結果については例年

と大きく変わってい

る項目はなかった。ま

た、学校評価について

は、各学校とも自己評

価、学校関係者評価を

実施し、保護者や地域

への公表を行ってい

る。 

Ａ１ 学校評価の取

り組みを支援

します 

第三者評価の導入

と活用 

 

【義務教育課】 

第三者評価を視野に入れた

評価について調査・研究を行

うとともに、「学校診断方式」

による学校関係者評価を推

進する。 

教育の専門

家による学

校評価につ

いて充実を

図る 

学校評議員会に第三

者評価の性質を取り

入れるとともに、学校

参観を充実させるこ

とで学校診断方式の

推進を図った。 

Ａ

２ 学校評価の結

果を、教育行政

の改善に活か

す取り組みを

進めます 

学校評価集計結果

の施策への反映 

 

【教育政策課】 

学校評価の結果に応じて、学

校に対する支援や条件整備

などの改善措置を講じるこ

とにより、教育の向上を図

る。 

学校評価の

集計結果を

分析し、次

年度の計画

改善に活か

す 

学校評価の結果を分

析し、教育委員会各課

に情報提供すること

により、２４事業の事

業計画の改善を図り、

教育委員会全体の意

識向上につながるこ

とができた。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

学校の運営改善につながる学校評価の実施と活用の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学校評価の活用状況 

（「学校評価のシステムが学校運営

の改善に役立つものとなってい

る」と回答する学校の割合） 

９７％ 

（３９％） 

１００％ 

（４５％） 

９８％ 

（３７％） 

目標設定理由 

活用状況は 100％に達しており、学校運営の改善に大変役立って

いると回答した学校も年々増加している。 

このことから、平成 2５年度には、半数以上の学校が大変役立って

いると回答するよう、年次毎の目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【義務教育課】 

学校評価結果を保護者、地域に公表するとともに、学校運営に活用

している学校が多くなっている。今後は、「大いに役立っている」と

回答する学校の割合を増やしていきたいと考えている。 

指標 1 の（ ）は、「大いに」役立っていると回答する学校の割合 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学校評価の共通評価項目による評

価 

（学校運営に関わる市内共通評価

項目について、できている方であ

ると評価している保護者の割合） 

８０％ ８７％ ８４% 

目標設定理由 

共通評価項目の保護者からの評価については、概ね高い数値を示し

ているが、ここ数年はやや下降してきている。 

まずは回復を目指して、平成２４年度は前年度と同じ目標値とし、

平成２５年度には、さらに１％増を目指して目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【義務教育課】 

全体としては、８割を超えているが、小学校が高く、中学校はやや

低くなっている。 

 

 



●基本的方向 2 家庭・学校・地域の姿● 

- 73 - 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-2-4 教職員が子どもと向き合う時間の拡大 

事務の情報化などにより事務処理に関わる効率化を図り、教職員が学習、相談、遊

びなど、学校生活全体にわたって子どもとじっくり向き合う時間を拡大します。また、

教職員の心理的負担の軽減を図るために、学校に寄せられるさまざまな要望への対応

を進めます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

１ 充実した教育

活動を支援す

るための人的

支援を進めま

す 

スクール・サポー

ト・スタッフ事業 

 

【指導課】 

学校長の要望に応じて学校

の教育活動を支援する職員

（スクール・サポート・ス

タッフ）を配置し、学校の教

育活動の充実を図る。 

学校長の要

望に応じて

スクール・

サポート・

スタッフを

配置する 

特別に支援を要する

児童・生徒がいる学

級・学校に重点的に配

置し個に応じた指導

と安全確保が図られ

た。 

Ａ

２ 学校へ寄せら

れるさまざま

な要望に応え

る相談窓口の

設置と専門員

の配置を進め

ます 

学校経営相談窓口

事業 

 

【義務教育課】 

学校運営上の課題、危機管理

などについて学校からの相

談に対して、必要な指導・助

言を行う。 

学校経営の

相談と学校

事故の対応

を包括的に

行えるよう

組織の再構

築を推進す

る 

平成 24 年度は事業

廃止し、業務は義務教

育課事故対策班が受

け継いだ。学校問題対

策員の制度を有効に

活用し、学校運営上の

課題の解決を図った。

Ａ

３ 事務処理に関

わる情報化を

進めます 

校務情報化の推進 

 

【教育センター】 

教職員が効率的な校務処理

と、その結果生み出される教

育活動の質の改善及び教員

のゆとり確保のために、校務

の情報化システムの開発を

進め、運用を図る。 

機器更新に

伴い、校務

用コンピュ

ータを導入

する 

校務支援システムを

導入し、教員１人に１

台の PC を教育用兼

校務用として整備し

た。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

教職員が子どもと向き合う時間の拡大を図る取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

教職員の意識 

（「子どもとじっくり向き合うこと

ができている」と回答する教職員

の割合） 

６６％ ６８％ ６８％ 

目標設定理由 

授業時間数は、新学習指導要領により週当たり 1～2 単位時間の増

となり、放課後の時間が不足している中で、量的にも質的にも「子ど

もとじっくり向き合う」時間をつくり出して行かなければならない。

前期計画においては、平成 2３年度までに７0％となることを目指

して、段階的に目標を設定したところであるが、年々上昇してはいる

ものの、物理的に解決すべき課題が多いことから、その目標を達成で

きていない。 

この現状を踏まえ、後期計画においては、前期計画における上昇率

を勘案し、平成 25 年度までに７0％となることを目指して、段階的

に目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【教育政策課】 

平成 24 年度の現状は、６８％と前年度に比べ２％増となっており、

２４年度の目標を達成している。教職員の多忙化解消に向けては、

年々、各学校で実態に応じた取り組みが図られ、ゆるやかではあるが

数値は向上してきている。 

教育委員会内部においても、多忙化解消委員会を立ち上げ、検討を

進めていることから、今後も更なる改善を図っていく必要がある。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

○ その他 

 

（３）意見 

 

 
実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、平成２４年度に教育委員会内に立ち上げた「学校職員の多忙化解消検討委

員会」を活用していく中で、学校現場の声を聞きながら、より具体的な対応策を検討

していく必要がある。 

さらに平成２５年度は、義務教育課内に新設した学校安全安心対策担当室の機能を

生かし、学校現場で発生する事件、事故に迅速かつ適切に対応していく必要がある。
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2-2-5 特色ある学校運営を支援する環境整備の充実 

特色ある幼稚園・学校づくりを実現するために、各園・学校の主体的な取り組みを

支援するとともに、特色ある教育活動の先進事例を提供します。さらに、学力向上推

進校、センター校などの先進的な取り組みを充実します。また、市川市のこれまでの

取り組みを活かした、新たな学校運営のあり方についても研究を進めます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 学校教育３カ

年計画の実現

を支援します 

創意と活力のある

学校づくり事業 

 

【指導課】 

各幼稚園及び各学校が実態

や特色を活かし、創意と活力

に満ちた取り組みを実施す

ることで、特色ある学校づく

りを行う。 

新学校教育

3 カ年計画

を中学校区

の取り組み

を含め支援

する 

中学校ブロックの連

携が進み、小中の接続

がスムーズになりつ

つある。 

Ａ

自主公開の支援 

 

【指導課】 

全学校で自主公開が行われ

るよう支援をする。 

自主公開を

支援し、内

容の充実を

目指す 

公開のための講師謝

礼金等、予算は確保し

たが、時期の集中によ

り指導主事の派遣は

一部要請に応じきれ

ないこともあった。 

Ａ2 先進的な取り

組みを進める

学校を支援し

ます 

センター校構想 

 

【指導課】 

各教科・分野のセンター的役

割をもった学校の設置につ

いて検討する。 

先進的な取

り組みを各

校に紹介す

る 

指導課だより等で紹

介を行ったことで、研

究教科の広がりは見

られた。 

Ａ

3 学校整備の見

通しをふまえ

て、一貫校など

の新しい学校

に関わる研究

を進めます 

新しい学校に関わ

る研究 

《２－２－２再掲》 

 

【義務教育課】 

学校整備の見通しをふまえ

て、コミュニティ・スクール

（学校運営協議会制度）や一

貫教育校など、新しい公立学

校運営の仕組みを研究する。

塩浜小・中

学校を指定

し、小中連

携のあり方

の研究を行

う 

先進校の事例研究と

ともに、庁内の作業部

会で一貫校としての

課題と方向性を確認

した。市川市立塩浜

小・中学校の連携に関

する合同研修会に参

加し、両校の連携の状

況を共通理解した。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

学校の自律的・主体的かつ特色ある学校運営を支援する取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学校教育 3 カ年計画の各学校の評

価 

（「特色ある学校づくりが進んでい

る」と回答する学校の割合） 

１００％ １００％ ９８% 

目標設定理由 

平成 23 年度に１００％を達成し、後期計画においても、これまで

の取り組みの成果と課題を踏まえ、特色ある学校づくりが推進される

ものであることから、23 年度の数値を維持することを目標として目

標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

多少の数値の変動はあるものの、各学校とも実態や特色に応じた取

り組みを行っている。今後、中学校ブロックが連携した取組みをいっ

そう進めたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

自主公開校の数 ５６／５６校 ５６／５６校 ５６／５６校 

目標設定理由 

全ての学校で課題に応じたテーマを設定し、研究を推進している。

授業公開により、お互いの授業を見合うことは、教職員の資質能力

を高めるために重要なことであるので、23 年度の数値を維持するこ

とを目標として目標値を設定した。 2 

現状分析 

【指導課】 

すべての学校が公開授業研を行った。しかし、他の学校の公開を見

に行くということが時間的に難しく、せっかく公開しても人が集まら

ないという新たな課題が生まれている。今後工夫していかなくてはな

らない。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

学校教育 3 カ年計画の各学校の評

価 

（「子どもが通っている学校は、特

色ある取り組みや教育を進めてい

ると思う」と回答する保護者の割

合） 

７０％ ７２％ ６９% 

目標設定理由 

学校は、保護者や地域に対し、積極的にその取り組みを公開し、情

報を発信する義務があり、各学校において積極的な取り組みを進めて

いる。 

平成２３年度７０％の達成率であるので、毎年度２％増を見込ん

で、目標値を設定した。 

3 

現状分析 

【指導課】 

ホームページや学校便り等はどの学校でも取り組んでいるが、もっ

と踏み込んだ公開の仕方が必要である。せっかくの取り組みをもっと

公開し、保護者や地域の方に協力してもらう事が求められる。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-3-1 地域を支える人材の育成 
 

地域活動をいっそう推進するために、ボランティアや指導者の発掘と育成に取り組

みます。また、小学生、中学生、高校生などを対象とした研修会を開催し、地域に貢

献できるリーダーを育成します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

１ 地域に貢献で

きる子どもの

リーダーを養

成し、活用する

取り組みを進

めます 

青少年指導者育成

事業 

 

【青少年育成課】 

小学生、中学生、高校生及び

大人向けの青少年指導者育

成講習会を開催し、青少年指

導者を育成することで、地域

の青少年育成活動の活性化

を図る。 

育成した青

少年指導者

を地域で活

かすための

組織づくり

を進める 

ジ ュ ニ ア リ ー ダ ー

サークル（IJC）を卒

業した大学生の世代

の組織「市川リーダー

サークル」（ILC)の設

立を支援した。このこ

とで、IJC の活動を支

える組織ができた。 

Ａ

コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ポート事業 

（情報交換） 

 

【地域教育課】 

各小中特別支援学校におい

て、家庭・学校・地域の代表

が集まる会議を開催し、情報

の共有を図るとともに、共通

する課題について話し合い、

連携を深める。 

コ ミ ュ ニ

ティサポー

ト委員会で

の情報交換

を 活 発 に

し、地域団

体の共助を

促進する 

コミュニティサポー

ト委員会によって「人

と の つ な が り が 広

がったか」という問

に、93%の委員が「そ

う思う」「とてもそう

思う」と回答するなど

共助に貢献した。 

Ａ２ 地域活動を支

える指導者や

ボランティア

の発掘や育成、

活用を地域団

体とともに進

めます 

学校と地域を結ぶ

人材の養成 

 

【地域教育課】 

学校のニーズと地域の実情

を理解し、学校教育と地域の

人材などの社会的資源を結

び つける 役割 をもつ コー

ディネーターの養成を推進

する。 

養成講座を

２回実施す

る 

中学校区で

モデル地区

を１地区設

定し、学校

と地域を結

ぶコーディ

ネーターを

配置する 

第八中ブロックに加

え、新たに塩浜中学校

ブロック、二俣小に学

校支援コーディネー

ターを配置し、学校支

援活動の推進に取り

組んだ。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

地域活動を支える指導者やボランティアとして関わる環境整備の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【地域教育課】 

コミュニティクラブに登録するボ

ランティアの人数 
５４５人 ５６５人 ５０１人 

目標設定理由 
ボランティアの高齢化に伴いボランティア数が減少しないよう、１

ブロックで１名以上の増加を目指して目標値を設定した。 
１ 

現状分析 

【地域教育課】 

高齢化によるボランティアの減少があり、新たな人材の確保が困難

な状況である。しかし、他団体との連携活動や新たな協力者（講師）

も増えており、それらの人たちを登録ボランティアへつなげる工夫が

必要である。 

 

 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-3-2 地域活動を支援する環境整備の推進 

地域活動の活性化を図るために、さまざまな体験の機会を提供している地域団体の

活動を支援します。また、子どもを含めた地域住民が一緒に活動できる拠点づくりを

進めます。さらに企業やＮＰＯなどを含む関係機関と連携し、蓄積された知識や多彩

な人材を地域活動に活かすことのできる環境を整えます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ポート事業 

（情報交換） 

《１－１－１再掲》 

 

【地域教育課】 

各小中特別支援学校におい

て、家庭・学校・地域の代表

が集まる会議を開催し、情報

の共有を図るとともに、共通

する課題について話し合い、

連携を深める。 

コ ミ ュ ニ

ティサポー

ト委員会で

の情報交換

を 活 発 に

し、地域活

動の情報を

学校に提供

する 

コミュニティサポー

ト委員会で得た地域

の情報が、コミュニ

ティサポートだより

や学校だよりを通し

て児童生徒・保護者・

地域住民に伝えるこ

とができた。 

Ａ

コミュニティクラ

ブ事業 

 

【地域教育課】 

子どもたちの地域活動を充

実させるために、地域が主体

となって実施するスポーツ

や遊び、文化活動を支援す

る。 

学生ボラン

ティアを積

極的に募集

する 

学生ボランティアを

積極的に募集し、ボラ

ンティア証明書の発

行枚数が、平成２３年

度４２５枚から平成

２４年度５２７枚と

１０２枚（１２４％）

の増加となった。 

Ａ

学校と地域を結ぶ

人材の養成 

 

【地域教育課】 

学校のニーズと地域の実情

を理解し、学校教育と地域の

人材などの社会的資源を結

び つける 役割 をもつ コー

ディネーターの養成を推進

する。 

中学校区で

のコーディ

ネーターの

配置を推進

する 

養成講座を

２回実施す

る 

様々な利点を考慮し

て、将来的には、中学

校 区 で の 学 校 支 援

コーディネーターの

配置を考えている。し

かしまずは各学校単

位での配置を考え、そ

のための養成講座と

した。 

「 も し 学 校 側 か ら

コーディネーターの

要請があったらどう

しますか？」の問に、

「ぜひ引き受ける」

「引き受けても構わ

ない」と答える方が 9

名でるなど成果を挙

げた。 

Ａ

1 地域活動に参

加するきっか

けづくりを進

めます 

学校施設開放事業 

 

【地域教育課】 

地域住民や子どもたちの活

動の場として、プールや校

庭、教室などを開放し、地域

の生涯学習活動や子どもの

健全育成活動、異世代間交流

などを推進する。 

学校の体育

施設などの

効率的な利

用を推進し

て、地域住

民や子ども

た ち の ス

ポーツ、文

環境や利便性の良い

学校は、平日の夜間及

び土・日曜日の利用状

況に空きがない状況

となっている。また、

東日本大震災後は、照

明使用料が減額傾向

となっているが、利用

Ａ
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化活動の充

実を図る 

者の節電に対する認

識が高まっているこ

とが考えられる。 

2 地域団体の活

動を総合的に

発信できる体

制の整備を進

めます 

青少年団体の活動

を広報する体制の

充実 

《１－１－４再掲》 

 

【青少年育成課】 

市川市子ども会育成会連絡

協議会や、市川市青少年相談

員連絡協議会などの広報活

動を活性化することを目的

として、各団体と連携し広報

する体制を整備し、充実を図

る。 

市川市子ど

も会育成会

連絡協議会

及び市川市

青少年相談

員連絡協議

会の共同に

よる広報活

動を支援す

る 

市子育連や市青少年

相談員の広報紙発行、

ホームページの整備

の手伝いをしている。

また、様々な機会を捉

えて、子ども会入会の

お誘いを支援した。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

地域活動に参加するきっかけづくりに関わる取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【地域教育課】 

学校施設開放団体の登録人数 
７３６団体 

20,740 人 

７４０団体 

21,０00 人 

６９４団体 

１９,５９９人 

目標設定理由 

現在、利用団体数は施設の許容量にほぼ達している状況であるが、

利用可能な学校を紹介することで、微増させることを目標として目標

値を設定した。 
１ 

現状分析 

【地域教育課】 

利用団体数は、環境や利便性の良い学校では、概ね許容量に達して

いるが、利用可能な学校は、利便性等の問題がネックとなっている。

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【地域教育課】 

地域活動に参加するきっかけづく

りが進んでいる状況 

（「地域活動に参加するきっかけづ

くりが進んだ」と回答するコミュ

ニティサポート委員の割合） 

58.6％ ７０％ ７０％ 

目標設定理由 

コミュニティサポート委員会では、平成２２年度より学校支援を重

点的に推進しているため、「地域活動に参加するきっかけづくりが進

んだ」と回答するコミュニティサポート委員の割合を上昇させること

は困難な状況にあるが、２２年度の現状（６８.１％）を維持しつつ、

微増させることを目指し、目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【地域教育課】 

今年度は、学校支援について、より実践的に推進した結果、目標値

を達成していることから、学校支援活動は、地域活動に参加するきっ

かけづくりにもなり、最終的には学校・地域連携を実現し、地域社会

の活性化の一役を担うものであると考えられることが明らかとなっ

た。今後、さらに割合を上昇させていきたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-4-1 家庭・学校・地域の連携を図る取り組みの推進 

地域のコミュニティづくりのために、より多くの人が集う場づくりを進めます。さ

らに、家庭・学校・地域のさまざまな活動を支援するコーディネーターの育成に取り

組みます。 

また、読書を通して地域の人たちが関わり合う読書コミュニティの推進のために、

学校や地域の図書館を中心に、誰もが読書に親しめる環境づくりをいっそう進めます。 
 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ポート事業 

（主任研修会） 

 

【地域教育課】 

学校における地域との連携

窓口や、連携の推進役として

コミュニティサポート主任

を位置づけ、研修や日常の実

務を通して、リーダーを育成

する。 

研修会を２

回実施し、

コ ー デ ィ

ネーターと

の合同研修

会を１回実

施して、地

域との連携

窓口として

の意識を高

めていく 

研修会によって、コミ

サポ主任としての役

割が認識でき、実践記

録の作成によって、各

学校の課題と方針が

明確になった。 

Ａ1 

 

家庭・学校・地

域の連携を推

進する人材を

育成します 

学校と地域を結ぶ

人材の養成 

《２－３－２再掲》 

 

【地域教育課】 

学校のニーズと地域の実情

を理解し、学校教育と地域の

人材などの社会的資源を結

び つける 役割 をもつ コー

ディネーターの養成を推進

する。 

中学校区で

のコーディ

ネーターの

配置を推進

する 

養成講座を

２回実施す

る 

様々な利点を考慮し

て、将来的には、中学

校 区 で の 学 校 支 援

コーディネーターの

配置を考えている。し

かしまずは各学校単

位での配置を考え、そ

のための養成講座と

した。 

「 も し 学 校 側 か ら

コーディネーターの

要請があったらどう

しますか？」の問に、

「ぜひ引き受ける」

「引き受けても構わ

ない」と答える方が 9

名でるなど成果を挙

げた。 

Ａ

２ 家庭・学校・地

域が関わる仕

組みづくりを

進めます 

読書コミュニティ

の推進 

《１－１－５再掲》 

 

【教育センター】 

家庭・学校・地域が連携し、

読書活動を核としたさまざ

まな活動を通して、児童生徒

の健全育成を図ることがで

きるよう、ネットワーク構築

の支援を行う。 

読書コミュ

ニティ活動

を通した異

校種間交流

を図る 

中学校ブロックを単

位として、各学校、保

護者、地域のボラン

ティアが連携して形

成する読書コミュニ

ティが、組織的に活動

で き る よ う 支 援 を

行った。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

学校と地域を結ぶコーディネーターの養成を図る取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【地域教育課】 

学校と地域を結ぶコーディネー

ターの養成講座を受けた人数 
４４人 ５０人 ６５人 

目標設定理由 

中学校区での学校支援を推進しているが、将来的に１つの中学校区

に複数のコーディネーターがいることが活動を円滑にすると考えら

れるので、養成講座の受講者数は、小・中学校の学校数を目標値とし

た。 

１ 

現状分析 

【地域教育課】 

学校支援や、学校支援コーディネーターの知名度が上がってきたこ

ともあり、学校数を上回る参加者を得ることができた。さらに多くの

受講が望まれる。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【地域教育課】 

学校と地域を結ぶコーディネー

ターの養成講座の実施状況 

（実施回数と受講者の意識〔学校と

地域との連携の橋渡し役として

の自覚をもてた人の割合〕） 

２回 

８６% 

２回 

９０% 

２回 

９１% 

目標設定理由 

講座実施回数は、各地域から受講する受講者の負担増とならない配

慮が必要であることから、引き続き、年 2 回とした。 

また、受講者の意識については、受講者は、基本的に学校や地域の

ために役立ちたいという意識をもって受講しているため、学校と地域

との連携の橋渡し役としての自覚をもてた人の割合は１００％とな

ることが望ましいことから、２５年度には、できる限り１００％に近

づけることを目指して、段階的に目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【地域教育課】 

現状では学校と地域の連携の橋渡し役として役立ちたいという人

の割合は 90％を越えている。残りの 10％弱は、橋渡し役の重要性

はわかっているものの、課題としては、自分には役割が重すぎると感

じている人である。全てを自分一人で行うものではないこと、業務の

合理性を図るなど、役立ちたいと思えるよう推進するものとし、でき

る限り割合を高めていければと考える。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 
 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-4-2 家庭・地域と連携した学校の活性化 

学校だよりや Web ページなどによる積極的な情報の発信を通して、保護者や地域住

民の学校への関心を高め、学校の教育活動や環境整備などに、より多くの人が関わる

ことができる機会を充実します。さらに家庭・学校・地域に関わりが深く身近な組織

であるＰＴＡ活動の充実と改善を行い、学校の活性化を図ります。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

学習支援推進事業 

 

【指導課】 

子どもたちの「わかる授業」

のため、より多くの保護者や

地域の方に学校の教育活動

に協力してもらえる環境を

整える。 

地域教育力

を活用した

教育活動を

推進する 

児童生徒の学ぶ意欲

や豊かな心をはぐく

むために、各学校で、

地域の人材を活用し

た様々な体験活動が

行われた。また、活動

を通して、学校と地域

との連携が深まった。

Ａ

幼稚園評議員制度

の充実 

 

【教育政策課】 

地域に愛される開かれた園

づくりを推進し、家庭や地域

と連携しながら特色ある幼

稚園づくりの展開を図る。 

幼稚園評議

員制度の活

性 化 を 図

り、各園の

実績を情報

提供するこ

とにより、

さらなる充

実を図る 

経営方針を説明し情

報提供を行った上で

園行事等を参観、様々

なライフステージの

立場で意見交換が活

発に行われ、幼稚園が

抱える課題や園独自

の取組の把握ができ

幼稚園評議員制度が

活性化するとともに、

その評価に基づいて

地域に開かれた園づ

くりを推進すること

ができた。 

Ａ

学校評議員制度 

 

【義務教育課】 

学校評議員制度を整備・充実

させ、学校の活性化を図る。

学校運営の

改善のため

学校評議員

制度の活性

化を図り、

情報提供及

び実績報告

書の有効活

用を進める 

各学校とも年に２回

から４回学校評議会

を開催し、子どもたち

の様子を参観すると

ともに、教育課程や学

校の取組についての

協議が行われた。 

Ａ

1 家庭・地域が学

校に参加でき

る環境を整え

るための、家

庭・学校・地域

の支援を進め

ます 

学校情報化研究事

業（学校 Web ペー

ジの作成・更新の支

援） 

 

【教育センター】 

保護者や地域に開かれた学

校を推進するために、各学校

の Web ページ作成を支援す

るとともに、常に新しい情報

を提供できる環境整備に努

める。 

学 校 Web

ページの更

新を支援す

る 

出前研修として学校

を訪問したり、電話で

の対応をしたりした

結果、全学校で Web

ページの更新が行わ

れた。 

Ａ
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コ ミ ュ ニ テ ィ サ

ポート事業 

（学校の支援） 

 

【地域教育課】 

家庭・学校・地域の連携を進

め、学校の教育活動に地域の

教育力を活用していく環境

づくりを推進する。 

コ ミ ュ ニ

ティサポー

ト委員会で

の情報交換

を 活 発 に

し、学校か

らの情報発

信と学校支

援の依頼を

行う 

第八中ブロックでの

学校支援の実践発表

を行うとともに、「学

校を支援する体制づ

くり」の理解を深める

ために、市内全校を学

校訪問し説明を行っ

た。 

Ａ  

学校と地域を結ぶ

人材の養成 

《２－３－２再掲》 

 

【地域教育課】 

学校のニーズと地域の実情

を理解し、学校教育と地域の

人材などの社会的資源を結

び つける 役割 をもつ コー

ディネーターの養成を推進

する。 

中学校区で

のコーディ

ネーターの

配置を推進

する 

養成講座を

２回実施す

る 

様々な利点を考慮し

て、将来的には、中学

校 区 で の 学 校 支 援

コーディネーターの

配置を考えている。し

かしまずは各学校単

位での配置を考え、そ

のための養成講座と

した。 

「 も し 学 校 側 か ら

コーディネーターの

要請があったらどう

しますか？」の問に、

「ぜひ引き受ける」

「引き受けても構わ

ない」と答える方が 9

名でるなど成果を挙

げた。 

Ａ

２ PTA 活動の改

善と充実を支

援します 

PTA 活動充実のた

めの支援 

 

【生涯学習振興課】 

PTA 活動充実に向け、PTA

連絡協議会への支援を行う。

PTA 連 絡

協議会に対

し、活動の

支援を行う 

ＰＴＡ連絡協議会が

開催する会報作り講

習会・オリエンテー

ション・教育フォーラ

ム等の実施を支援す

ることにより、各校の

Ｐ Ｔ Ａ 活 動 の 活 性

化・連携の強化につな

がった。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

学校への関心を高め、PTA 活動の活性化を図る取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

PTA 活動の活性化の状況 

（「PTA 教育フォーラムで得た情

報を、PTA 活動の活性化に活か

したい」と回答する参加者の割

合） 

９０％ ９２％ ９１％ 

目標設定理由 

各単位 PTA 活動の活性化につながるような参加者の意識向上を期

待して、平成 2４年度には２％の増を、平成 2５年度にはそれ以上を

目指して、目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

ＰＴＡ連絡協議会が開催するオリエンテーションや教育フォーラ

ムにおいて各校ＰＴＡの現状や課題について討論を行い、課題の解決

策や共通認識したことをそれぞれの学校に持ち帰り、ＰＴＡ活動を行

う際の参考にしてもらうことにより、活動の充実を図った。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

PTA 活動の活性化の状況 

（学校評価の中で、「積極的に PTA

活動や家庭教育学級に参加して

いる」と回答する保護者の割合） 

４９％ ５５％ ４７％ 

目標設定理由 

就労等を含むさまざまな社会状況の中で、PTA 活動に積極的に参

加する保護者の割合を 100％に近づけることは大変に難しい課題で

ある。 

このことから、積極的な働きかけによって、基本計画の期間が終了

する平成 25 年度に 60％に近づけることを目指して、段階的に目標

値を設定した。 

2 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

昨年度に比べ、小学校からの結果は向上し、中学校からの結果に低

下が見られた。積極的な保護者の参加が難しい状況が予想されるの

で、Ｐ連フォーラムや家庭教育学級だより等を用いて保護者の意識を

高めるよう心がけたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「学校たより等で、学校の様子を十

分に伝えてくれている」と回答する

保護者の割合 

９３％ ９４％ ９３% 

目標設定理由 

「開かれた学校」、「学校評価」等の推進が示されて以降、各校では、

情報発信に努めているが、保護者ニーズの格差や発信媒体の限度か

ら、大幅な目標値向上は厳しい現状にある。 

情報発信の内容や手段の工夫を通し、わずかずつでも向上させること

を目標に毎年度１ポイントの上昇を目指し、目標値を設定した。 

3 

現状分析 

【義務教育課】 

学校からの情報発信により、「学校の様子を十分伝えてくれている」

と回答する保護者の割合は高くなっている。学校の工夫によるもので

あると考えている。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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2-4-3 関係機関との連携による家庭・学校・地域への支援 

企業やＮＰＯを含むさまざまな関係機関との連携・協力体制を構築し、たがいの知

識や人材を活用して、家庭・学校・地域への支援を行います。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ1 家庭・学校・地

域を支援する

企業・NPO・

大 学 な ど の

ネットワーク

づくりを進め

ます 

学びを支える人間

ネットワーク 

《１－４－２再掲》 

 

【教育センター】 

専門知識や技能・経験などを

有する方をボランティアに

登録するとともに、Web

ページに最新情報を掲載し、

幼稚園・保育園・学校・地域

団体が講師依頼など人材の

活用を図りやすい環境を整

える。 

サポーター

バンク資料

集を作成及

び配付する 

登録者の募

集及び更新

を行う 

159（個人・団体）

の登録があり、17 校

述べ143件の活用が

あった。公民館からの

依頼もあり、本事業が

浸透しつつあると思

われる。 

Ａ

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

家庭・学校・地域を支援する企業・NPO・大学などとのネットワークづくりの進捗状況

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

企業・ＮＰＯ・大学などとのネット

ワークづくりの進捗状況 

生 涯 学 習 情 報 を

ホームページで検

索できるようにし

た 

関係機関からの情

報収集に努め、発

信 の 場 と し て の

ネットワークシス

テムを改善する 

関係機関との連携

は進んでいるが、

システムの改善に

は至らなかった。

目標設定理由 

生涯学習に関する情報を生涯学習振興課ホームページから検索が

できるようにしたので、引き続き情報の収集に努め、発信の場として

のネットワークシステムをさらに改善・充実していくことを目標とし

た。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

市民アカデミー講座、家庭教育学級、還暦式、成人式において企業・

ＮＰＯ・大学等と連携することができた。連携した全ての企業・ＮＰ

Ｏ・大学等をホームページで紹介することは難しく、発信の場として

のシステムをどのように構築していくかには引き続きの検討を要す

る。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

○ 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 
 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

各種団体との連携には様々なケースがあり、連携している団体の全ての情報をホー

ムページ上で紹介することは難しいことから、今後は、発信の場としてのネットワー

クシステム構築の必要性を再度検討するとともに、新たな情報発信の方法を検討する

必要がある。 
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基本的方向 3 市川の教育の姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育の質を高めるための条件整備は、教育の振興にとって不可欠なものです。社会

全体の教育機能の活性化を図り、市川の教育の質を向上させていくには、充実した教

育環境を整えていくことが必要です。 

このため、家庭や学校、地域における教育環境の整備・充実を図り、それぞれの実

情に合わせた最適な状態の中で、計画的・総合的に教育を進めていきます。 

 

教育環境の整備を図り、質の高い市川の教育を

推進する 

目 標 
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《施策一覧》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1 幼児期の教育を推進するための環境を整える

3-1-1 生きる力の基礎を育む教育の推進 

3-1-2 幼稚園・保育園・小学校の連携の推進 

3-1-3 子育て支援の充実 

3-2 一人ひとりに応じた教育的支援を推進する

3-2-1 特別支援教育の推進 

3-2-2 不登校の子どもや保護者の支援 

3-2-3 子どもや保護者を支援する相談体制の充実 

3-2-4 海外からの子どもたちへの支援 

3-2-5 教育機会均等の確保 

3-3 安全・安心で充実した教育環境を実現する 

3-3-1 危険回避能力などの育成 

3-3-2 子どもの安全・安心を確保する家庭・学校・地域の取り

組みの推進 

3-3-3 放課後の子どもの居場所づくりの推進 

3-3-4 学校の危機管理体制の充実 

3-3-5 いじめ、暴力行為などへの対応の強化 

3-3-6 安全で質の高い教育環境の整備 

3-4 生涯を通して学び続けられる学習環境を実現する 

3-4-1 生涯学習機会の充実 

3-4-2 図書館・博物館などの活用を通した学習活動の推進 

3-4-3 公民館を活用した地域の学習拠点づくり 

3-4-4 文化財の保護と活用 

3-5 責任ある教育行政を確立する 

3-5-1 教育委員会機能の充実に向けた取り組み 

P.121-134 

P.106-120 

P.96-105 

P.133

P.130

P.128

P.126 

P.123

P.121

P.119

P.117

P.113 

P.110 

P.106

P.102 

P.99 

P.96 

P.135-148 

P.135 

P.138 

P.143

P.146

P.149

P.149-151
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3-1-1 生きる力の基礎を育む教育の推進 

集団生活や遊びを通して、健康な心と体、社会性を身に付けるために、自然体験や

芸術に触れる機会などにより、情緒豊かな心を育みます。また、友だちとの関わりな

どから、人と関わる力を身に付け、身近な出来事に興味・関心をもつことにより、意

欲や探究心を高めていきます。さらに、子ども一人ひとりの個性を大切にしつつ、集

団生活の中での自己抑制力、道徳心の芽生えを培い、生きる力の基礎を育む教育を推

進します。 
 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

創意と活力のある

学校づくり事業 

（学校教育３カ年

計画の推進） 

《１－１－１再掲》 

 

【指導課】 

学校教育３カ年計画に「確か

な学力・豊かな心・健やかな

体・信頼される開かれた学校

づくり」の４つの柱を位置づ

け、各幼稚園及び学校の実態

や特色を活かした、特色ある

学校づくりを支援する。 

改善状況を

把握し、計

画の推進に

関わる指導

助言を行う 

各幼稚園とも、園内研

修に力を入れ、環境に

主体的に関わり、遊び

を通して思考力の芽

や人と関わる力の育

成に取り組んできて

いる。 

Ａ

幼稚園教諭の研修

の実施 

（公私立幼稚園合

同研修会） 

《２－２－１再掲》 

 

【教育政策課】 

公私立幼稚園教諭が相互の

特質をふまえ、共通理解・認

識を深めるとともに、幼児教

育や保育の質の向上を図る。

公私立幼稚

園の合同研

修会を開催

する 

幼稚園教諭の共通の

課題となる「保護者と

のコミュニケーショ

ン力を高める」「子育

て支援・親支援」等の

研修を通し、共通理解

が深まるとともに、公

私立幼稚園における

幼児教育や保育の質

の向上が図られた。 

Ａ

ひまわり学級（特別

支援学級）の充実 

 

【就学支援課】 

特別な支援を必要とする子

どもに対し、幼稚園の集団の

中での育ち合いを基本とし

ながら、通常学級の子どもた

ちとのふれあいの中で、基本

的生活習慣を育成し、自立を

目指す。 

南行徳・大

洲・百合台

幼稚園でひ

まわり学級

を継続する 

特別に支援が必要な

園児に対し、公立幼稚

園３園でひまわり学

級を開設し、園児２７

名に対して小集団で

の指導を行った。 

Ａ

1 生きる力の基

礎を培う教育

を進めます 

（幼児教育） 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校〔幼稚

園〕・地域を支援す

る企業・NPO・大学

な ど と の ネ ッ ト

ワークづくりの整

備） 

《１－１－４再掲》 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

集団生活や遊びを通して、生きる力の基礎を育てる取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

幼稚園教諭の意識の状況 

（幼稚園評価の「幼稚園教諭の意

識」に関する項目について、「意

識は高い」と回答する保護者の割

合 

９７％ 

（２２年度[２３年

３月まで]の現状） 

９８％ ９７％ 

目標設定理由 

生きる力の基礎を育む取り組みの成否は、幼稚園教諭の意識が大き

く影響することから、100％の目標設定が理想である。 

しかしながら、幼稚園教諭に対する保護者の要求は多様化してお

り、すべての保護者から幼稚園教諭の意識が高いとの回答を得ること

は困難である。 

そこで、前期同様、基本計画の期間が終了する平成２５年に

１００％にできるだけ近づけることを目指し、段階的に目標値を設定

した。 

１ 

現状分析 

【教育政策課】 

保護者を対象として実施した「幼稚園評価アンケート」の設問のう

ち、「幼稚園は子ども一人ひとりに応じた丁寧な援助や指導を行って

いる」が９４.３％と評価が低かったことから、個々の園児への配慮等、

多様化する保護者のニーズに応えられなかったことが原因と考えら

れる。 

しかしながら、「幼稚園は子どもたちが楽しく幼稚園生活を送れる

よう努めている」は９９．２％と高く、９７％を超える評価を維持し

ていることは評価して良いものと考える。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

指導内容の工夫の状況 

（幼稚園評価の「指導内容」に関す

る項目について、「工夫している」

と回答する保護者の割合） 

９５％ 

（２２年度[２３年

３月まで]の現状） 

９６％ ９５％ 

目標設定理由 

指導内容の工夫の状況は、教育や保育の内容の状況を表わす項目で

あることから、生きる力の基礎を育む取り組みの効果を高めるために

は、100％の達成が理想である。 

しかしながら、２２年度の現状は、目標を達成できていないばかり

か、２１年度の現状を下回っている。 

そこで、まず、２１年度の現状まで回復させた上、さらに向上させ

ることを目指し、目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【教育政策課】 

保護者を対象として実施した「幼稚園評価アンケート」の設問のう

ち、「食事のマナー・着替え・うがい手洗い等の基本的習慣が身につ

いているか」が９３.６％で他の設問の中では低い評価であったことが

考えられるが、昨年の８８％から５.６ポイント高く、前年と同様の

９５％を維持していることは評価して良いものと考える。 

子どもの基本的生活習慣づくりを家庭との連携を強化しながら、保

護者への相談活動や子育て支援の推進を図っていきたい。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

子どもの成長の変化の状況 

（幼稚園評価で「子どもの成長をみ

ることができた」と回答する保護

者の割合） 

９８％ 

（２２年度[２３年

３月まで]の現状） 

９９％ ９９％ 

目標設定理由 

幼稚園での教育が、子どもの成長を促すことを目的に行われている

ことを考慮すると、100％の達成が理想である。 

前期計画においては、保護者のさまざまな視点を考慮し、100％に

できるだけ近づけることを目指して、目標を設定したところである

が、保護者は、日々、子どもの成長を感じ取っていることからすれば、

すべての保護者から「子どもの成長をみることができた」との回答を

得ることも不可能ではないと考えられる。 

そこで、後期計画においては、１００％を目指し、段階的に目標値

を設定した。 

3 

現状分析 

【教育政策課】 

保護者を対象として実施した「幼稚園評価アンケート」の設問であ

る「幼稚園の行事に参加することで、子どもの成長を見ることができ

る」に平成２４年度は、平成２３年度から１％を超える９９％の高い

評価を得るとともに、目標値に達成することができた。 

幼稚園での教育が、子どもの成長を促すことを目的とし、１００％

を目指すものであるが、保育者のねらいの達成度と保護者の評価が一

致した成果と考えられる。 

 
 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-1-2 幼稚園・保育園・小学校の連携の推進 

子どもの発達や学びの連続性を重視し、幼稚園・保育園などと小学校・特別支援学

校との連携による幼児教育の充実を図ります。さらに、子どもの発達段階に即した教

育の実践に向けて、幼稚園・保育園の特性を活かしながら、子ども同士の交流、職員

同士の情報交換や合同研修などを行い、連携を強化します。 
 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 幼稚園と保育

園との交流を

図ります 

幼稚園教諭と保育

士との交流 

 

【教育政策課】 

幼稚園と保育園などの垣根

を越え、幼保相互の保育参観

を実施し、相互理解や指導内

容の共通認識を図る。 

幼保相互の

保育参観・

保育実地研

修を実施す

る 

幼 保 相 互 の 保 育 参

観・保育実地研修後、

自園に戻りフィード

バックを実施するこ

とで研修内容が周知

徹底され、幼稚園・保

育園の環境の違いや

勤務体制、保育時間の

違い等を踏まえた上

で、相互理解や指導内

容の共通認識が進ん

だ。 

Ａ

幼小連携推進モデ

ル園・校設置及び研

究の推進 

《２－２－２再掲》 

 

【指導課】 

幼稚園などが小学校との連

携推進を図るためのモデル

的試行として、「幼小連携推

進モデル園・校」による実践

研究を進める。 

2 幼稚園・2

小学校を連

携 モ デ ル

園・校に指

定し、連携

を支援する 

指定を受けた二俣、百

合台の幼稚園･小学校

では、園児･児童の交

流の取組を進めると

ともに、教職員の交流

を図り、それぞれのね

らいを明確にした活

動計画が大事である

ことが確認された。 

Ａ2 幼稚園・保育園

と小学校との

交流を図りま

す 

特別支援教育体制

整備事業 

（スマイルプラン） 

 

【指導課】 

義務教育段階の「個別の教育

支援計画」について、市内共

通の様式を整え「市川スマイ

ルプラン」として、活用を

図っていく。 

スマイルプ

ラン作成に

関する周知

を進め、作

成を推進す

る 

入学後の対応や具体

的な支援等について

は課題もあるが、スマ

イルプランの作成数

は年々増加してきて

いる。就学前の保護者

への周知が図られて

きていると考えられ

る。 

Ａ

3 幼稚園・保育園

などと小学校

の保護者同士

の交流や情報

交換の場を提

供する取り組

みを進めます 

家庭教育学級運営

事業 

（めぐみ・みのり家

庭教育学級） 

 

【生涯学習振興課】 

幼稚園・保育園に広く家庭教

育学級運営事業の情報提供

を促す。 

未就学児を

もつ保護者

を対象とし

た学級の開

催について

情報提供す

る 

「めぐみ家庭教育学

級」「みのり家庭教育

学級」の開催につい

て、幅広く情報提供を

したことで多くの参

加が見られた。公民館

センターとの共催に

よる講座を開催する

ことができた。 

Ａ

 



●基本的方向３ 市川の教育の姿● 

- 100 - 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

幼稚園・保育園・小学校の交流の機会を増やす取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

幼稚園・保育園・小学校での交流の

機会の事例数 

（８幼稚園・３９小学校） 

年間を通して継続

して実施した数 

２０回 

単発で実施した数 

１７８回 

年間を通して継続

して実施した数 

２５回 

単発で実施した数 

１９３回 

年間を通して継続

して実施した数 

１２回 

単発で実施した数

９１回 

目標設定理由 

幼稚園教育要領や小学校学習指導要領においても、幼稚園と小学校

の交流機会を設けることが留意事項として示されている。 

小１プロブレムに代表されるような接続時の問題を解決するため

に、幼・保・小の交流機会のさらなる増加を目指し、目標値を設定し

た。 １ 

現状分析 

【教育政策課】 

平成２１年度に策定した「幼稚園及び保育園と小学校の引継ぎに関

わるガイドライン」に基づき、学校教育法施行規則第 24 条等の規定

による幼稚園幼児指導要録等の写しの就学先への送付が徹底され、ま

た、幼稚園及び保育園と小学校の担当者による情報交換等が活発に行

われたため、子どもに関わる情報の共有化が図られたことから、交流

機会が減少したものと考えられる。 

しかしながら、小学校教育への円滑な接続を図るためには、教職員

の連係のみならず、幼児と児童の交流をさらに推進する必要があるこ

とから、その交流機会を増加させたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-1-3 子育て支援の充実 

幼稚園・保育園などのもつ専門性を活かして、子育てに不安を抱える保護者に対す

る相談や指導体制を充実します。また、施設の開放や子育て家庭のふれあいの場づく

りなどを進め、地域に開かれた幼稚園・保育園として、子育て支援活動の充実を図り

ます。さらに、幼児教育センターの早期実現を目指します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

家庭教育学級運営

事業 

（めぐみ・みのり家

庭教育学級） 

《３－１－２再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

幼稚園・保育園に広く家庭教

育学級運営事業の情報提供

を促す。 

未就学児を

もつ保護者

を対象とし

た学級の開

催について

情報提供す

る 

「めぐみ家庭教育学

級」「みのり家庭教育

学級」の開催につい

て、幅広く情報提供を

したことで多くの参

加が見られた。公民館

センターとの共催に

よる講座を開催する

ことができた。 

Ａ

幼稚園開放・未就園

児保育の実施 

 

【就学支援課】 

子育て支援事業の一環とし

て、未就園児親子を対象とし

た保育をはじめ、施設開放を

実施し、遊びや運動などのふ

れあいの時間を通じて、健や

かな育ちにつなげ、地域へ子

育て支援を提供する。 

公立８園で

園庭開放・

未就園保育

事業を継続

する 

公立幼稚園における

子育て支援の充実を

図るため、公立幼稚園

８園で園庭開放（延べ

945 回、65,356 人）

と未就園児保育（延べ

128 回、4,489 人）

を実施した。 

Ａ

幼稚園の子育て相

談窓口設置 

【就学支援課】 

幼児期の子育てに関し、多様

化する悩みを抱える保護者

の精神的な負担軽減を図る。

公立８園で

子育て相談

事業を継続

する 

子育て支援の充実を

図るため、公立幼稚園

８園に子育て相談窓

口 を 設 置 し 、 延 べ

152 件の相談に応じ

た。 

Ａ

1 家庭と地域、幼

稚園・保育園な

どとの連携を

強化する取り

組みを進めま

す 

幼児教育相談事業 

 

【就学支援課】 

公私立幼稚園の特別支援教

育を図るため幼児教育相談

員（特別支援教育の有識者）

を配置し、各園へ訪問して

個々の園児に対応した教諭

への適正な指導や保護者か

らの相談業務を実施するこ

とで、幼稚園における特別支

援教育の充実を図る。 

相談員４名

体制で公立

８園、私立

３２園を対

象に巡回す

る 

公私立幼稚園の特別

支援教育の推進を図

るため、幼児教育相談

員４名により、公私立

幼稚園２９園を巡回

し、延べ 1,038 件の

相談に応じた。 

Ａ
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  幼稚園評議員制度

の充実 

《２－４－２再掲》 

 

【教育政策課】 

地域に愛される開かれた園

づくりを推進し、家庭や地域

と連携しながら特色ある幼

稚園づくりの展開を図る。 

幼稚園評議

員制度の活

性 化 を 図

り、各園の

実績を情報

提供するこ

とにより、

さらなる充

実を図る 

経営方針を説明し情

報提供を行った上で

園行事等を参観、様々

なライフステージの

立場で意見交換が活

発に行われ、幼稚園が

抱える課題や園独自

の取組の把握ができ

幼稚園評議員制度が

活性化するとともに、

その評価に基づいて

地域に開かれた園づ

くりを推進すること

ができた。 

Ａ

2 幼児教育セン

ターを設置し

ます 

幼児教育センター

の設置 

 

【教育政策課】 

幼児教育センターの開設に

向け「幼児教育センター構

想」を策定、具体的な事業展

開に向け検討を行う。 

幼児教育セ

ンター設置

に向け、求

められる機

能について

検討を行う 

子ども・子育て支援新

制度の施行に伴う幼

児教育センター機能

のあり方について検

討した。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

子育てに関する相談がしやすい環境整備の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

子育て相談窓口の状況 

（認知度） 
68％ 84％ ７６％ 

目標設定理由 

公立幼稚園に設置した子育て相談窓口について、看板等の設置によ

り周知をしているが、在園児の保護者すべてに認知されていない状況

にある。 

そこで、25 年度には 100％となるよう、段階的に目標値を設定し

た。 

１ 

現状分析 

【就学支援課】 

２４年度の認知度の数値が６８％から７６％と若干高くなってい

ることから相談窓口の周知がされている成果であると考えるが、目標

としていた数値には及ばなかった。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【就学支援課】 

幼稚園開放・未就園児保育の状況 

（幼稚園開放の日数・未就園児保育

の人数〔8 公立幼稚園の１月当た

りの日数及び人数〕） 

幼稚園開放 

（月平均 85 日） 

未就園児保育 
（月平均 603 人） 

幼稚園開放 
（月平均 100 日） 

未就園児保育 
（月平均 600 人） 

幼稚園開放 

（月平均 86 日）

未就園児保育 

（月平均 408 人）

目標設定理由 

幼稚園開放の日数については、東日本大震災の影響等により、目標

値を達成できていないことから、まずは、これを達成することを目指

して前期計画と同様の目標値を設定した。 

また、未就園児保育については、少子化により未就園児数が減少す

る傾向にあり、その人数を拡大していくことは困難な状況にあること

から、現状を維持することを目指して目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【就学支援課】 

平成 24 年度の実績は幼稚園開放が月 86 日（10 日／園）、未就園

児保育が月 408 人（51 人／園）となる。 

未就園児保育の減については、１園あたりに換算する利用者が、23

年度 75 人であったものが、51 人と 24 人の減になったことが要因

であると考えられる。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-2-1 特別支援教育の推進 

子ども一人ひとりの実態に応じた能力や可能性を最大限に伸ばし、社会の一員とし

て自立する力を身に付けるために、特別支援教育を推進する計画の策定を目指します。

また、保護者と相談しながら適切な就学を行うとともに、特別支援学校・特別支援学

級の環境整備を人員配置の面からも進めます。さらに、研修の充実などによる教職員

の専門性の向上を図り、発達障害のある子どもを含めた一人ひとりの学習ニーズに応

じた教育的支援を推進します。 

 

 
１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

特別支援教育体制

整備事業 

（特別支援教育推

進計画の策定） 

【指導課】 

市川市の「特別支援教育推進

計画」を策定し、計画的に特

別支援教育を推進する。 

計画につい

て周知し、

具体的な取

り組みを進

める 

計画についての研修

会の実施や計画に基

づく各部署での取り

組みが進められてい

る。計画の評価方法に

ついての検討を行っ

た。 

Ａ1 特別支援教育

の推進体制の

整備を進めま

す 

特別支援教育体制

整備事業 

（スマイルプラン） 

《３－１－２再掲》 

 

【指導課】 

義務教育段階の「個別の教育

支援計画」について、市内共

通の様式を整え「市川スマイ

ルプラン」として、活用を

図っていく。 

就学前の関

係機関を含

めてスマイ

ルプラン作

成に関する

周 知 を 進

め、作成を

推進する 

入学後の対応や具体

的な支援等について

は課題もあるが、スマ

イルプランの作成数

は年々増加してきて

いる。就学前の保護者

への周知が図られて

きていると考えられ

る。 

Ａ

特別支援学級の設

置 

 

【義務教育課】 

特別支援学級の新規設置を

進め、特別支援教育全体の充

実を図る。 

新規に１校

設置する 

知的学級の新規設置

はなし。 

閉休していた二俣小

学校を再開した。 

県立盲学校のサテラ

イト教室を新規設置 

Ａ

特別支援学級補助
教員雇上事業 

 
【義務教育課】 

補助教員を

１名増員す

る 

閉級していた特別支

援学級を再開するこ

とによって、補助教員

を 1 名増員すること

ができた。 

Ａ

補助教員の配置 
（通常学級に在籍す
る特別な支援が必要
な子どもへの対応） 

 
【義務教育課】 

特別支援学級（知的学級）及

び通常学級に在籍する特別

な支援を必要とする児童生

徒に対応するため、補助教員

を配置する。 

補助教員の

増員を行う 

通常学級対応の補助

教員の人員数は現状

維持であったが、実態

に即して配置期間を

定めたことで、学校の

ニーズに応えること

ができた。 

Ａ

2 特別支援教育

の環境の整備

を進めます 

特別支援教育体制

整備事業 

（巡回指導職員の

派遣） 

【指導課】 

発達障害に関する専門的な

知識を有する巡回指導職員

が、特に配慮を要する児童生

徒への支援のあり方などに

ついて、教職員へ指導を行う。

各学校から

の要請によ

り全小中学

校に派遣す

る 

55 校中 52 校より要

請があり、要請を受け

た全ての学校に１～

3 回の巡回を行い、指

導助言に当たった。 

Ａ
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幼児教育相談事業 

《３－１－３再掲》 

 

【就学支援課】 

公私立幼稚園の特別支援教

育を図るため幼児教育相談

員（特別支援教育の有識者）

を配置し、各園へ訪問して

個々の園児に対応した教諭

への適正な指導や保護者か

らの相談業務を実施するこ

とで、幼稚園における特別支

援教育の充実を図る。 

相談員４名

体制で公立

８園、私立

３２園を対

象に巡回す

る 

公私立幼稚園の特別

支援教育の推進を図

るため、幼児教育相談

員４名により、公私立

幼稚園２９園を巡回

し、延べ 1,038 件の

相談に応じた。 

Ａ

職員研修事業 

（特別支援学級等

担当者・特別支援

コーディネーター

の支援） 

 

【指導課】 

特別支援学級などの担当者、

各学校の特別支援教育コー

ディネーターの専門性を高

めるために研修会を実施す

る。 

障害種別研

修会やコー

デ ィ ネ ー

ター研修会

を計画し、

実施する 

担 当 す る 障 害 種 や

コーディネーターと

いう職務について、専

門性の向上につなが

る研修が実施され、各

研修会とも参加者か

らの高評価を得てい

る。 

Ａ

  教職員研修事業 
（専門性を高める取

り組み） 
《１－１－１再掲》 
 

【教育センター】 

教職員の職務や経験、専門

性、課題などに応じて研修会

を実施して、指導力の向上を

めざす。 

教職経験年

数に応じた

層別研修、

職 務 別 研

修、希望研

修の企画・

運営を進め

る 

若年層教員の指導力

向上、中堅層教員のミ

ドルリーダー育成な

どを中心に７５講座、

延べ３,９４４名の参

加者があり、研修会後

のアンケートでは肯

定的な意見が９８％

であった。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

特別支援教育の推進体制や環境整備の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【義務教育課】 

特別支援学級の設置数 
３１校 

(新規１校) 

３２校 

(新規１校) 

３１校 

 

目標設定理由 特別支援学級設置作業部会の計画案により、目標値を設定した。 １ 

現状分析 

【義務教育課】 

本年度の新規設置はなし。 

閉級していた二俣小学校を再度開級した。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育センター】

特別支援教育に関する研修の開催

状況 

（参加人数及び参加者のうち「特別

支援教育」に関する意識が高まった

と回答する教職員の割合） 

３６０人 

― 

３８０人 

８５％ 

３７９人 

９９％ 

目標設定理由 

参加人数については、多くの学校において特別支援教育を教育課題

として挙げていることを踏まえ、現状よりも増加させることを目指し

て、目標値を設定した。 

また、教職員の意識については、研修参加者の９０％が研修内容に

ついて活用できる又は理解しやすいと回答しているが、特別支援教育

に関する意識が高まったと回答する教職員の割合は、それよりも低い

と考えられ、これを向上させる必要があることから、２５年度には、

９０％となることを目指し、目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【教育センター】 

 通常学級における特別支援教育の在り方というテーマで研修会を

実施したため、特別支援学級、特別支援学校の教職員だけではなく、

通常学級の担任の参加が増えたことによる人数増。また、研修内容も

実際の教育活動に役立つ有効なものであったため、目標値より高い値

になったと考える。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

年度内に、校内研修を含めて特別支

援教育に関する研修を受けた教職

員の数 

１,１００人 １,２００人 １,１２９人 

目標設定理由 

23 年度の研修を受けた教職員の割合は、全教職員の約７０％と

なっている。 

25 年度には、8０％の教職員が特別支援教育に関する研修を受け

ることを目指し、１００人／１年度の増加を目標値として設定した。

3 

現状分析 

【指導課】【教育センター】 

※ 指導課とりまとめ 

７割以上の高い研修率であり、特別支援教育の推進は、各学校にお

いてその必要性を教職員が認識していることがわかる。今後も特別支

援教育に関する研修機会を設定し、教職員のニーズに応えていくよう

にする。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-2-2 不登校の子どもや保護者の支援 

子どもの心の安定と自信を回復し、登校や社会参加を促すために、一人ひとりの実

態に応じた子どもや保護者への支援を充実します。また、家庭・学校・ＮＰＯを含め

た関係機関といっそうの連携を図るとともに、学校間における情報の共有を進めます。

さらに、人間関係づくりを支援するとともに、子どもと学校のつながりを密接にし、

不登校を未然に防ぐ取り組みを行います。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

適応指導教室運営

事業 

（ふれんどルーム） 

 

【教育センター】 

不登校の子どもに対し、個別

相談や個に応じた学習支援

などを行う場を設け、学校へ

の復帰を支援する。 

自主的な学

習を援助す

る と と も

に、生活体

験や社会体

験の不足を

補い学校へ

の復帰を図

る 

小集団における学習

活動の他、校外学習や

職場体験、調理実習な

どにも取り組むこと

により、児童生徒の情

緒の安定や自信の回

復が図られ、学校復帰

や部分復帰の一助と

なった。 

Ａ

ラ イ フ カ ウ ン セ

ラー設置事業 

 

【指導課】 

全小中学校にライフカウン

セラーを配置して、学校にお

ける児童生徒の精神的な悩

みに対して適切に対応し、自

己解決を支援する。 

中学校区の

連携により

さらなる相

談体制の充

実を図る 

中学校区のライフカ

ウンセラーを中心と

した相談体制づくり

が整ってきた。相談室

は生徒の居場所づく

りや対人関係の相談、

保護者対応に大きく

貢献している。小学校

は不登校児童に対し、

ゆとろぎ相談員が対

応することが多いが、

週３日５時間の勤務

であるため、勤務時間

以外は養護教諭、管理

職が対応する場合も

ある。 

Ａ

１ 不登校の子ど

もに対して、心

の安定と自信

の回復を図る

場や機会をつ

くります 

ほっとホッと訪問

相談 

 

【教育センター】 

不登校などの児童生徒及び

保護者からの依頼により、電

話、面接相談のほか自宅など

へ依頼者の都合に合わせて

訪問相談活動を行う。 

不登校など

の相談を受

け、電話、

面接、訪問

などを行い

ながら課題

の解決に向

けて支援す

る 

家庭・学校への訪問

90回、電話相談137

回、来所相談 96 回を

実施した。相談内容は

不登校 276 件、その

他 47 件で、保護者の

相談ニーズに迅速・柔

軟に対応した。学校と

の連携を第一に、必要

に応じて教育相談や

ふれんどルームと連

携し、課題解決を図っ

た。 

Ａ
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不登校対策協議会

運営事業 

 

【教育センター】 

学校教育部各課及び教育セ

ンターが連携し、不登校のた

めの家庭・学校・関係機関の

ネットワークづくりを支援

するとともに、教職員及び保

護者向けのリーフレットを

作成し、不登校児童生徒に対

応する取り組みを充実させ

る。 

担 当 者 会

議、拡大会

議を行う 

不登校支援

について、

研究協議を

進める 

中学校の適応指導教

室の運営方法や小学

校内の支援体制の実

態把握を行った。ま

た、不登校を予防する

ための対応マニュア

ル等について協議し、

各学校がマニュアル

に沿って予防に努め

るよう啓発を行った。

Ａ

生徒指導推進事業

（不登校指導訪問） 

 

【指導課】 

不登校対策の充実を図るた

めに研修会を実施し、小中学

校に訪問指導することによ

り、対策を協議し検討する。

不登校対策

主任会の開

催や訪問指

導を実施す

る 

不登校児童生徒の支

援として外部機関と

の連携協力ができつ

つある。また、学校に

よっては不登校支援

の体制づくりが整っ

てきた。 

Ａ

２ 不登校対策の

ための家庭・学

校・関係機関の

ネットワーク

づくりを進め

ます 

適応指導教室運営

事業 

（訪問員派遣） 

 

【教育センター】 

大学院生による不登校児童

生徒の家庭への訪問支援を

実施し、訪問員との交流を通

して意欲の回復と興味・関心

の広がりを図ることで学校

復帰を目指す。 

家庭におい

て、不登校

児童生徒の

話し相手、

遊び相手と

しての交流

を 図 り 、

個々の児童

生徒に応じ

た支援を行

う 

不登校児童生徒の家

庭に、延べ６５回訪問

を行った。訪問員と児

童生徒がかかわりを

もつことで、児童生徒

の情緒の安定や自信

の回復が図られ、学校

復帰や部分復帰の一

助となった。 

Ａ

 

２．施策の成果 

（１）施策の成果を見るポイント 

不登校児童生徒の状況 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

不登校児童生徒の出現率 
小学校 0.39％ 

中学校 2.97％ 

小学校 0.３２％ 

中学校 2.６４％ 

小学校 0.29％ 

中学校 2.84％ 

目標設定理由 

市川市は、全国の数値と比較して不登校児童生徒の出現率は低い状

況にある。 

しかしながら、中学校で表出していた生徒指導上の諸問題の低年齢

化、家庭の保護能力の低下など、課題の解決が大変に難しいものもあ

り、小学校では、増加傾向であった。 

今後も継続的な対応が必要な課題であるため、設定値を見直し、小

学校で 0.0３％減／年度、中学校では２５年度には近年の最低出現率

２.５６％以下を目指し、0.0９％減／年度を目標値として設定した。
１ 

現状分析 

【指導課】 

市川市の不登校児童生徒出現率は、小・中学校ともに前年度をわず

かに下回ったものの、依然、県内・管内比較では高い数値となってい

る。学校だけでなく家庭の問題、また発達障害を疑われるケース、ネッ

ト依存、虐待などもみられ、福祉の手が必要な場合もある。不登校の

状況を変えていくためには、児童生徒の生活環境を整え、学校に居場

所をつくり、安心して学校に通える地域ぐるみの支援が必要と考え

る。そのためには、今後もいっそう情報の提供、各課の連携が求めら

れる。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

○ その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 
 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、不登校の児童生徒数を減少させていくために、保護者との連携を図るとと

もに、関係機関との連携で生活環境を整え、また、学校の居場所つくりを推進し、安

心して学校に通えるための支援が必要と考える。そのためには今後もいっそう情報の

提供、各課の連携が求められる。 
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3-2-3 子どもや保護者を支援する相談体制の充実 

子どもや保護者が早期に相談できる環境づくりや教育相談の質的向上を図るために、

ニーズに応じた窓口の設置や相談員の養成・研修などを進め、相談体制のいっそうの

充実に取り組みます。また、学校内の相談体制の充実を図るために、各学校へ相談員

を配置するとともに、教職員の研修機会の拡充をします。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

教育相談事業 

 

【教育センター】 

保護者の子育てに関する悩

みに対して、専門的見地から

相談活動を教育センターに

おいて行う。 

悩みを抱えた子どもに対し

てカウンセリングや心理療

法などを行い、悩みの解消を

図る。 

子どもや保

護者のニー

ズに応じ、

専門的見地

からカウン

セリングや

心理療法な

どきめ細か

な相談活動

を実施し、

悩みの解消

を図る 

相談延べ回数５７７８

回 、 相 談 延 べ 人 数

７７２人（うち新規

４５４人）を実施し

た。相談室内の連携機

能を強化して保護者

のニーズにきめ細か

に対応するとともに、

学校、関係機関との連

携を推進し、相談活動

の充実を図った。 

Ａ

ほっとホッと訪問

相談 

《３－２－２再掲》 

 

【教育センター】 

不登校などの児童生徒及び

保護者からの依頼により、電

話、面接相談のほか自宅など

へ依頼者の都合に合わせて

訪問相談活動を行う。 

不登校など

の相談を受

け、電話、

面接、訪問

などを行い

ながら課題

の 解

決に向けて支援

家庭・学校への訪問

90回、電話相談137

回、来所相談 96 回を

実施した。相談内容は

不登校 276 件、その

他 47 件で、保護者の

相談ニーズに迅速・柔

軟に対応した。学校と

の連携を第一に、必要

に応じて教育相談や

ふれんどルームと連

携し、課題解決を図っ

た。 

Ａ

1 相談ニーズに

応じて、相談し

やすい相談体

制の整備を図

ります 

少年相談事業 

 

【地域教育課 

（少年センター）】 

６歳から２０歳未満の少年

やその保護者を対象に、電

話、ｅメール、面接などによ

る相談活動を幅広く行う。 

相談窓口を

開設し、電

話相談・ｅ

メ ー ル 相

談・面接相

談 で 対 応

し、木曜は

19 時まで

電話相談を

延長して行

う 

相談の内容によって

は、学校と連携を密に

し、迅速な情報提供を

行い、また市長部局の

相談担当、県の相談関

係とも連携している

ので、効果的に相談事

業が行えた。 

Ａ
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幼児教育相談事業 

《３－１－３再掲》 

 

【就学支援課】 

公私立幼稚園の特別支援教

育を図るため幼児教育相談

員（特別支援教育の有識者）

を配置し、各園へ訪問して

個々の園児に対応した教諭

への適正な指導や保護者か

らの相談業務を実施するこ

とで、幼稚園における特別支

援教育の充実を図る。 

相談員４名

体制で公立

８園、私立

３２園を対

象に巡回す

る 

公私立幼稚園の特別

支援教育の推進を図

るため、幼児教育相談

員４名により、公私立

幼稚園２９園を巡回

し、延べ 1,038 件の

相談に応じた。 

Ａ

２ 小中学校の相

談室の活用を

進めます 

ラ イ フ カ ウ ン セ

ラー設置事業 

《３－２－２再掲》 

 

【指導課】 

全小中学校にライフカウン

セラーを配置して、学校にお

ける児童生徒の精神的な悩

みに対して適切に対応し、自

己解決を支援する。 

中学校区の

連携により

さらなる相

談体制の充

実を図る 

中学校区のライフカ

ウンセラーを中心と

した相談体制づくり

が整ってきた。相談室

は生徒の居場所づく

りや対人関係の相談、

保護者対応に大きく

貢献している。小学校

は不登校児童に対し、

ゆとろぎ相談員が対

応することが多いが、

週３日５時間の勤務

であるため、勤務時間

以外は養護教諭、管理

職が対応する場合も

ある。 

Ａ

教職員研修事業 

（専門性を高める

取り組み） 

《１－１－１再掲》 

 

【教育センター】 

教職員の職務や経験、専門

性、課題などに応じて研修会

を実施して、指導力の向上を

目指す。 

教職経験年

数に応じた

層別研修、

職 務 別 研

修、希望研

修の企画・

運営を進め

る 

若年層教員の指導力

向上、中堅層教員のミ

ドルリーダー育成な

どを中心に７５講座、

延べ３,９４４名の参

加者があり、研修会後

のアンケートでは肯

定的な意見が９８％

であった。 

Ａ３ 教職員の研修

を進めます 

出前研修 

 

【教育センター】 

幼小中特別支援学校の要請

に応じて、主に教育委員会職

員が直接幼稚園・学校に出向

き、講話・演習・校内各種部

会への参加などの実践的な

講座を実施することで、現実

的な諸問題の課題解決のた

めの一助とするとともに、教

職員の資質の向上を目指す。

出前研修の

内 容 の 精

選・整理を

行い、文書、

リーフレッ

ト等で周知

を図る 

研修を実施

する 

校長会で説明を行う

とともに、文書で通知

した。35 件の実績を

あげた。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

児童生徒、保護者、それぞれのニーズに応じた相談しやすい相談体制の整備状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育センター】

「相談しやすい体制が整備されて

いる」と回答する相談者の割合

（教育相談） 

９７％ ９８％ ９８％ 

目標設定理由 

教育相談の内容は多様化しているが、ニーズに対応した相談を行っ

ている状況から２３年度９７％の達成率を得た。 

今後も広報活動に努め、２３年度の現状を維持しつつ、さらなる向

上を目指し、目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【教育センター】 

目標の９８％を達成することができた。相談に来て継続している方

へのアンケートなのでよい評価を得られたところもあると考えられ

る。自由記載の中に学校との連携を望む回答があった。今後連携によ

り個々の課題の早期解決を図る必要がある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

「学校は相談しやすい体制になっ

ている」と回答する保護者の割合 
７９％ ８４％ ８２% 

目標設定理由 

学校が、保護者にとって相談しやすい体制であることは大切であ

り、１００％を目指したいところであるが、保護者の多様化など、相

談環境にも様々な課題がある。 

そこで、２５年度には９０％となるよう段階的に目標値を設定し

た。 

2 

現状分析 

【指導課】 

便りや行事を通して開かれた学校の取り組みを実践してきた結果、

目標値にかなり近づいた結果となった。これまでの取り組みを継続し

つつ、相談窓口を校務分掌に位置付けるなど、新しい取組みも視野に

入れていくことが必要である。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-2-4 海外からの子どもたちへの支援 

市川市には日本語の指導を必要とする海外からの子どもが多く在籍しています。各

学校で教育が十分に受けられるようにするために、日本語指導をはじめ、生活全般に

関する指導を充実します。また、通訳などの支援ボランティアの養成と活用を図りま

す。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 通訳などの支

援をする講師

を派遣します 

国際理解推進事業

（帰国子女・外国人 

児童生徒教育） 

 

【指導課】 

外国人の保護者が学校から

の情報を理解し、また学校も

保護者のニーズに応えるた

め、通訳を配置して相互理解

を進める。 

学校のニー

ズに応じた

派遣と資質

向上のため

の研修会を

実施する 

ほぼ要望どおりの派

遣ができている。ま

た、研修についても県

教育委員会と市教育

委員会で実施する５

回の研修に担当教員

が参加し、指導力の向

上を図ることができ

た。 

Ａ

2 日本の生活や

文化も含めて、

個別に対応で

きる支援体制

の整備を進め

ます 

教職員対応マニュ

アル等作成事業 

 

【指導課】 

教職員を対象とした初期段

階の対応マニュアルと子ど

もを対象とした教材を作成

する。 

外国人児童

生徒担当教

員及び通訳

講師と連携

を図りなが

ら、初期段

階の対応マ

ニュアル・

教材作成を

開始する 

文部科学省や県教育

委員会で作成された

マニュアルで十分対

応できている。今後

は、学校で作成したマ

ニュアルの紹介など

情報交換を行ってい

きたい。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

海外からの子どもたちへの支援をコーディネートする取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

教職員を対象とした初期段階の対

応マニュアルと子どもを対象とし

た教材の作成の進捗状況 

情報を収集した 教材の作成開始 各学校の情報交換

目標設定理由 

小学校 6 校、中学校 2 校に外国人児童生徒のための通級学級があ

る。 

それぞれで作成している資料を検討し、本市における初期段階の対

応マニュアルを作成することを目標とする。 

１ 

現状分析 

【指導課】 

文部科学省・県教育委員会が作成している対応マニュアルの活用で

対応している。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-2-5 教育機会均等の確保 

教育機会の均等を確保するため、就学援助や奨学金などの制度を活用して、経済的

に就学困難な子どもに関わる就学を援助します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 就学援助など

の制度を活用

して、教育機会

均等の確保に

努めます 

就学援助 

 

【就学支援課】 

就学に必要な経費の援助、入

学に必要な準備金の調達が

困難な保護者への貸付を実

施し、教育機会の均等を図

る。 

就学援助・

入学準備金

の貸付を継

続する 

就学援助は 3,043 人

に実施、入学準備金は

124 人に貸付けし

た。（3/26 現在実績）

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

就学援助などの制度の認知状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

就学援助などの制度に関する認知

状況 
５５％ ６０％ ５２％ 

目標設定理由 

就学援助制度に関しては、新入学する児童・生徒の保護者に対し制

度紹介文書を配布、在校するすべての児童・生徒の保護者にも文書を

配布、さらに広報いちかわにも年３回の周知記事を掲載。 

入学準備金貸付制度は、対象が高等学校生徒以上で、市内すべての

公立及び私立の中学校と高等学校にチラシとポスターを配布し、保護

者へ周知しており、さらに広報いちかわにも年２回の周知記事を掲載

しているところである。 

これら援助制度は、経済的な理由を持たない家庭は、無関心という

事情から認知していない場合も考られるが、すべての児童・生徒が教

育を受ける機会を逸してしまう家庭がないよう、全ての保護者に対

し、引き続き周知徹底を図り、24 年度は 60％を、25 年度には 70％

超を目標値として設定した。 

１ 

現状分析 

【就学支援課】 

広報、市ホームページ、文書配布を周知手段として十分に取り組ん

できたと考えているが、今後も目標値の上昇に向けて周知を図ってい

く。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-3-1 危険回避能力などの育成 
 

子ども自身が命を守る力を身に付けるために、遊びや体験を通して、危険を早く察

知する能力と未然に回避する能力の育成に取り組みます。また、子どもの発達段階に

即した防犯・防災・交通安全教育を関係機関と連携して実施します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

安全・安心な学校づ

くりの推進 

（ セ ー フ テ ィ ス

クールプランの作

成及び活用） 

 

【保健体育課】 

児童生徒の「生活安全」「交

通安全」「災害安全」につい

ての振興を図る。児童生徒

が、安心して学校生活を送る

ことができるよう、学校安全

の取り組みを計画的に推進

する。 

セーフティ

スクールプ

ランの見直

しを行い、

活用する 

各学校がセーフティ

スクールプランを作

成することにより、学

校安全に対する意識

が向上し、学校安全の

取組を計画的に実施

することができるよ

うになった。 

Ａ1 子ども自身が

自分の身を守

る力を身に付

けるための体

験的な活動や

学習を進めま

す 

安全・安心な学校づ

くりの推進 

（安全主任研修会） 

 

【保健体育課】 

児童生徒の「生活安全」「交

通安全」「災害安全」につい

ての振興を図る。児童生徒

が、安心して学校生活を送る

ことができるよう、研修会を

実施し、効果的で系統的な安

全教育を推進する。 

交通安全教

育、防犯、

防災教育な

どの推進の

ための研修

会を実施す

る 

安全主任研修会を２

回（交通安全・災害安

全）実施した。交通安

全では、自転車の乗り

方を、災害安全では見

直しが必要な訓練や

計 画 を 各 中 学 校 ブ

ロックで協議した。 

Ａ

2 関係機関と連

携した交通安

全教育や防災

教育を進めま

す 

関係機関と学校の

コーディネート 

 

【保健体育課】 

児童生徒の「生活安全」「交

通安全」「災害安全」につい

ての振興を図る。児童生徒

が、安心して学校生活を送る

ことができるよう、さまざま

な施策を実施し、安全・安心

な学校づくりを推進する。 

市の関係課

や警察・消

防と連携を

図り、学校

を支援する 

行政や関係機関と連

携した研修を実施す

ることにより、各学校

の安全教育や安全管

理などの充実を図る

事ができた。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

安全教育の取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

安全教育の実施状況 

交通安全教育 

１００％ 

防災教育 

１００％ 

防犯教育 

８９％ 

（２２年度の現状）

交通安全教育 

100％ 

防災教育 

100％ 

防犯教育 

100％ 

交通安全教育 

１００％ 

防災教育 

１００％ 

防犯教育 

８６％ 

目標設定理由 

交通安全教育、防災教育、防犯教育は、計画的及び継続的に毎年実

施することが重要である。 

このことから、毎年度１００％の実施を目指して、目標値を設定し

た。 

１ 

現状分析 

【保健体育課】 

 交通安全、防災については、目標をクリアした。 

 防犯教育の８６％という結果については、防犯に関する訓練の実施

率であり、子どもたちの防犯に関する指導は十分に行われている。 

防犯に関する訓練の実施については、各学校における防災関連の避難

訓練（火災、地震、津波等）に重点が置かれた結果である。 

 ３つの分野の安全教育が、バランスよく実施されるように計画する

ことが課題である。 

 
３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 
実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-3-2 子どもの安全・安心を確保する家庭・学校・地域の取り組みの推進 
 
家庭・学校・地域の協力体制のもと、学区域ごとのネットワークをつくり、登下校

時のパトロールを強化するとともに、不審者に関する情報を迅速に共有する体制を整

え、子どもの安全確保の取り組みを実施します。また、災害時の安全についても取り

組みの充実を図ります。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

安全・安心な学校づ

くりの推進 

（通学路） 

 

【保健体育課】 

児童生徒の登下校や校外で

の交通安全が確保され、安心

して生活ができる学校づく

りを推進する。 

通学路の指

定解除及び

通学路の安

全を確保す

るための要

望に対応す

る 

家庭・学校・地域が一

体となって通学路や

学区周辺の点検・巡回

を行った。また、児童

生徒の安全確保のた

めに必要な交通安全

施設の整備を行った。

Ａ

青色防犯パトロー

ル 

 

【指導課 

（安全政策担当）】 

各学校で青色防犯パトロー

ルの充実を図るとともに、Ｐ

ＴＡ・地域住民による青色防

犯パトロール隊を組織し、学

校配備車を使ったパトロー

ル実施モデル校の推進を図

る。 

小学校で組

織するＰＴ

Ａ、地域住

民によるパ

トロール隊

を拡大する 

現在、１１校の小学校

で組織するＰＴＡ、地

域 住 民 に よ る パ ト

ロール隊を結成し、パ

トロールを実施し成

果をあげている。希望

している学校には啓

発していきたい。 

Ａ

「かけこみ110番」

などの PTA の取り

組み 

 

【生涯学習振興課】 

児童生徒の防犯対策として

ＰＴＡ連絡協議会と連携を

図り、学区の近隣地域に協力

を仰ぎ「かけこみ 110 番」

を設置し、安全確保に努め

る。 

各ＰＴＡに

「かけこみ

110 番」の

プレートの

配付を行う 

「かけこみ１１０番」

のプレートを２２校

に６００枚追加配布、

他に協力企業に２００

枚配布し、子ども達の

安全な逃げ場を確保

するなど、地域ぐるみで

の防犯活動を促進した。

Ａ

1 地域で子ども

の安全を確保

する取り組み

を進めます 

少年補導活動 

 

【地域教育課 

（少年センター）】 

街頭での補導活動を通して、

非行の早期発見及び非行防

止に努める。 

計画補導、

地区補導、

その他祭礼

パトロール

や夜間特別

補導などを

実施する 

少年補導員が、繁華

街、遊技場、大型店舗、

公園等を巡回し補導

活動を行うことによ

り、少年の問題を早期

発見し、非行防止、少

年を取り巻く社会環

境浄化活動に努めた。

Ａ

2 安全に関わる

情報を家庭や

地域で共有で

きるしくみを

整えます 

地域安心安全情報

共有システム事業

を周知する取り組

み 

【地域教育課 

（少年センター）】 

不審者などの情報を、携帯電

話やパソコンにメール配信

し、子どもの安全確保に努め

る。 

登録者の拡

充と、迅速

な情報の提

供をする 

不審者などの情報を

各学校・市役所関係諸

機関へメール配信し

たり、発生地マップを

作成し地域の健全育

成会議等で情報を提

供したりして子ども

の安全確保に努めた。

また、必要に応じて市

川市メール情報サー

ビスにより、情報を e

メールで発信した。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

家庭・学校・地域の行っている取り組みの連携を図る体制整備の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

安全について地域との協力を図っ

ている学校の割合 

１００％ 

（１０月現在） 
１００％ １００％ 

目標設定理由 

現在、子どもの安全・安心を確保する取り組みは、全ての学校で、

地域と協力して進められている。 

今後も地域と連携した取り組みの継続が必要であることから、現状

を維持することを目指して目標値を設定した。 １ 

現状分析 

【指導課】 

 現在、子どもの安全・安心を確保する取組みは、全ての学校で、地

域と協力して進められている。 

 どの学校も公用車が配備されているのに伴い、登下校のパトロール

や青色防犯パトロールを実施したり、また PＴＡ活動の一環としても

取り組んでいた。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

いざという時に、自分が逃げ込む

「かけこみ 110 番」の家を知って

いる児童生徒の割合 

８０％ 100％ ７９％ 

目標設定理由 

子どもの安全・安心を確保する取組みの一つとして、かけこみ

１１０番を設けている。 

子どもたちが、身の危険を感じたときに避難できる場所を知ってい

なければ、回避することは困難であり、全員が知るべきことであるこ

とから、100％を目指して目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【保健体育課】 

 安全主任研修会等で、子どもの安全・安心を確保する取組を

紹介している。 

 現状は、昨年度とほぼ同様であるので、より周知徹底できる

ような手立てを検討していく必要がある。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

地域との連携による青色防犯パト

ロールに取り組んでいる学校数 
１０/５６校 １５/５６校 １１/５６校 

目標設定理由 

学校・PTA・地域住民による青色防犯パトロール隊の組織・運営を

希望する学校が増えている。 

そこで、学校・地域の状況に応じて拡大を図ることとし、５校増／

年度を目指して目標値を設定した。 
3 

現状分析 

【指導課】 

 学校・PTA・地域住民による青色防犯パトロール隊の組織・運営を

希望する学校が増えている。 

 学校・地域の状況に応じて拡大を図ることとしていたが、１校増に

とどまった。さらに希望している４校に働きかけていきたい。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-3-3 放課後の子どもの居場所づくりの推進 

子どもがいつでも安心して遊ぶことができるように、地域と連携して子どもの活動

拠点を設け、健全な育成を図ります。共働き家庭などの子どもに対しては、放課後や

夏休みなどの長期休業中の居場所づくりの充実を図ります。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 放課後や夏休

みなどの子ど

もの居場所づ

くりを進めま

す 

放課後保育クラブ 

 

【青少年育成課】 

保護者が共働きなどにより、

昼間家庭にいない概ね 10

歳未満の児童に対し、放課後

などに小学校の余裕教室な

どを活用して適切な遊び及

び生活の場を提供して健全

育成を図る。 

小学校及び

近隣地域で

の場所の確

保・整備を

推進する 

小学校内で場所を確

保して、整備を行い、

待機児童を出すこと

なく運営できた。 

Ａ

2 地域の中で安

心して遊べる

場所の確保を

進めます 

子どもが安心して

遊べる新たな場所

の検討 

 

【青少年育成課】 

子どもが安心して遊べる場

所や方法などを関係各課と

協議し検討する。 

こども館運

営事業との

連携を図る 

こども館とビーイン

グが位置的に近い２

箇所では、月行事予定

表の交換をして、お互

いの施設に掲示した。

子ども達が自分の意

思で遊び場を選択で

きる環境ができた。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

放課後や夏休みなどの子どもの居場所づくりの利用状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【青少年育成課】

放課後保育クラブの入所希望児童

数に対する入所児童数の割合 
９９.９％ １００％ １００％ 

目標設定理由 

毎年、入所希望者数の増加が見込まれる現状の中で、待機児童を出

さないことは重要な課題であることから、余裕教室や他の公共施設の

活用等により定員増を図り、待機児童を出さないことを目指して、目

標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【青少年育成課】 

入所希望者は増加したが、施設を確保し定員増を図ったことで、待

機児童を出さないという目標が達成できた。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-3-4 学校の危機管理体制の充実 

子どもが安心して学校生活を過ごすことができるように、地震や火災時などの危機

管理を確実に実施します。また、学校への不審者侵入防止を徹底するとともに、緊急

時の対応や情報の管理を的確に行います。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

1 学校の危機管

理体制の整備

を支援します 

安全・安心な学校づ

くりの推進 

（ セ ー フ テ ィ ス

クールプランの作

成及び活用） 

《３－３－１再掲》 

 

【保健体育課】 

児童生徒の「生活安全」「交

通安全」「災害安全」につい

ての振興を図る。児童生徒

が、安心して学校生活を送る

ことができるよう、学校安全

の取り組みを計画的に推進

する。 

セーフティ

スクールプ

ランの見直

しを行い、

活用する 

各学校がセーフティ

スクールプランを作

成することにより、学

校安全に対する意識

が向上し、学校安全の

取組を計画的に実施

することができるよ

うになった。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

学校内で起こる緊急事態に対応するためのセーフティスクールプランの活用を図る取
り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【保健体育課】 

セーフティスクールプランの活用

の状況 

５１/５６校 

（１０月現在） 
５６/５６校 ５６/５６校 

目標設定理由 

セーフティスクールプランは、安全・安心な学校づくりに欠かせな

い内容であることから、全学校において実施されることを目指して目

標値を設定した。 
１ 

現状分析 

【保健体育課】 

 年間２回の進行管理を実施した結果、目標はクリアした。各学校の

安全計画と本プランの活用が効果的に行われるように検討していく

ことが必要と考える。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-3-5 いじめ、暴力行為などへの対応の強化 

いじめや暴力行為などの早期発見、早期対応を図るために、教職員と子どもとの信

頼関係を構築するとともに、家庭・学校・地域・関係機関との連携を強化します。ま

た、いじめや暴力行為を防止するために、パトロールの強化や学校内外における相談

体制の充実を図ります。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

ラ イ フ カ ウ ン セ

ラー設置事業 

《３－２－２再掲》 

 

【指導課】 

全小中学校にライフカウン

セラーを配置して、学校にお

ける児童生徒の精神的な悩

みに対して適切に対応し、自

己解決を支援する。 

中学校区の

連携により

さらなる相

談体制の充

実を図る 

中学校区のライフカ

ウンセラーを中心と

した相談体制づくり

が整ってきた。相談室

は生徒の居場所づく

りや対人関係の相談、

保護者対応に大きく

貢献している。小学校

は不登校児童に対し、

ゆとろぎ相談員が対

応することが多いが、

週３日５時間の勤務

であるため、勤務時間

以外は養護教諭、管理

職が対応する場合も

ある。 

Ａ１ 学校でのいじ

め・暴力行為を

未然に防ぐ取

り組みを進め

ます 

少年相談事業 

《３－２－３再掲》 

 

【地域教育課 

（少年センター）】 

6歳から20歳未満の少年や

その保護者までを対象に、電

話、ｅメール、面接などによ

る相談活動を幅広く行う。 

相談窓口を

開設し、電

話 相 談 ・ e

メ ー ル 相

談・面談相

談 で 対 応

し、木曜は

19 時まで

電話相談を

延長して行う 

相談の内容によって

は、学校と連携を密に

し、迅速な情報提供を

行い、また市長部局の

相談担当、県の相談関

係とも連携している

ので、効果的に相談事

業が行えた。 

Ａ

教職員研修事業 

（生徒指導主任研

修会） 

 

【指導課】 

各学校の問題行動などに関

する情報交換や取り組みに

ついての相互理解を図る。い

じめ問題など今日的課題に

ついての研修会を通して、未

然に防止する体制を整える。

小中連携し

た指導力と

対応力を向

上させ、秩

序ある体制

の構築を図

る 

小中生徒指導主任（主

事）の意識向上をはか

るために、生徒指導主

任会の内容を吟味し、

具体的な学校対応の

事例等をあげるとと

もに、機動力のある組

織体制の構築を目指

してきた。 

Ａ２ 家庭・学校・地

域・関係機関が

連携して、いじ

めや暴力行為

を防ぐ取り組

みを進めます 

少年補導活動 

《３－３－２再掲》 

 

【地域教育課 

（少年センター）】 

街頭での補導活動を通して、

非行の早期発見及び非行防

止に努める。 

計画補導、

地区補導、

その他祭礼

パトロール

や夜間特別

補導などを

実施する 

少年補導員が、繁華

街、遊技場、大型店舗、

公園等を巡回し補導

活動を行うことによ

り、少年の問題を早期

発見し、非行防止、少

年を取り巻く社会環

境浄化活動に努めた。

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

いじめの解消に向けた取り組みの状況 

 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【指導課】 

いじめの解消率 ９６％ ９８％ ９１%（１２月末）

目標設定理由 

いじめをなくすことは、重要な教育課題であり、100％の達成を目

指して取り組まなければならない。 

基本計画の期間が終了する平成 25 年度には、１００％になること

を目指して、２％増／年度を見込んで目標値を設定した。 １ 

現状分析 

【指導課】 

 いじめは誰もが加害者、被害者になり得るという特徴がある。いじ

め事案に対し、個々に解決を図ることも大切だが、いじめの起きにく

い、またいじめの起きない学校・学級づくりをめざし、積極的な取組

を推進していくことについても指導・助言を図っていく必要がある。

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

いじめに否定的な考え方をもって

いる児童生徒の割合 
９５％ ９７％ ９６% 

目標設定理由 

いじめに否定的な考え方をもっている児童生徒の割合を増やすこ

とは、重要な教育課題であり、100％の達成を目指して取り組まなけ

ればならない。 

しかし、いじめの認知件数は、増加傾向にあり、100％の達成は困

難な状況にある。 

このことから基本計画の期間が終了する平成 25 年度には、９９％

になることを目指して、２％増／年度を見込んで目標値を設定した。

2 

現状分析 

【指導課】 

 いじめに否定的な考え方をもつ児童生徒を増やすには、学校全体で

一人一人の児童生徒が自己有用感をもち、満足した学校生活が送れる

ような取組みを進めていくことが必要である。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

 施策の実現は十分に図られてきている。 

○ 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

○ その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

取組みは進めているが、施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

今後は、いじめや暴力行為などへの対応を強化させるために、各学校に対し、関係

者からの積極的な情報収集、確実な事実確認、情報の共有化を図るよう働きかける。

特にいじめに関しては、今後もいじめ防止研修会の実施をはじめ、定期的な教育相談

の実施、中学校ブロックでのいじめ撲滅キャンペーンの拡大等を図ることで、いじめ

の早期発見、早期対応、いじめの起きにくい学校・学級づくりをめざす必要がある。
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3-3-6 安全で質の高い教育環境の整備 

安全な教育環境の実現のために、学校と社会教育施設の耐震補強工事を進めます。

また、各施設の老朽化に伴う改修を計画的に行います。質の高い教育環境の実現のた

めに施設のバリアフリー化などを進め、生活環境を整えるとともに、緑化や自然エネ

ルギーの導入など、環境を考慮した教育施設を整備します。また、人口動向や地域の

現状、学校施設の状況をもとにした学校の教育環境の整備を進めます。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

１ 耐震補強を進

めます 

耐震補強工事 

 

【教育施設課】 

公共施設の改修年次計画に

基づき、校舎や体育館などの

耐震補強改修工事を行う。 

小学校校舎

11 棟・中学

校校舎 5 棟

の工事を実

施する 

地震に対する安全性

を高めるため校舎の

耐震補強工事を行い、

耐震性の向上を図っ

た。 

Ａ

2 バリアフリー

化を推進しま

す 

小中学校営繕事業 

 

【教育施設課】 

児童生徒が安全かつ快適に

利用できるよう、施設の整備

を行う。 

小 学 校 ５

校、中学校

2 校のトイ

レ改修を実

施する 

身障者トイレを設置

し、不便を感じないで

生活できるようにト

イレの段差を解消し

た。また、洋式トイレ、

手すりの設置を行っ

た。 

Ａ

３ 自然エネルギ 

ーや環境を考 

慮した施設の 

整備を進めま 

す 

小中学校営繕事業 

 

【教育施設課】 

児童生徒などの安全面・衛生

面・環境面を考慮し、省エネ

設備など機器への改修・整備

計画を策定し、計画的な教育

環境の整備を行う。 

照明器具の

人 感 セ ン

サーなどに

よる自動消

灯設備を設

置する 

トイレ改修工事に併

せて、自動照明設備を

設置することにより

環境に配慮した施設

整備が推進できた。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

校舎や体育館などの耐震補強改修工事の進捗状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育施設課】 

改修年次計画に基づく耐震補強棟

数 対象１１７棟 

７３棟(１４棟) 

耐震補強の実施率 

６２% 

８９棟(１６棟) 

耐震補強の実施率 

７６% 

８９棟 

(１６棟) 

耐震補強の実施率

７６% 

目標設定理由 耐震改修年次計画に基づき、目標値を設定した。 
１ 

現状分析 

【教育施設課】 

地震に対する安全性を高めるため小・中学校１６棟の校舎の耐震補

強工事を行い、耐震性の向上を図った。 

（  ）は年度毎の補強棟数 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-4-1 生涯学習機会の充実 

一人ひとりに十分な文化・スポーツ活動の機会や学習情報を提供するため、情報発

信を積極的に行うとともに、相談体制の充実を図ります。また、大学など高等教育機

関や民間企業などとの連携を図りながら、多様な学習機会の拡充に努めます。さらに、

関係機関と連携することにより、さまざまな分野で学んだ成果を地域で活かすことの

できる機会を充実します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

生涯学習推進体制

整備事業 

（生涯学習相談体

制の充実） 

 

【生涯学習振興課】 

市民の多様な学習ニーズに

対応できる相談窓口を設置

し、相談活動の充実を図る。

生涯学習振

興課の相談

窓口を広く

市民に周知

し、相談活

動を実施す

る 

生涯学習相談や相談

窓口のＰＲをイベン

ト等で実施し、市民へ

の周知を図った。ま

た、広報いちかわ等で

各課の実施講座等の

情報収集を行い、市民

の生涯学習に関する

相談に活用した。 

Ａ１ 文化・スポーツ

活動を含めた

生涯学習に関

する相談体制

の充実を進め

ます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（情報発信の充実） 

 

【生涯学習振興課】 

行政・高等教育機関などの事

業の開催情報をまとめた生

涯学習情報を、広く市民に提

供する。 

生涯学習情

報を市民に

提供する 

還暦式において生涯

学習機会についての

プレゼンテーション

を行い、市川市内の生

涯学習施設を網羅し

たマップをもとに、参

加者に対して生涯学

習への意欲を喚起す

ることができた。 

Ａ

２ 学んだ成果を

活用する機会

提供の支援を

進めます 

公民館主催講座活

動事業 

（学んだ成果を活

かす機会の提供） 

 

【公民館センター】 

公民館サークルの講師や会

員の中から公民館主催講座

の講師などとして、学んだ成

果を主催講座の実施に活用

する。 

学んだ成果

を活用し、

市民ニーズ

に合った主

催講座を企

画する 

サークル活動から学

んだ成果を公民館主

催講座の講師として

活かしていく環境に

は至らず、個々の活動

の充実に止まってい

る。 

Ｂ

３ 教育施設や高

等教育機関、企

業などと連携

した生涯学習

機会を提供し

ます 

市民アカデミー講

座 

 

【生涯学習振興課】 

市民が学んだ成果を地域社

会活動に活かすことを目的

とし、市内３大学と連携を図

り、年間テーマに基づき講座

を開催する。 

３大学（千

葉 商 科 大

学、和洋女

子大学、昭

和学院短期

大学）と連

携し、講座

を開催する 

３大学（千葉商科大

学、和洋女子大学、昭

和学院短期大学）と連

携し、各大学 10 回の

講座を実施した。前年

度より受講者定員を

30 名増の 210 名と

し 、 全 体 出 席 率 も

70％を超えることか

ら、講座が市民に定着

しているものと考え

られる。 

Ａ
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少年自然の家主催

事業 

 

【地域教育課 

（少年自然の家）】 

子どもから大人までの幅広

い年代を対象とした体験活

動や創作活動などの主催事

業を開催することにより、市

民が体験できる場を提供し、

生涯学習活動を推進する。 

関係機関と

の連携を密

にし、PR 活

動の工夫・

改善を図る 

主催事業全体の定員

に対する参加率が前

年度比 2.0%向上し

た。満足度においても

すべての主催事業で

90% 以 上 の 方 か ら

「満足」と回答を得る

ことができた。 

Ａ

天体・プラネタリウ

ム事業 

 

【地域教育課 

（少年自然の家）】 

プラネタリウムの一般公開

やプラネタリウムの投影や

天体観望などを通して、天体

学習の機会を提供する。 

関係機関と

の連携を密

にし、PR 活

動の工夫・

改善を図る 

天体･プラネタリウム

関係の主催事業の定

員に対する参加率は

66.3%と全体の主催

事 業 の 参 加 率

61.1%に比べ高い結

果となった。プラネタ

リウム一般公開利用

者も前年度比 7.9%

の増加が見られた。 

Ａ

プラネタリウムコ

ンサート事業 

 

【地域教育課 

（少年自然の家）】 

プラネタリウムによる星空

の投影のもと、プロの演奏家

などによる演奏を聴く機会

を提供する。 

関係機関と

の連携を密

にし、PR 活

動の工夫・

改善を図る 

プラネタリウムコン

サ ー ト は 前 年 度 比

17%増の 274 名の

参加があり、すべての

項目(演奏、星の話、

スタッフ対応)におい

て 90%以上の満足

度を得ることができ

た。 

Ａ

学校施設開放事業 

《２－３－２再掲》 

 

【地域教育課】 

地域住民や子どもたちの活

動の場として、プールや校

庭、教室などを開放し、地域

の生涯学習活動や子どもの

健全育成活動、異世代間交流

などを推進する。 

学校の体育

施設などの

効率的な利

用を推進し

て、地域住

民や子ども

た ち の ス

ポーツ、文

化活動の充

実を図る 

環境や利便性の良い

学校は、平日の夜間及

び土・日曜日の利用状

況に空きがない状況

となっている。また、

東日本大震災後は、照

明使用料が減額傾向

となっているが、利用

者の節電に対する認

識が高まっているこ

とが考えられる。 

Ａ

  

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

生涯学習に関する相談体制の整備状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

生涯学習に関する情報発信や相談体制

（現在、生涯学習に関わっていない

人も含めて「生涯学習を始める、

または進めるにあたって、十分な

情報発信や相談体制がある」と回

答する人の割合〔市民意向調査〕） 

４３％ ４４％ ４６％ 

目標設定理由 

市民一人ひとりが生涯を通して学び続けることのできる学習環境

を実現するためには、市民の意向を取り入れながら、相談体制を充実

していくことが大切である。 

新たな指標であるため、現状の調査結果の４３％を踏まえ、１％増

／年度を目指し、目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

目標を上回る成果を達成することができた。広報「いちかわ」によ

る告知やホームページの内容を充実することで引き続き、市民のニー

ズに応えていきたい。 

 
 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

○ 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、公民館主催講座活動事業の進め方においてサークルで学んだ成果を活かす

ため、プレ講座の講師や発表会の開催など、学んだ知識、経験を実践（活用）につな

ぎやすくする仕組みづくりの検討が必要である。 
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3-4-2 図書館・博物館などの活用を通じた学習活動の推進 

誰もが利用しやすい図書館サービスを提供するため、蔵書の収集やレファレンス

サービスの充実、図書館ネットワークのいっそうの活用を図ります。また、郷土市川

について学ぶ機会の拡充を図るため、行政資料や地域資料の積極的な収集を進めます。

さらに、博物館のもつさまざまな機能を活用し、体験活動の充実や、講師派遣などの

教育普及サービスを活かした学習活動を推進します。子どもの学習活動を支援するた

め、図書館・博物館などの社会教育施設と学校との連携を図ります。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

図書館の運営に関

する中期計画の策

定と運用 

（図書館運営事業） 

【中央図書館】 

中期計画として、これからの

図書館経営及び政策展開の

方向性を示し、計画的運営を

図る。 

「市川市立

図書館中期

計画」に基

づき実施す

る 

中期計画に基づき、図

書館電算システムの

整備を行い、利便性が

向上した。 

Ａ１ より利用しや

すい図書館の

運営環境の整

備を進めます 

図書館運営事業 

（資料輸送・自動車

図書館運行・返却ポ

スト設置等、レファ

レンスサービス） 

 

【中央図書館】 

図書館の利用機会の充実を

図るため、図書館サービスを

効率化しサービスの充実を

図り、図書館ネットワークの

拡大を図る。 

図書館未設

置地域への

図書館設置

の検討や自

動車図書館

の巡回、返

却ポストの

設置、関連

施設等との

連携を進め

る 

自動車図書館の運行

コースの見直しを行

い、利用者数が増加し

た。また、工事に伴う

大野公民館図書室長

期休室に対し、公民

館、大柏出張所と緊密

に連携して臨時受付

を設置し、図書館サー

ビスの維持に努めた。

Ａ

２ 図書館資料を

充実します 

図書等整備事業 

 

【中央図書館】 

生涯学習社会に即応し、最新

の情報を市民の多様なニー

ズに沿って提供するために、

図書館資料の幅広い収集、蔵

書の更新など、図書館資料の

充実を図る。 

図書資料、

視聴覚資料

の充実及び

電磁的な記

録を含む多

様な情報源

の充実を図

る 

蔵書構成に関する会

議を定期的に実施し、

計画的に資料の充実、

蔵書の更新を図った。

また、渡邊二郎特別コ

レクション新設に向

けて、資料の整理を進

めた。 

Ａ
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3 博物館運営の

充実に向けた

取り組みを進

めます 

博物館の運営に関

する中期計画の策

定と運用 

（博物館運営事業） 

【考古・歴史博物館】

【自然博物館】 

中期計画として、これからの

博物館経営及び事業展開の

方向性を示し、計画的運営を

図る。 

「市立博物

館 中 期 計

画」に基づ

き実施する 

施設管理・資料収集・

整理・調査研究・展示

教育普及・研修・評価

活動で概ね計画通り

に事業は実施できた

が、考古では常設展示

室の展示替えと館外

壁補修は予算の確保

ができず実施できな

かった。 

自然博物館では、計画

に沿って、親しみやす

く分かりやすい展示

に努めると同時に学

校等への学芸員の派

遣に力を入れた。入館

者の増とともに、多く

の学校等への支援が

できた。 

Ｂ

博物館調査研究・保

存事業 

 

【考古・歴史博物館】

市内の考古、歴史、民俗に関

する資料を収集し、保存する

とともに資料に係る調査研

究を行う。 

企画展関連

資料の調査

を行う 

企画展の準

備 を す る

（考古） 

考古では、平成２５年

度企画展にむけて、千

葉 県 内 関 連 遺 跡 の

データを収集した。ま

た、考古・歴史ともに

資料のデータベース

を作成した。 

Ａ

博物館調査研究・保

存事業 

 

【自然博物館】 

市内の自然に関する調査・研

究を行う。（大町自然観察園

ほかの調査） 

企画展を実

施する 

企画展「いきものの成

長」の展示テーマにあ

わせ、資料の収集、整

理および生物飼育展

示について、知見を深

め、25 年 3 月 2 日

から企画展を開催し

た。25 年 12 月 1 日

まで。 

Ａ

博物館教育普及事

業 

 

【考古・歴史博物館】

昔の生活体

験、歴史講

座・教室、

講演会を計

画し実施す

る 

自主事業・依頼事業を

含め、考古では２７種

１８４回延べ４,７２９

名、歴史博物館では

２１種２４４回延べ

４,０２５名が参加。

博物館だよりは年４

回８,８００部、リー

フレットは１０,０００

部発行。web ページ

は随時更新。 

Ａ

4 

 

博物館資料の

調査・研究・保

存、並びに教育

普及サービス

を充実する取

り組みを進め

ます 

博物館教育普及事

業 

 

【自然博物館】 

郷土の考古・歴史、民俗、身

近な自然に関心をもつきっ

かけづくりを目的として、各

種講座及び見学会、体験学習

などの教育普及事業を行う。

ま た 、 博 物 館 だ よ り や

Web ページなどで情報を発信する。

観察会・散

策会・自然

講座を計画

し実施する 

様々な対象に対応し

た観察会、散策会、講

座を 43 回実施し、

756 人の参加者が得

られた。参加者に対し

アンケートを実施、満

足度は 90％を越え、

概ね好評だった。 

Ａ
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５ ボランティア

の養成を進め

ます 

ボランティアの養

成 

 

【考古・歴史博物館】

火おこしなどのボランティ

ア指導員養成講座を実施し、

ボランティア指導員ととも

に、体験学習を支援する体制

を整える。 

指導員養成

講座を実施

する 

考古では火おこし、縄

文学習、ボランティア

指導など５４回延べ

３１６名参加。歴史で

は昔のくらし指導で

１４０回延べ３７０

名、手作りおもちゃ指

導で２回延べ３名参

加。 

Ａ

 

 

２．施策の成果 

 
（１）施策の成果を見るポイント 

中期計画に沿った運営の改善及び充実に向けた取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【中央図書館】 

【考古・歴史博物館】

【自然博物館】 

※中央図書館とり

まとめ 

中期計画策定と運用の進捗状況 中期計画の運用開始 中期計画の実施 中期計画の実施 

目標設定理由 

「市川市立図書館中期計画」及び「市立博物館中期計画」に基づき、

計画的に各事業を実施するとともに、計画期間の最終年度には、実施

事業の評価を基に次期計画を策定することを目標とした。 

１ 現状分析 

【中央図書館】【考古・歴史博物館】

【自然博物館】 

※中央図書館とりまとめ 

図書館においては「市川市立図書館中期計画」に基づき、資料の充

実を図り、図書館電算システムの整備を行った。 

博物館においては「市立博物館中期計画」に基づき、施設管理・常

設展示・企画展示等、博物館の運営を行った。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【中央図書館】 

図書館の利用者数(全 5 館 1 室月平

均) 

７２,３９５人 

（１１月現在） 
７２,９０２人 ７０,３２１人 

目標設定理由 
「市川市立図書館中期計画」に基づき、毎年 0.7％増の目標値を設

定した。 2 

⑴ 
現状分析 

【中央図書館】 

平成 23 年度 3 月末時点での月平均利用者数は 70,327 人であっ

たことから、平成 24 年度は前年度とほぼ同じ利用者数であり、目標

とした前年度比 0.7%増は達成できなかった。但し、詳細を見ていく

と、24年度に運行コースの見直しを行なった自動車図書館では1.4％

増となった。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【考古・歴史博物館】

【自然博物館】 

※考古・歴史博物

館とりまとめ 

博物館の利用者数及び行事参加者

数 

(全 3 館月平均) 

利用者 

１４，１４１人 

行事参加者 

５，７２８人 

利用者 

１４，１９０人 

行事参加者 

５，７８０人 

利用者 

１３,６４０人 

行事参加者 

５,９９４人 

目標設定理由 

利用者数は、平成 22 年度は、年度末の震災の影響などもあり、目

標を達成できていないことから、まずは、これを達成した上、さらに

増加させることを目標として目標値を設定した。 

行事参加者数は、22 年度実績を上回り続けることを目標として目

標値を設定した。 

なお、これらの設定に当たっては、体験学習等の団体利用や地域と

の連携行事を充実させることにより入館者の増加を図っていくもの

の、天候等に左右される等の不確定要素があることを考慮している。
２ 

⑵ 

現状分析 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

利用者数は減少しているが、行事参加者数は増加している。行事参

加者の満足度が高いことから、原因は入館者数であり、考古博物館担

当の企画展がなく、その分考古博物館の利用者が減少したことが、利

用者減につながった。今後、常設展示以外の展示をおこなうことで、

利用者数の増加を図りたい。 

自然博物館では、23 年度は、東日本大震災後の遠出を控えた近場

でのレジャーが多く利用者が年間 11 万人台となったが、一時的なも

のと考えられた。24 年度は、天候の不順など例年と違う人出の傾向

が見られたが、展示内容の随時更新や、動物園利用者の導入を進めた

結果、前年同様の 11 万人台の利用者となった。今後は、10 万人台

を維持したい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【中央図書館】 

図書館利用者の満足度 

(中央図書館及び市川駅南口図書館

の満足度) 

９４％ ９０％以上 ９２％ 

目標設定理由 

目標策定時点で、中央図書館９５％、市川駅南口図書館９１％であ

る。9 割を超える満足度は極めて高いと評価する。 

これを維持し、さらに高めていくことを目指して目標値を設定し

た。 

３ 

現状分析 

【中央図書館】 

中央図書館 95％、市川駅南口図書館は 88％であった。総体的に

は 9 割を超える高い評価を得た。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【考古・歴史博物館】

【自然博物館】 

※考古・歴史博物

館とりまとめ 

博物館利用者の満足度 

(「期待に沿ったものであった」と

回答する行事参加者の割合) 

９５％ ９５.５％ ９４％ 

目標設定理由 

博物館の行事には目的意識を持って参加する人が多く、期待度も大

きい。実施している観察会、講座、教室等の行事は、これに応えた内

容で充実していると思われ、満足度の高いデータを得ている。 

このことから、今後もこうした期待に応え得る行事内容を用意でき

ると考え、現状を維持しつつ、さらに向上させることを目指して目標

値を設定した。 ３ 

現状分析 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

満足度は相変わらず高いが、24 年度の数値が若干下がったのは、

考古・歴史博物館における常設展の老朽化はが著しく、資料より施設

の評価によるものと考えている。なお、新出の資料の展示などで満足

度をあげたいが、根本は、常設展展示替えよるリニューアルである。

自然博物館来館者に対する夏休み期間中のアンケート調査では、展

示内容、施設の快適度とも満足度が高い結果を得た。また、展示室内

相談コーナーや職員による利用者とのコミュニケーションなどで、リ

ピート利用が多いことが、伺える。今後も利用者の動向を把握し、適

切に対応することで、高い満足度を維持できると考える。 

 
 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-4-3 公民館を活用した地域の学習拠点づくり 

地域の学習拠点として、公民館に対する各地域のニーズや実態を把握し、公民館の

もつ機能の有効利用を図るとともに、地域に密着した公民館運営を推進します。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

公民館主催講座活

動事業 

（公民館主催講座） 

 

【公民館センター】 

現代的課題（健康都市への取

組み、子育て・家庭教育の支

援、高齢化への対応、環境問

題への対応、情報化社会への

対応、国際化への対応）や市

民ニーズ、地域の実情をふま

えた講座を開催する。 

公民館で現

代的課題や

市民ニーズ

に合った主

催講座を開

催する 

２４年度に実施した

主催講座のなかで、

９５％が広く市民に

学習機会を提供する

ことができる現代的

課題に対応をして、講

座のニーズに応える

ことができた。 

Ａ

サークルの支援 

 

【公民館センター】 

主催講座終了後にサークル

化ができるよう、受講者の公

民館活動を支援する。 

講座終了者

が公民館活

動を継続で

きるよう、

支援する 

 1０講座 

公民館主催講座より

継続した学習を望む

講座修了者にむけて

サークル化への助言

を行うことで、２７

サークルが発足した。

Ａ

1 公民館運営の

充実に向けた

取り組みを進

めます 

公民館と関係部署

の連携の推進 

 

【公民館センター】 

主催講座の講師派遣などに

ついて関係部署との連携を

強化する。 

関係部署と

の連携によ

り 、 市 民

ニ ー ズ に

合った講座

を実施する 

公民館主催講座の講

師選定において、庁内

関係部署に講師派遣

依頼を行い講座を実

施している。全講座中

で、２５講座実施され

たが受講者からは専

門的な解説や市の施

策がわかりやすく理

解できたと概ね好評

であった。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

市民ニーズ、地域の実情をふまえた主催講座の実施やサークル化の状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【公民館センター】

主催講座受講者の受講率 ９１％ 90％以上 ９３.６％ 

目標設定理由 

主催講座の内容の充実を図るとともに、受講者が無理なく参加でき

るような開催日時の設定をすることにより、受講率 90％を維持する

ことを目指して目標値を設定した。 １ 

現状分析 

【公民館センター】 

内容の充実や受講対象者層に配慮した曜日や時間帯の設定により、

前年度より更に高い受講率が得られた。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【公民館センター】

主催講座受講後のサークル化数 １２サークル 10 サークル ２７サークル 

目標設定理由 

主催講座受講者が学習を継続したり、学習成果を地域に生かしたり

できるようサークル化を図るとともに公民館の利用率の向上を図る

ため、平成 24，2５年度の目標サークル化数は、引き続き、平成２

１年度を上回り続けるよう１０サークルに設定した。 
2 

現状分析 

【公民館センター】 

既存のサークルの会員の高齢化が進んでいる現状から、新たな参加

者の拡大に配慮して実施する講座を増やすことで成果が得られた。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【公民館センター】

主催講座受講者の満足度 
９９％ 

（９月現在） 
90％以上 ９８.９％ 

目標設定理由 

２３年度上半期の結果は、「満足」が８２％、「やや満足」が１７％

であり、比較的高い満足度を得ていることから、今後も 90％以上を

維持することを目指して目標値を設定した。 
3 

現状分析 

【公民館センター】 

２４年度は満足が８６％、やや満足が１３％となり引き続き高い満

足度が得られている。講師の指導内容だけでなく、担当者による受講

者への応対やサポートの効果もあると思われる。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-4-4 文化財の保護と活用 

市川市の自然・風土・歴史・文化的遺産を貴重な学習資源ととらえ、学校の体験学

習や生涯学習など、幅広い教育活動に活用します。また、市内に残る貴重な文化財を

未来の子どもたちに継承するため、自然・風土・歴史・文化的遺産の保護の充実を図

ります。 

 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

文化財の普及事業 

 

【生涯学習振興課】 

市の貴重な文化財について、

生涯学習の場として、広く情

報を提供していくとともに、

地域への親しみや郷土に対

する愛着を深めるための事

業を実施する。 

市内の指定

文化財や史

跡の現地見

学会や現地

説明会を行

う 

外環道建設に伴う発

掘調査の成果を地域

住民に紹介するため、

菅野公民館でパネル

展示と解説会を実施

し、埋蔵文化財に対す

る理解を深める機会

を設けた。 

Ａ

博物館の活用の推

進 

（文化財を活用し

た博物館事業） 

 

【考古・歴史博物館】

館内資料及び地域にある文

化財などを活用した、体験学

習や見学会などを実施する。

体験学習や

見学会など

を計画し、

実施する 

自主事業・依頼事業を

含め、考古では体験学

習１１種４６回で延

べ３,８０１名、延べ

種１１５回延べ３,７

７３名参加。 

Ａ

1 文化財を学習

資源として活

用を図るため

の取り組みを

進めます 

生涯学習推進体制

整備事業 

（家庭・学校・地域

を支援する企業・

NPO・大学などとの

ネットワークづく

りの整備） 

《１－１－４再掲》 

 

【生涯学習振興課】 

家庭・学校・地域を支援する

企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などから情報を収集し、ネッ

トワークを構築する。 

関係機関か

らの情報収

集に努め、

発信の場と

してのネッ

トワークシ

ステムを改

善する 

市民アカデミー講座、

家庭教育学級、還暦

式、成人式において企

業・ＮＰＯ・大学等と

連携することができ

た。発信の場としての

システムをどのよう

に構築していくかに

は引き続きの検討を

要する。 

Ｂ

指定文化財維持管

理事業 

 

【生涯学習振興課】 

歴史的・文化的遺産として、

かけがえのない文化財の維

持・管理を進め、市民文化の

向上を図る。 

文化財の維

持・管理を

行う 

市指定文化財の維持

管理のため、所有者

23 団体に補助金を

交付し、伊弉諾神社境

内の市指定天然記念

物ハリギリの修理を

実施した。 

Ａ2 史跡の整備・保

存を進めます 

史跡整備保存事業 

 

【生涯学習振興課】 

史跡の整備・保存を目的とし

て用地の公有化を推進し、環

境整備を図る。 

史 跡 の 整

備・保存を

行う 

曽谷貝塚について、国

指定史跡としての保

存と歴史学習の場と

しての活用のため、約

２,２００平方メート

ルの買い上げを実施

し、史跡の公有化率が

約６６％となった。 

Ａ
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２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

文化財を学習資源として活用を図るための取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

【考古・歴史博物館】

※考古・歴史博物

館とりまとめ 

文化財資料の利用回数 延べ８７５回 延べ８８０回 延べ７９８回 

目標設定理由 

２２年度で、博物館資料の利用が大幅に増えた原因として、ホーム

ページへの資料掲載により、情報が広く認知されるようになったと捉

えている。 

22 年度の現状を維持しつつ、さらに向上させることを目標として

目標値を設定した。 １ 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

文化財の利用は、自然博物館に比べ、考古・歴史博物館の利

用回数が高い。考古・歴史博物館ともに、館内での資料利用回

数は増加しているものの、とくに考古博物館の館外での利用数

が減少している。館外利用の増加を考えたい。 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【生涯学習振興課】

【考古・歴史博物館】

※考古・歴史博物

館とりまとめ 

体験学習・見学会などへの参加者の

満足度 

（「期待に沿ったものであった」と

回答する参加者の割合） 

９５％ ９５.５％ ９６％ 

目標設定理由 

満足度は、22 年度９５％という高い回答が得られており、市民の

期待には、すでに十分応えられている。 

今後もその期待に応えられるよう、22 年度の現状を維持しつつ、

さらに向上させることを目標として目標値を設定した。 2 

現状分析 

【生涯学習振興課】 

【考古・歴史博物館】【自然博物館】 

※考古・歴史博物館とりまとめ 

満足度はほぼ高水準で推移しており、最低でも現状を維持していき

たい。更なる向上として、参加者目線に沿った企画や解説を心がけた

い。 

自然博物館では、アンケートを実施した自然観察体験学習会では、

目標を上回る満足度を得られており、アンケートを実施していない他

の主催事業においても参加者との積極的なコミュニケーションによ

り目標を上回る満足度を達成している感触を得ている。 
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３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

○ 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、現在の計画に沿って、さらに推進していくことが適当である。 
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3-5-1 教育委員会機能の充実に向けた取り組み 

教育委員会は、子どもや地域住民との交流会をはじめ、学校や教育施設への訪問な

ど、さまざまな場を通して市民の意向を把握するとともに、教育委員会の責任のもと

で方針の決定や施策の立案を行います。さらに、会議の公開など、開かれた教育委員

会をいっそう推進します。 

教育委員会事務局においては、方針や施策をふまえ、家庭・学校・地域への支援や

教育環境の整備に取り組みます。また、教育行政の客観性や透明性を確保するために、

目標の明確化とともに活動状況の点検・評価を的確に実施し、施策の改善と充実に努

めます。また、広報紙や Web ページを活用した情報発信を積極的に行い、市川市の教

育の振興を図ります。 

 

１．実施事業の点検結果 

平成２４年度 
取り組み 

事業名 

【主となる所管】 
事業の概要 

計画 実績（活動及び効果） 進捗

教育委員会会議の

充実 

 

【教育政策課】 

教育行政の推進のため教育

委員会会議の充実と公開を

進める。 

教育委員会

会議の審議

内容及び勉

強会の更な

る充実発展

に努める 

日頃より教育委員に

さまざまな教育行政

に関する情報を提供

するとともに、勉強会

の開催や議案の事前

配付などにより充実

した審議が行われた。

Ａ

市川市教育振興審

議会の活用 

 

【教育政策課】 

教育振興基本計画の策定及

び教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検及び

評価を行うに当たり、学識経

験者等で組織する教育振興

審議会を活用します。 

教育振興基

本計画の策

定並びに教

育に関する

事務の管理

及び執行の

状況の点検

及び評価に

ついて、意

見を求める 

「教育委員会の権限

に属する事務の管理

及び執行の状況の点

検及び評価」及び「第

２期教育振興基本計

画の策定」について、

学識経験者や市民な

どの意見を聴取し、そ

れらに活用した。 

Ａ

1 教育行政の改

善と充実を図

る取り組みを

進めます 

教育委員会の調査

や報告事項の見直

し 

 

【教育政策課】 

学校現場の負担を軽減する

ために、教育委員会が行う調

査や報告事項の見直しを進

める。 

仕分け作業

を 踏 ま え

て、さらな

る改善を図

る 

教育委員会内で発足

した多忙化解消委員

会 に お い て 検 討 を

行った。 

Ａ

各種メディアを活

用した広報活動 

（Web ページの活

用） 

 

【教育政策課】 

教育委員会 Web ページを活

用するなどして、教育委員会

の取り組みを市民に積極的

に情報発信する。また、子ど

もたちの教育に直接携わる

教職員に、教育委員会の方針

や取り組みを積極的に情報

発信する。 

教育委員会

Web ペ ー

ジの内容充

実化を進め

る 

各課からの要請に応

じて、常に最新の情報

が掲載されるよう更

新に努めた。 

また、いちかわよみう

り新聞に、毎月各課の

重点事業についての

連載記事を掲載し周

知を図った。 

Ａ2 市民に身近な

教育行政を進

めます 

教育広報活動事業

（教育広報紙発行

事業） 

 

【教育センター】 

「教育いちかわ」を発行し、

教育実践を広く紹介する。 

年間４回、

各４４,１７

０部を発行

し、実践な

どを紹介す

る 

年4回の発行により、

教育委員会各課の事

業を発信することが

できた。 

Ａ
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教育委員交流会事

業 

 

【教育政策課】 

教育委員が児童生徒や保護

者などとの交流を行うこと

により、その意向を知り、教

育行政に活かすとともに、市

川市教育振興基本計画の策

定及び改定に反映させる。 

児童生徒・

保護者・地

域の方々と

の交流会を

開催する 

児童生徒との交流会

を１３回開催し、教育

委員が児童生徒との

交流をすることで、児

童生徒の思いや願い

を把握することがで

きた。 

Ａ

 

２．施策の成果 

 

（１）施策の成果を見るポイント 

市川の教育をより多くの人に周知する取り組みの状況 

 

（２）指標 

平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

市川市の教育を広報した活動の状

況 

（「教育委員会の取り組みを知るた

めの広報活動は十分である」と回答

する人の割合〔市民意向調査〕） 

３２％ ３３％ ３１％ 

目標設定理由 

地方教育の中心的な担い手である教育委員会の役割や取り組みを

多くの方に知ってもらうことは、教育の振興を図る上で重要である。

前期計画においては、基本計画の期間が終了する平成 2５年度まで

に５0％に高めることを目指して、段階的に目標を設定したところで

あるが、上昇してはいるものの、その目標を達成できていない。 

そこで、後期計画においては、前期計画における上昇率を勘案し、

前年度比１％以上となるよう目標値を設定した。 

１ 

現状分析 

【教育政策課】 

「教育委員会ホームページ」、「教育いちかわ」、「市川よみうり」、「広

報いちかわ」等が、教育委員会の活動についての情報発信のための主

なメディアであるが、それぞれについて、情報の質・量ともに向上を

図ることが必要であると思われる。 
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平成 2４年度 

 指 標 平成 2３年度 
目標 

現状 

【教育政策課】 

教育委員の役割や活動の認知状況 

（「教育委員会の役割や活動を知っ

ている」と回答する人の割合〔市民

意向調査〕） 

３３％ ３４％ ３７％ 

目標設定理由 

地方教育の中心的な担い手である教育委員会の役割や取り組みを

多くの方に知ってもらうことは、教育の振興を図る上で重要である。

前期計画においては、基本計画の期間が終了する平成 2５年度まで

に５0％に高めることを目指して、段階的に目標を設定したところで

あるが、上昇してはいるものの、その目標を達成できていない。 

そこで、後期計画においては、前期計画における上昇率を勘案し、

前年度比１％以上となるよう目標値を設定した。 

2 

現状分析 

【教育政策課】 

平成２３年度調査値と２４年度目標値を上回る数値を達成するこ

とができた。 

これは、教育委員が精力的に学校園行事や生涯学習関係行事に参加

したこととともに、教育委員会が各種教育活動の情報発信に努めてき

た成果であると思われる。 

今後においてもさまざまな機会を捉え、周知方法を工夫し数値の上

昇を目指していく。 

 
 

３．施策の評価 
 

（１）施策の達成状況 

評価結果 達成状況 

○ 施策の実現は十分に図られてきている。 

 施策の実現は十分に図られてきているとはいえない。 

 

（２）今後の改善点 

評価結果 改善点 

 改善を図る点は特になく、現在の計画に沿って推進する。 

○ 実施事業の進め方について改善を図る。 

 市長部局や学校・地域との連携について改善を図る。 

 その他 

 

（３）意見 

 

 

 

 

実施事業の進捗も良く、施策の実現は十分図られてきている。 

今後は、教育委員会の活動について情報を発信する主なメディアである「教育委員

会ホームページ」、「教育いちかわ」、「市川よみうり」、「広報いちかわ」等について、

情報の質・量ともに向上を図る必要がある。 



平成２５年７月 16 日 

第１回市川市教育振興審議会 

調査審議資料 

 

 

 

平成 2４年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

 

 

 

 

教育振興審議会評価票 
 

 

 

 

 

評価実施要領 

諮問資料「教育委員会点検・評価報告書」（別冊）をご覧いただき、「施策の方向」ごと

に、教育委員会の点検・評価の結果を本票の区分（「妥当である。」又は「一部に相違があ

る。」の 2 観点）で評価いただき、「一部に相違がある。」とした場合には、その理由をお

示しください。 

また、施策の推進に関するその他のご意見がございましたら、その旨をお示しください。 

 

※ 本評価票に記載したページは、報告書のページに対応しています。 

《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

1-1 自分を大切にし、他人を思いやる気持ちを養い、豊かな心を育む 

1-1-1 人と関わる力を身に付ける活動の充実 

1-1-2 命を大切にする教育の推進 

P.7

P.11

P.7-22
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基本的方向 1 子どもの姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来へ向かって成長し、未来を担う子どもたちに、これからの社会をよりよく生き

ていく力を育むことは、とても重要なことです。 

将来の予測が明確にならない現在の社会にあっては、自らの生涯を切り拓く力強さ

と、他人と協同してよりよい社会を築こうとする頼もしさが必要です。このため、強

い意志をもって主体的に考え行動する力と、他と協調しつつともに社会を支える力を

育み、社会の中でたくましく生きていくことのできる子どもを育てます。 

 

 

自分や他人を大切にし、社会の中でたくましく

生きていくことのできる子どもを育てる 

目 標 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

1-1 自分を大切にし、他人を思いやる気持ちを養い、豊かな心を育む 

1-1-1 人と関わる力を身に付ける活動の充実 

1-1-2 命を大切にする教育の推進 

1-1-3 道徳心を養う取り組みの推進 

1-1-4 体験活動の推進 

1-1-5 読書教育の推進 

P. 7

P.11 

P.14 

P.17

P.20

P.7-22

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

1-2 基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図り、活用する力を育成する 

1-2-1 基礎的・基本的な学習の充実 

1-2-2 活用する力を育成する取り組みの推進 

P.23

P.26

P.23-28

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3 健康に関する意識を高め、健やかな体を育成する 

1-3-1 望ましい生活習慣を身に付ける取り組みの推進 

1-3-2 食育の推進 

1-3-3 体力向上の取り組みの推進 

1-3-4 性に関する教育の充実 

P.29

P.32

P.35

P.38

P.29-40

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 

1-4 社会的な問題に関する認識を深め、意欲と実践力を育む 

1-4-1 環境学習の充実 

1-4-2 情報教育の推進 

1-4-3 キャリア教育の推進 

P.41

P.44

P.47

P.41-48
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

1-5 日本や郷土市川の歴史や文化を学び、国際社会の中で生きる力を育む 

1-5-1 歴史や文化に関する教育の推進 

1-5-2 外国語教育・国際理解教育の推進 

P.49

P.53

P.49-55

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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基本的方向 2 家庭・学校・地域の姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育は家庭・学校・地域の相互の取り組みによって担われるものであり、子どもは

社会全体で育まれます。 

市川市の進める教育を確かなものにするとともに、社会の中でたくましく生きてい

く子どもを育てるためには、より多くの人の教育への参画が必要です。このため、家

庭や学校、地域が自らの役割と責任を果たし、十分に連携・協力をして、幅広い教育

機能の活性化を図ります。 

 

自らの役割と責任を担いながら、たがいに連携

して教育の向上に取り組む家庭・学校・地域を 

実現する 

目 標 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-1 家族の心のつながりを大切にし、心身の成長を育む家庭の教育力の充実を目指す

2-1-1 家庭教育の充実に向けた取り組みの推進 

2-1-2 子育てに関する学習機会や相談機会の提供 P.61

P.58

P.58-63

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 子どもと教職員とのつながりを大切にし、子ども一人ひとりの夢を育む学校の

教育力の向上を目指す 

2-2-1 教職員の指導力の向上 

2-2-2 学校間の連携の推進 

2-2-3 学校評価の推進とその結果に基づく学校運営の改善 

2-2-4 教職員が子どもと向き合う時間の拡大 

2-2-5 特色ある学校運営を支援する環境整備の充実 

P.71

P.68

P.64

P.74

P.77

P.64-79

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

2-3 人とのつながりを大切にし、子どもの成長を支える地域の教育力の向上を目指す

2-3-1 地域を支える人材の育成 

2-3-2 地域活動を支援する環境整備の推進 

P.80

P.82

P.80-84

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-4 家庭・学校・地域のつながりを大切にし、市川の教育力の向上を目指す 

2-4-1 家庭・学校・地域の連携を図る取り組みの推進 

2-4-2 家庭・地域と連携した学校の活性化 

2-4-3 関係機関との連携による家庭・学校・地域への支援 

P.85

P.88

P.92

P.85-93

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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基本的方向 3 市川の教育の姿 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育の質を高めるための条件整備は、教育の振興にとって不可欠なものです。社会

全体の教育機能の活性化を図り、市川の教育の質を向上させていくには、充実した教

育環境を整えていくことが必要です。 

このため、家庭や学校、地域における教育環境の整備・充実を図り、それぞれの実

情に合わせた最適な状態の中で、計画的・総合的に教育を進めていきます。 

 

 

 

教育環境の整備を図り、質の高い市川の教育を

推進する 

目 標 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

3-1 幼児期の教育を推進するための環境を整える

3-1-1 生きる力の基礎を育む教育の推進 

3-1-2 幼稚園・保育園・小学校の連携の推進 

3-1-3 子育て支援の充実 

P.96-105 

P.102 

P.99 

P.96 

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-2 一人ひとりに応じた教育的支援を推進する

3-2-1 特別支援教育の推進 

3-2-2 不登校の子どもや保護者の支援 

3-2-3 子どもや保護者を支援する相談体制の充実 

3-2-4 海外からの子どもたちへの支援 

3-2-5 教育機会均等の確保 

P.106-120 

P.119 

P.117 

P.113 

P.110 

P.106 

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

3-3 安全・安心で充実した教育環境を実現する 

3-3-1 危険回避能力などの育成 

3-3-2 子どもの安全・安心を確保する家庭・学校・地域の取り

組みの推進 

3-3-3 放課後の子どもの居場所づくりの推進 

3-3-4 学校の危機管理体制の充実 

3-3-5 いじめ、暴力行為などへの対応の強化 

3-3-6 安全で質の高い教育環境の整備 

P.121-134 

P.133 

P.130 

P.128 

P.126 

P.123 

P.121 

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

3-4 生涯を通して学び続けられる学習環境を実現する 

3-4-1 生涯学習機会の充実 

3-4-2 図書館・博物館などの活用を通した学習活動の推進 

3-4-3 公民館を活用した地域の学習拠点づくり 

3-4-4 文化財の保護と活用 

P.135-148 

P.135 

P.138 

P.143 

P.146 

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 
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《施策の方向》 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会点検・評価の結果について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 施策の推進に関する「その他」の意見について 
 

 

 

 

 

 

 

 

3-5 責任ある教育行政を確立する 

3-5-1 教育委員会機能の充実に向けた取り組み P.149 

P.149-151

その他の意見 

②の場合の意見 

① 妥当である。 

② 一部相違がある。

点検・評価の結果は、 

妥当ですか。 



平成２５年７月 

平成２５年度 市川市教育振興審議会 年間予定 
                        市川市教育振興審議会事務局 

                        教 育 総 務 部 教 育 政 策 課 

 

月 予 定 

25 年 

7 月 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 

 

 

10 月 

 

 

11 月 

 

 

12 月 

 

 

26 年 

1 月 

 

2 月 

 

 

3 月 

 

 

第 1 回教育振興審議会（7月 16 日） 

○ 平成２４年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価について（諮問及び調査審議） 

○ 第２期市川市教育振興基本計画について（諮問） 

 

第 2回教育振興審議会（7月 25 日） 

○ 第２期市川市教育振興基本計画について（調査審議） 

 

第 3回教育振興審議会（8月 7日） 

○ 第２期市川市教育振興基本計画について（調査審議） 

 

第 4回教育振興審議会（8月 22 日） 

○ 平成２４年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及

び評価について（答申） 

○ 第２期市川市教育振興基本計画について（調査審議及び中間報告）

 

 

 

 

 

 

 

第 5 回教育振興審議会（11 月中旬） 

○ 第２期市川市教育振興基本計画について（調査審議） 

 

第 6回教育振興審議会（12 月中旬） 

○ 第２期市川市教育振興基本計画について（答申） 
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